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　赤き大地の国アルカダル、帝てい都とパイダリエーサ。

　その街の名は、荒こう野やをわたる隊商が〈幻の楽園パイダリエーサ〉と呼んだことにはじまるといわれる。

　赤き大地に突とつ如じよ姿をあらわす緑の楽園、荒野の終着点にして青き海のはじまりの地、帝都パイダリエーサ。その大通りは今日も商人たちの活気ある声に満ちあふれていた。

「兄さん！　ひさしぶり！」

　取引の声が飛びかう往おう来らいに、蒼そう天てんを突きぬけるひときわ軽やかな声。

　知った声に足を止めた青年商人は、声の主ぬしを見やると相そう好ごうをくずした。

「やあアティルじゃないか。ひさびさだな」

　アティルという名の少年は十代半ば、成長途と中ちゆうの小こ柄がらな身体からだつきで、ターバンを海風になびかせながら好こう奇き心しんに満ちた目で見上げている。そのまっすぐな蒼あおの瞳は、やんちゃな印象とともに裏表のない育ちの良さを感じさせた。

「兄さん、しばらく見かけなかったけど海に出ていたのかい？」

　兄さんと呼ばれたもののふたりの間に血縁はない。おなじ商業組合に属する年長商人への呼こ称しようだ。

「ああ、ちょっと対たい岸がんのサラフまでな」

　いい買いつけができたぜ、と青年が先せん輩ぱい面づらして調子づいてみせると、アティルもまた目をきらめかせた。その瞳に宿る光は興味半分、残り半分は挑ちよう戦はつ的てきなものだ。

「なんだアティル？　やけに自信ありげじゃねぇか」

「うん。うちも昨日父さんが買いつけから帰ってきてさ。ちょっと見ていかないかい？」

　するとそれまで自信をのぞかせていた青年は、観念したようにうなって天を仰あおいだ。

「あー、ハーティさんの買いつけか。あの人の目め利ききはすごいからなあ……それは見ておかないわけにはいかないな」

「そうこなくっちゃ！」

　アティルははじかれたように返事をすると青年を商館に案内した。

　商館は日光で商品が傷いたまないよう窓が小さくもうけられ、ほの暗い室内の空気は外気と一線を画かくしてひんやりとしている。

「はじめて買いつけた品なんだけど、まっ先に兄さんに見せたくてね」

「香こう辛しん料りようか。いい香りがするな」

　青年はそれを手のひらにのせて眺ながめたりかいだりしていたが、やがて口にはこぶと「ん？」と動きを止めた。

「……この味ははじめてだな。見た目はよく知っているものなんだが」

「だろ？　シンドゥーラから仕入れた香辛料なんだ」

「シンドゥーラならうちからも船が行ってるが知らない味だぞ？」

「ただのシンドゥーラ産じゃないよ。高地で採とれる特別なものでね。まだ帝都にあるのはこれだけさ。兄さんにはいつも世話になってるし、いちはやく知らせなきゃって思ってさ」

　そのアティルの言に、青年はすばやく計算をめぐらせた。

　香辛料は肉の保ほ存ぞんに欠かかせない。特に雪に閉ざされて猟りようがままならない内陸地では香辛料は越えつ冬とうの必ひつ需じゆ品ひんだ。これから冬に向かう時季、まず売りそびれることはないし、ちょうどこれからサラフで仕入れた品を内陸まで売りにゆくところだ。香辛料は軽くて運びやすくしかも単たん価かが高いので、一いつ緒しよにさばけば利り益えきが跳ねあがる──

　とはじめは冷静に商人として計算していた青年だが、心に深く染しみこんできたのは舌に残る味わいだった。

　はじめにぴりっとしつつ後からわいてきたほのかな甘み。もしいま口の中に肉があればどのような旨うま味みを引きだしてくれたことだろう。

　口こう腔こうにひろがる魅み惑わくの調和ハーモニー──

　思いもよらぬ誘ゆう惑わくの波に恍こう惚こつと吞のみこまれた青年は、アティルに卸おろし値ねを訊たずねると即そく座ざに答えた。

「よし、買った！」







　青年から為替かわせを受けとり、「毎度！　またシェリーク商会をごひいきに！」と見送ったアティルは、青年の姿が見えなくなると拳こぶしをぐっとにぎりしめた。

「よしっ！　これで完売っと！」

　アティルが売った品はけして粗そ悪あく品ひんなどではないし、法外な高値で売りつけたわけでもない。どちらかといえば良心的な価格で、自分たちで行商に出たほうが利益は出たはずだ。

　けれどもあの青年は食通で、彼の顧こ客きやくにも美食家のそうそうたる面々がそろっている。青年の口から美食家たちにこの味が広まれば、翌よく年としには香辛料を買いもとめる客は百倍にも千倍にもふくれあがるだろう。

　彼に安あん価かで融ゆう通づうしたのは、いわば広告をかねた宣せん伝でん投とう資しだ。

（こうしてすぐに買い手がつくのも父さんのおかげかな）

　商品がすぐさまさばけるのは、店主である父ハーティが良いものを仕し入いれてくれるからだ。それに『商品は商品を活いかす相手に売れ』──というのがアティルが尊そん敬けいしてやまない伝説の大商人ドンパパスの言葉だ。

　狙ねらいどおりの買い手がついて、アティルは思わずむふふと笑みをこぼした。

（さーて今日はいくらの売り上げになったかなー）

　父に感かん謝しやしながらほくほく顔で為替を数えはじめたアティルだったが、不ふ意いにぽむっ、と頭を小突かれた。

「痛いてっ！　なにするんだよ！」

　ふりかえると、凶きよう器きとおぼしき丸めた皮ひ紙しで己の肩をぽんぽんとたたいていたのは二は十た歳ちばかりの青年だ。

　頭の巻き布からは金を帯おびた茶色い髪かみがこぼれ、端たん正せいな面おもてにある深い海のような藍あい色いろの瞳は冷ややかにアティルを見下ろしている。健康的に焼けてしなやかに引きしまった二の腕うでにはこの店をあずかる証あかし、鍵かぎをつらねた金の腕輪が光っていた。

　そこにいたのはシェリーク商会の先輩商人、サフィードだ。

「なーににやにやしてんだ」

「陽ひの高いうちに完売してうれしいのはあたりまえだろ！」

「それはまた、てっきり貯たまったへそくりでも数えてにやけてるのかと思ったぜ。為替より帳ちよう簿ぼを見るよう習しゆう慣かんづけろっていつも言ってるだろ。ってそもそもなんでおまえが店に出てるんだ？」

「それは皇こう宮ぐうに御用伺うかがいに行ってる父さんのかわりに……」

　するとサフィードは、はあ、とおおきなため息をつき、丸めた皮紙をふりあげた。

　叩かれるっ、と思わず目を閉じたアティルだが、皮紙は頭部をわずかにかすめただけだった。

　しかし巻いていたターバンがふわりと解とけ、アティルの肩に髪がこぼれ落ちる。

　──それは夕暮れどきの麦むぎ穂ほのような、かすかに赤みを帯びた黄こ金がね色いろの長い髪だった。

「マィヤおまえなあ、もうちょっと自分が〈女〉だという自覚を持て」

「ううう……」

　観かん念ねんしたアティルがほどけかけたターバンを取ると、金の髪がきめの整った乳白色の頰ほほをつたい、華きや奢しやな肩をながれて腰までとどいた。その姿はとても男には見えない。

　事実、アティル──マィヤ・アルティラーラは少年ではなく、正しよう真しん正しよう銘めいの娘だった。
















「しっかしよく化ばけたものだよな。その背丈なら声変わり前で通用するんだろうが、店主の娘が店に出てるなんて知れたら都中の笑いものだ。いいかげんにしとけよ」

「大丈夫よ！　ばれないし！」

　声こわ色ねまで少女のものにもどったマィヤの即そく答とうに、「それ、自じ慢まんするところかよ」とサフィードは苦笑をもらしてまなじりを下げた。

「まあたしかに淑しゆく女じよを名乗るにはまだまだだけどなあ」

　顎あごに指をあて、高みから見下ろすサフィードの視線は淑女を見る目にはほど遠い。たしかに兄きよう妹だい同然に育った間柄だが、その目つきはまるで家か畜ちくの肉付きを検分するかのようで、マィヤはむっとして声を上げた。

「わたしは！　大人になっても店に出るわ！」

「は？」

「わたしは父さまと一緒にここを都一番の大おお店だなにするんだから！」

　このシェリーク商会はマィヤの父ハーティがひらいたもの、まだ十年ばかりの新しん参ざんだが買いつけたものが当たりつづけ、いまでは栄はえある皇宮御ご用よう達たし商人として認められているほどだ。

　しかしハーティ本人は商人としての抜け目のなさや計算高さからはほど遠く、なぜ商人をつづけていられるのか不思議に思うほどのぽややんとした人物だった。

「皇宮に行けば割わり符ふを忘れる、街に出れば道に迷う、あげくに家に帰ってこられないなんてのは父さまの日にち常じよう茶さ飯はん事じよ。いままではそれでもなんとかなったけれどそんな父さまひとりじゃ心配だわ。わたしももう十五だもの、店の仕事を手伝って父さまの片腕になるわ」

「無理だな」

　即答だった。

「どうして!?」

「うちの店はもう親子で支えあってなんとかなるような小さな店じゃない。雇やとい人だって百人規き模ぼ、内海はもとより外海をわたる大型船にだって出しゆつ資ししている」

「それは知ってるわ」

「──ならわかるな？」

　サフィードの瞳からからかいの色が消え、その真しん剣けんなまなざしにマィヤは息をのんだ。

「大店の店主として重要なのは自分が店先に立つことじゃない。商品の流通に関わる者すべてを使うことだ。商しよう売ばいごっこで務つとまる仕事じゃない」

「………!!」

　たしかにマィヤにできるのは店先の商談だけだ。買いつけの指し示じや定期船の積つみ荷に量の交こう渉しようなど、サフィードのように幅はばひろい差さ配はいはできない。

　サフィードは若いながらも業務に精せい通つうして雇い人たちすべての仕事を把は握あくし、自身も数ヵ国の言葉をあやつってなに不自由なく他国の商人たちと交渉できる。人となりもどこか品がありつつ人ひと柄がらも気さくで商人の仲間内でも一目おかれ、それらを苦もなくやってのける才覚を買われて父から腕輪をあずけられているほどだ。

　いまもサフィードの腕に輝く金の腕輪──蔵くらの鍵をまかされるということは店主の代理もおなじ、雇い人たちの間では養い子のサフィードが店の後あと継つぎだともっぱらの噂うわさだ。

「……じゃあわたしは？　店のためになにができるの？」

　商売は男の仕事、それがこのアルカダルの常識だ。市いち場ばの物売り程てい度どなら女もするが、大店の娘が店先に出ることはない。大店の娘は貴族の娘とおなじように安あん易いに素顔をさらすことなく一日中屋や敷しきで過ごし、深しん窓そうの令れい嬢じようとして名家に嫁とつぐ。

（けれど──）

　このシェリーク商会は父が最愛の妻であるマィヤの母の名をつけたもの、その母亡なきいま、遺のこされた一人娘である自分になにができるだろう？

「お店のためにわたしにできることはないの？　わたしも役に立ちたいの」

　するとサフィードは「ふむ、そうだな……」としばし考え込んでいたが、「ああ」と思いついたように告げた。

「さしあたっておまえは国中に名がとどろくほど女を磨みがくことだな」

「……はい？」

「アルカダル中、いや近きん隣りん諸しよ国こくからぜひ妃きさきにと請こわれるくらいになれば店のいい宣伝になるぞ」

「──！　そんなこと全然思ってないくせにっ！」

　美しいと評ひよう判ばんの街娘が王族に請われて妃になる、そんな例ためしがないわけではないが、百年に一度あるかどうかという夢物語だ。真ま面じ目めに目指すものではない。そして、

「いやいや素そ材ざいはなかなか捨てたものじゃないぞ？　ずいぶんと磨きがいがあると思うがな？」

　そう告つげるサフィードの目にもさきほどまでの真面目さはなく、目め尻じりは下がり、笑いをこらえきれていなかった。あきらかに冗じよう談だんだ。

（こっちは本気なのに……！）

　しかしサフィードは年齢や出しゆつ自じにかかわらず有能な者を積極的に抜ばつ擢てきするし、女だからという一般論で切り捨てる人ではない。つまり自分はまだ商人として使う域に達していないということだ。

（サフィードにはおよばないけど、店の仕事はもちろん異国の言葉だって勉強しているし、航こう路ろだって商品だって学んでいるし──）

　それでもまだ足りないのだろうか。だが足りないというなら認めさせてやるまでだ。

（いまに見てなさい！　いつかそっちから平伏して懇こん願がんするくらいの大商人になってやるんだから……！）

　マィヤがきっ、とにらみ上げると、できるものならやってみろとばかりにサフィードは余よ裕ゆうの笑みで受けながしていたが、

「サフィード様！」

　そのとき飛びこんできた雇い人のいつになく切せつ羽ぱ詰つまった声音に、すっと真顔にもどった。

　その雇い人はたしか父とともに皇宮に赴おもむいていたはず──そのことに気づいたマィヤの肌はだがぞわりと総そう毛け立だつ。

「なにがあった」

「もうしわけございません！　旦だん那なさまの行方ゆくえが──!!」

（なんですって!?）







　サフィードはマィヤをその場に残して雇い人を奥の間に誘いざなったが、街の喧けん騒そうから切り離された商館では声音を隠かくしきれていなかった。

　──皇宮で？　なにがあったんだ。

　──それがどうもおかしくて……

　耳の奥からとくとくと聞こえる速い鼓こ動どう。その合間から切れ切れに漏もれきこえる言葉をつなぎあわせると、どうやら早朝から皇宮に赴いていた父ハーティが行方不明になったらしい。

　父が迷まい子ごになるのはよくあること、そのため護ご衛えいの付き人をつけるようにしていたのだがこの慌あわてようはいつもとちがう。ただごとではないと張りつめた空気がつたえてくる。

　──退出の割り符はどうした？

　──衛えい兵へいはたしかに確認したと言っております。

　皇宮に入るためには皇宮商人に与えられている割り符がいる。付き人は皇宮に入れないので詰め所で待つが、主人が予定の退出時間になっても出てこないために衛兵に訊ねると、すでにハーティは皇宮から出ていったあとだという。

　たしかに皇宮の門は何カ所もあるので別の門から出たとも考えられる。けれども付き人を待たせたまま、わざわざ御用伺いに赴いた宮きゆう殿でんとは遠い門から出るだろうか。

　──門の周辺を捜しましたが手がかりはなく、なにか事件に巻きこまれたとしか……。

〈事件〉の一言にマィヤの鼓動がどくん、とおおきく跳ねた。

（まさか、父さまが……？）

　マィヤは数年前に母を亡くしてほかに兄きよう弟だいもいない。父ハーティはマィヤにとってただひとりの血縁者だ。

（もしこのまま父さまが帰ってこなかったら……）

　視界が暗くなり、全身がかたかたとふるえだしてマィヤは自身の身体を抱きしめた。

　どうしよう。どうしよう。どうしよう。

　だからあれほどひとりで出歩いちゃダメって言ったのに。迷子にはなるしお金も落とすしラクダにさえ蹴けられかねないぽややんぶりなのに、その父さまが往来の多い帝都でなんの手がかりもなく行方不明だなんて──

　不安ばかりがぐるぐるとめぐる。だがそのとき、ふとひらめくものがあった。

（──そうよ。きっと父さまはまた迷子になったんだわ──皇宮で）

　よく迷子になる父のこと、広い皇宮で迷ってもおかしくない。割り符もうっかり落としてしまい、中にいただれかが父の割り符を使って外に出たのだろう。

　父はきっとまだ皇宮の中にいる。

（父さまを迎むかえに行かなきゃ）

　そのときマィヤの目に留まったのは、先ほどこぼれ落ちたターバンだった。

　女が店先に出ることはないし、商談に赴くこともない。




　────けれど男なら。




　マィヤは絨じゆう毯たんからターバンを拾い上げて手ばやく髪を結ゆいあげると、行商用の箱に売り物をつめこんで商館を飛びだした。
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「割わり符ふは問題ないな……よし、通れ」

　皇こう宮ぐうの門から入った砦とりでのうす暗い個室で衛えい兵へいに告つげられ、マィヤはほぅ、と安あん堵どの息をついた。

　門番に見せた割り符は皇宮御ご用よう達たし商人の証あかし、シェリーク商会に何枚か渡されている本物だ。こんな子どもが皇宮商人？　と不ふ審しんな目を向けられながらも無事入ることができた。

　砦のほそい通路をぬけると、青せい銅どうの奥扉がずずず……と重い音を立てて押しひらかれ、扉の向こうに広がった世界にマィヤは思わず感かん嘆たんの息をもらした。

（わあ……）

　空高くひろがる蒼そう天てん、その下には白一色の大だい理り石せき。中心からは水路が延びてきらきらと光をまき散らし、その先にはモザイクで彩いろどられたドーム状の宮きゆう殿でんがいくつもある。ざっと見ただけでも宮殿の屋根は蒼あお、緑、赤、金、白──と両手でたりないほどだ。

（ここがアルカダル帝てい国こくの皇宮……）

　青の大門に閉ざされた向こうがこれほど広いとは思わなかった。これなら父が迷まい子ごになるのも無理もない。

（待ってて父さま！　いま迎むかえにいくから！）

　たしか父さまが伺し候こうしていたのは──とマィヤは尖せん塔とうの位置を確認する。

（あれが赤の宮殿で、その脇を抜けた先が白の宮殿のはず……）

　宮殿の正式名めい称しようは知らないが、モザイクの色で話していたおかげで屋根の色を見ればわかる。いつも食事どきに聞いていた皇宮の土産みやげ話ばなしで父の行き先は特定できそうだ。

　記き憶おくをたぐりながら道を追うと無事白の宮殿につくことができた。門は開けひろげられたままになっており、ほかの宮殿とはちがって門番も見あたらない。

「お邪魔しまーす……」

　遠えん慮りよぎみにだれにともなく断って入ると奥から楽しげな笑い声が聞こえる。だれかいるのかしらと声に惹ひかれるまま中庭に出るとそこは緑豊かな庭園で、青年たちが優ゆう雅がにくつろいでいた。

　ある者は長なが椅い子すにひじをつき、ある者は噴ふん水すいの縁に腰かけ、ある者は木こ陰かげで樹にもたれかかり──彼らは髪かみ色も目の色もまとう衣い装しようもまちまちで、マィヤにとって見慣れないものばかり。ただひとつ共通しているのは、そろいもそろってみな優ゆう美びで整った容よう姿しの持ち主だということだ。

　その悠ゆう然ぜんとした姿から高貴な人種であることはあきらかで、庶しよ民みんには縁えん遠どおい良質な絹きぬ糸いとが光こう沢たくを放ち、まるで美しい羽を持つクジャクが気だるい午後にくつろいでいるよう、こうして見ているだけでもため息が漏もれる。

（はー……父さまの話は本当だったのね）

『皇宮には王子様がたくさんいてね』

　父の土産話は年頃の自分を喜ばせたくて言っているだけだと思っていたが、どうやら本当だったらしい。

　クジャクの王子たちを取り巻くように座っているのは、アルカダルの衣装をまとったうら若き娘たちだ。

　こちらも負けじと妖よう精せいのような色あざやかな衣装と宝飾品で身を飾り、それぞれお気に入りの王子を取りかこみ、うっとりと見上げながら談だん笑しように興じている。さしずめアルカダル貴族の娘が異国の王子に玉の輿こしを夢見ているといったところだろう。

　ここにいるのは王子と貴族の娘、つまり──

（みんなお金持ち!?）

　そう気づいたマィヤの蒼の瞳が爛らん々らんと輝きを増した。

　娘たちのようにクジャクの羽に目がくらんで玉の輿を期待したわけではない。商売の利り益えきの大半はほんの少数の富ふ裕ゆう層そうによってもたらされる──つまり単価の高い金持ち客を捕つかまえるのが商売の基本だ。そしていま、その金持ち客が百人規模で目の前にいる。

　マィヤにとって異国の王子も貴族の娘もひとしく大切な客、お金持ちがあふれるここはまさに楽園だ。

（お金持ちのお客さま────!!）

　目を輝かせて金持ちの一群に突とつ撃げきしようとしたマィヤだが、駆かけだしたはずがなぜか前に進めなかった。首のあたりがなにやら引っかかっている気がする。

　木の枝にでも引っかけたのかしらと思ったそのとき、

「──おい、貴様」

「はっ、はい！」

　すぐ後ろから聞こえた低い声こわ音ねにあわててふり返ると、そこにいたのは黒の軍服姿の男だった。どうやらこの男がマィヤの首元に指を引っかけていたらしい。

　年は二十代半ば、身の丈たけは高く、男の黒髪はマィヤが両手を伸ばしても届くかどうかという高い位置にある。サフィードも長身だがこの男はそれ以上に高く、細身ながらまるで巨木がそびえたっているかのよう、見下ろす蒼そう灰かい色の目は眼がん光こう鋭するどく、さながら優美な鳥の楽園に迷いこんだ荒こう野やの狼おおかみだ。

（でも軍服ってことは皇宮武ぶ官かん？　じゃあ狼というよりは番犬かしら？）

　その男の目つきからは任にん務むを果たすために私欲を捨てる堅かたい人ひと柄がらが見て取れる。まるで〈鋼はがねの国〉と呼ばれた軍事大国ファルナスの軍人のようだ。

「あの、なんでしょうか……？」

「なぜおまえみたいな子どもがここにいる」

「え、あの、ぼくも御用達商人なんですけれど」

「どこの者だ」

　懐ふところから取りだした割り符を見せると「ああ、シェリーク商会か」と男はマィヤの首元から指をはなした。

「申し遅れました。ぼくはシェリーク商会店主ハーティの息子むすこ、アティルと申します。先ほどは父がお世話になりました」

　マィヤは男に向きあって深々と頭を下げる。しかし返事はなく、あれ？　と思いながらそろりと顔を上げると、男は視線を逸そらしてなにやら思し案あんしていた。

「……あの、皇宮武官の方ですよね？　今け朝さ、父を見かけませんでしたか？」

「知らんな」

「え、こちらの宮殿に呼ばれたはずなのですが……」

「知らん」

　くどいと言わんばかりに睨にらみつけられ、マィヤはつまみ出される前に「そうですか、ありがとうございました」とそそくさと男から離はなれた。

（おかしいわね。父さまが皇宮に来たことはたしかなんだけれど……）

　父が皇宮に入城したことは確認されている。男は割り符の模も様ようを見ただけでシェリーク商会だと理解していたし、白の宮殿をひんぱんに訪おとずれる父の顔を知らないはずがない。

　今日の御用聞きは白の宮殿ではなかったのだろうか？　しかし父のことを切り出したあとの男はどこか様子がおかしかった。

（なにか隠かくしてる……？）

　けれどもあの番犬の鋼男に訊きいても教えてくれるとは思えない。

（しかたないわね。こんなに人がいるんだもの、ほかにも父さまを見かけた人がいるはずよ）

　マィヤはきょろきょろとあたりを探ると、ちょうど王子が中座したところらしく娘たちだけで集まっている集団があった。

　さっきは金持ち客を見て思わず興こう奮ふんしてしまったので、マィヤはこほんとひとつ咳せきばらいをして声音と呼吸をととのえて、その妖精たちの一群に近づいた。

「お嬢じよう様さまがた、そのお美しさをさらに引きたてるお手伝いをさせていただけませんか？」

　いっせいに向けられた視線にマィヤ──アティルは少年っぽい人なつこい微笑を返す。

　そして奇術師のように手ばやく絨じゆう毯たんを敷しいて商品箱を開いてみせると、娘たちの表情がぱっと華はなやいだ。

「わっ、すごい宝石！」

「シェリーク商会です。品質は保証しますよ」

　燦さん々さんと照らす陽光に宝石はさらに輝きを増し、その輝きに吸いよせられるように娘たちが宝石のまわりに群がりはじめた。

　当初は宮きゆう廷てい女官をあてこんできたので下段には小ぶりな宝石類が入っているが、貴族の娘相手なら上段の宝石のままでよさそうだ。

　アティルは大ぶりの装飾品を手に取り、年長の二は十た歳ちばかりの娘に笑顔を向けた。

「そうですね、お嬢様にはあざやかなお召しものに合わせてこちらの情熱的な紅玉石ルビーなどいかがでしょう？」

　彼女の首元には別の首飾りがあったが、ひとまわり大きな紅玉石を上から合わせてみると、周しゆう囲いからわあっと歓かん声せいが上がった。

「お姉さま、素す敵てき！」

「すごく高貴だわ！」

　娘たちは口々に褒ほめそやす。やはりこのような場でも娘たちの中で序列があるのだろう。一番高価な宝石を身につけた娘から声をかけたのは正解だったらしい。

　勧すすめられた娘はまんざらでもない様子ですこし離れた場所に控ひかえていた従じゆう者しやを呼びつけると支払いを命じ、アティルは為替かわせを受けとってその宝石を娘の首に飾った。

「とてもよくお似合いですよ」

　アティルが微笑ほほえんでみせると、「次は私に見たててくださる？」「私も私も！」と娘たちが身を乗りだしてきた。

「そうですね、お嬢さまにはその瞳とおなじ、森の優しい木こ漏もれ日のようなこの首飾りなどいかがでしょうか」

　アティルが合わせるたびに歓声が上がり次々と宝飾品が買い上げられ、アティルの懐は高額為替でどんどんふくらんでゆく。

（こんなにいっぱいお金持ちがいるなんて！）

　アティルは店で宝飾品をよく目にしていたし価か格かくのつけかたもわかっている。しかし商館まで貴族の娘が出向いてくることはないので、実じつ際さいにこうして目の前で買い上げて身につけてもらうのははじめてだ。

　自分が着飾ることにはまったく興味がないけれども、こうして娘たちに見立てて喜んでもらえるのはうれしい。

（これも商人の醍だい醐ご味みかしら）

『商人は商売を楽しむべし』──アティルが敬けい愛あいしてやまない伝説の大商人ドンパパスの言葉だ。

（残された言葉をひとつずつ守ってゆけば、きっとドンパパスのような大商人になれるはず！）

　アティルが雑ざつ談だんを交まじえながら商品を勧めていると、

「うちに出入りする宝石商って中年男ばかりなのよ」

「宝石の希き少しよう性せいをくどくど説明するばっかり」

「勧めてくるのはそりゃ立りつ派ぱな御お品しなかもしれないけれど、ちょっとねえ？」

　といままでは令嬢がたの趣しゆ味みに合わないものが多かったらしい。

「でもさすがに皇宮商人はそのあたり心こころ得えているわね。シェリーク商会の品は宝い石しに嫌いや味みがないから好きよ」

　そのような言葉をもらい、「光栄です。これからもごひいきくださいませ」と自然と笑みがこぼれた。

　そしてひきつづき娘たちとにこやかに商談をしていたアティルだったが、不ふ意いに目が眩くらみ、とっさに腕うでで目をかばった。

（まぶし……っ！）

　宝飾品が陽よう光こうを反はん射しやしたのだろうか。腕でかばいながら辺りを探ってみるが、アティルの商品が光を反射しているのではなさそうだ。光は真正面から飛んでくる。

（じゃあいったいなにが……）

　と目をこらすと、

「もどってみたらなんだか楽しそうだねー？」

　眩む世界の向こうからかろやかな青年の声が聞こえた。目をほそめてみるとどうやらその者の装そう飾しよくが反射しているらしいが、光が強すぎて姿ははっきりとはわからない。

（まぶしくて見えないっていったいどんな品を身につけて……）

「きゃあラフィーカ殿でん下か！　お帰りなさいませ！」

　アティルを取り巻いていた娘たちがいっせいに駆け寄より、おかげで光がさえぎられてアティルの視界がひらけた──が。

（きんきらきん……？）

　青年の容よう貌ぼうより先に目についたのは金の装飾品だ。

　髪にも耳にも額ひたいにも首にも腰にも手首にも、これでもかといわんばかりの金装飾。全身金づくしの青年にアティルは啞あ然ぜんとした。

　その青年は二十歳ばかり、瞳は蜜みつを丁てい寧ねいに煮つめた飴あめのような琥こ珀はく色、象ぞう牙げのようになめらかな肌はだは健康的に焼けて、髪はあらためて金装飾をつけるまでもないような黄こ金がね色いろをしている。金の髪と装飾品の繊せん細さいな彫ほりが光を乱反射し、本人が光を発しているのではないかと思えるほどだ。

（けどここまで飾っていながらくどくない……？）

　身にそぐわない装飾は見ればわかる。しかしそれらの金装飾をもはや身体からだの一部のように自然に身につけたその青年は、人なつっこい笑顔でアティルに近づいてくると目の前でしゃがみこみ、宝飾品をつまみあげた。

「君、若いのに宝い石しを扱ってるんだ。すごいね」

　たしかに高額な宝石を扱うには莫ばく大だいな資金がいる。宝石商は若くしてなれるものではない。

「けっこう良い宝石じゃない。産出はどこ？」

「はい、サラフから仕入れております」

「あっやっぱり？　うちの宝石は色の深みがちがうからねー」

　そう告げる声音と宝石を光に翳かざして見つめる目には嬉しさがにじんでいた。

（うちのって……まさかこの人、サラフの王子様!?）

　サラフはアルカダルと内海を隔へだてた向かいにある砂さ漠ばくの大国だ。金をはじめさまざまな宝石が産出されるので、サラフ国王の個人資産は世界随ずい一いちといわれている。

　言われてみればラフィーカもまた指ごとに色の異なる宝石の指輪をしていて、それらはアティルが持ってきたどの宝飾品よりも立派なものだった。

（なるほどサラフかー、それで歩く身代金みたいなわけねー）

　このような姿で街に出ればさあ誘ゆう拐かいしてくださいと言っているようなもの、身につけている金装飾すべてをひっぱがすだけでも小国の国家予算に匹ひつ敵てきしそうだ。

　しかしラフィーカはアティルのそんな思いに気づくはずもなく、

「これは〈女神の瞳〉っていってね、光の当たり具合でほら」

　手のひらで陽光をさえぎると宝石の色が変わり、娘たちは歓声をあげた。

「こっちは〈星のささやき〉といって暗い場所だとほのかに光を発して……って、あ、売り物を借りちゃってごめんね。君、どこの店の人？」

「お目にかかれて光栄です、殿下。シェリーク商会のアティルと申します」

「ああ、シェリーク商会なんだ。いつもいいもの扱ってるよね。今朝も来ていたけれど」

「──！　本当ですか!?」

「うん。今朝もいくつかもらったしね」

　すると娘たちも「私もいただきましたわ」と口々に告げた。

「でも今朝見た宝石とはちがうものみたいだね。ひととおり見せてもらえる？」

　アティルは求めに応おうじて「はい、こちらにございます」と装飾品をひろげて見せたが、頭の中ではラフィーカの言葉がめぐっていた。

　今朝も来ていた──父ハーティはたしかに宮こ殿こにいたのだ。

（じゃああの人はどうして知らないなんて噓うそを？）

　今朝の父の様子をもっとくわしく知りたい。だが接せつ客きやくを放りだして訊くわけにはいかない。いまの自分はシェリーク商会の名を負おった商人だ。

（いまはちゃんと仕事をしないと！）

　父のことは気がかりだが頭のすみに追いやってにこやかに応おう対たいしていると、興味を惹かれたらしいほかのクジャク、もとい王子や娘たちも近寄ってきて、アティルが解かい放ほうされたのはすべての商品が売り切れたあとのことだった。

「毎度ありがとうございました！　またシェリーク商会をごひいきに！」

　王子たちは次に来たときにも顔を見せるようにアティルに告げ、娘たちとともに元いた場所にもどってゆく。

　しかしそんな中、ただひとり、木に背を預あずけて腕を組んだままじっとこちらを見ている青年がいた。

　その青年は買い物にくわわることなく、娘たちに気づかれないようにすこし離れた木陰からずっとこちらを眺ながめていた。

（だれ……？）

　青年は客の輪が解とけるとやっと終わったかとばかりに木から身を起こし、背筋をすらりと伸ばして悠然とした歩みでこちらに近づいてくる。

　艶つややかな長い髪に黒の瞳。衣装も黒で、太陽を連れているようなラフィーカとは対照的に夜よ闇やみをまとっているかのよう、そして黒髪に包まれた頰ほおは月光のように白い。

（あの衣装って……東国の方かしら）

　裾すそが長く、一枚布を折りまげて縫ぬいあわせたような衣装は、長ちよう袍ほうと呼ばれる東国伊い那なの民族衣装だ。光沢をはなつ布は黒一色ながら銀の縁ふち取どりがされ、金きん糸し銀ぎん糸しで豪ごう奢しやな鳳ほう凰おうの刺し繡しゆうがあしらわれている。

　──夜闇のようであっても彼もまたクジャクだった。

「やあ、君のまわりはいつもにぎやかだね」

「あ、エシャン、用事は終わったんだ？」

「約束していたのにすまなかったね。陛へい下かのご所しよ望もうだったものだから」

　エシャンと呼ばれた東国の青年が錦きん繡しゆうの袋からとりだしてみせたのは横笛だ。

　艶やかな飴色に輝くその横笛には立派な彫りがほどこされており、もはや芸術品の域に達たつした逸いつ品ぴんだった。

（やっぱりこの方も王子様なのかしら？）

　エシャンはラフィーカのように派手な装飾はしていないものの、身なりは立派だし、ただひとつの装飾品、横笛を持つ指にある純金の指輪には精せい緻ちな模様が入っている。

「それにしてもずいぶんとかわいらしい商人がいたものだね」

「でしょ。でもエシャンが興味を持つなんてめずらしいね」

「そうかな。──君、すこし話をさせてもらってもいいかな？」

　いまはすこしでも早く父のことを訊きたい。しかし商人としてここにいるアティルには客からの申し出を断るという選せん択たく肢しはない。しかもエシャンの完かん璧ぺきな笑顔には有う無むを言わせぬなにかがあり、アティルはにこやかな顔をつくろって「はい喜んで」とこたえた。

（でもわたしにいったいなんの話が……？）

「じゃあ宮殿に行こうか」

　エシャンに促うながされてアティルがすこし不安に感じていると、

「心配しなくても大丈夫だよ。俺も行くから」

　とラフィーカも立ち上がり、娘たちに「じゃあまたね」とにこやかに手を振る。

　娘たちもまたにこやかにラフィーカを見送ったが、愛いとしの王子様を取り上げた形になったアティルには恨うらめしそうな冷たい視線が突きたてられた。

（うう、ごめんなさい……）

　男の恰かつ好こうをしているから嫉しつ妬とはないだろうが、どうか明日からの商売に支し障しようがでませんように……と祈りながらアティルがついてゆくと、

「俺の部屋のほうが近いからおいでよ」

　ラフィーカの提てい案あんに「じゃあお言葉に甘えさせてもらおうかな」とエシャンもうなずいて手近な扉の前に立つ。そして従者によって扉がひらかれると、部屋の中からあふれてきたのは目を腕でかばいたくなるほどのまばゆい光だった。

（ああやっぱり、こっちもきんきらきん……）

　金銀宝玉がふんだんにあしらわれた調ちよう度どにくわえ、東国製の白はく磁じの壺つぼや皿が光を反射している。ラフィーカの部屋というので覚かく悟ごしていたが、またもや国家予算規き模ぼの調度だ。

（この部屋だけでいくらになるかしら……？）

　買いつけの勉強になると思って調度を見てみたが、金額を考えるだけでもめまいがする。この部屋一室でサラフ航こう路ろの大型帆はん船せんを即金で買えそうだ。

（でもサラフにはこんなにすごい宝石があるんだわ！　サラフは彫ちよう金きん技術もすごいし、ぜひサラフとの交こう易えき路ろを拡大しなきゃ！）

　そう思いなおしたアティルがこぶしを握にぎっていると、「ふぅん」と興味深そうにエシャンが口をひらいた。

「やっぱり宝石に興味があるんだね。その年と齢しで宝石商だなんて大したものだ」

「あ、俺もそれ不ふ思し議ぎに思ったんだけど、シェリーク商会なんだってさ。それなら大おお店だなだしおかしくないでしょ」

　ああそういうことか、とうなずくエシャンにアティルは切り出した。

「それで、あの、ぼくになんのご用でしょうか？」

「うん？　それは俺が聞かせてもらっていいかな。俺としても可か愛わいい子の願いは叶かなえてあげたいしね」

「……え？」

（この人、いったいなにを言って……）

　そう思っているうちにエシャンは一歩踏み出して距きよ離りを詰つめ、アティルの頰に両手を添そえると、自身を見上げさせるかのようにアティルの顔をもたげた。

「な、な、なにを……!?」

「君はいったい何を望んで皇こ宮こにきたのかな。その愛らしい唇くちびるで言ってごらん？」

「は……!?」

「俺でよければ力になってあげるよ」

　エシャンは触れんばかりに顔を寄せ、アティルの瞳を覗のぞきこむ。

　その愛しむような指づかいと目つきにアティルは確信した。

（そっ、そういう趣味の人だったの……!?）

　たしかに周囲に群むらがる娘たちには目もくれず自分ばかりを見ていると思っていたが、まさかこういう理由だったとは。

「エ、エシャン……!?」

　親しい仲のラフィーカもその趣味を知らなかったらしく動どう揺ようを隠せずにいる。しかしエシャンはアティルを見つめたまま目をくれようともしない。ラフィーカ様はエシャン様の趣味ではなかったのかしら……などと、あまりに予想外の事態にアティルの脳のう内ないも現実逃とう避ひぎみだ。

「俺では君の力になってあげられないのかな？」

　エシャンは悲しげに眉まゆを下げる。間近で見てもその容貌は整っており、ご令嬢がたの憧どう憬けいのまなざしを浴あびそうなものなのに実にもったいない。

（そうよ！　せっかくの美貌なんだもの。これは世のため人のために活いかさないと……！）

　アティルは腹にぐっと力をこめると口をひらいた。

「エシャン様のそのお言葉はありがたいですが、ほかの方にかけてさしあげたらもっと喜んでくださるご令嬢がいらっしゃるのではないかと！」

「うん、まあそうかもしれないね。でもあいにく俺は自分の気に入った相手にしか興味がないんだ。誰だれだってそういうものだろう？」

「そ、そうですね……」

　エシャンにさっくり切り返される。趣味は世間一いつ般ぱんからずれているのに言っていることは正論そのものだ。

「俺に興味を抱いだかせた君が悪いんだよ。だから言ってごらん？」

　エシャンはにこりと微笑んで見せる。

（ひいいいい……！）

　美形の微笑の威い力りよくにアティルは思わずおののいた。散さん々ざん女らしくないと言われてきたアティルだが、まさかこのような趣味の相手に好まれるとは予想外だ。

「あ、あの、お申し出は大変ありがたいのですが、あいにくぼくにはそういう趣味はなくてですね……！」

　アティルはあわてて言を継つぐ。するとエシャンは不思議な言葉を聞いたかのように「趣味？」と小首をかしげた。

「もちろん人の趣味は千せん差さ万ばん別べつ、さまざまな趣味があってよいと思います！　しかし残念ながらぼくはお相手できるような者ではなくてですね……！」

「そんなに変わった趣味かな？　君ほどとは思っていないんだけれど」

「え？」

　意味をつかみそこねたアティルをエシャンは真正面から見つめると、表情ひとつ変えることなくそれを切りだした。




「だって君きみ、女の子だよね？」




「────！」

「どうして女の子が男だん装そうして皇宮に入りこんでいるわけ？」

　ラフィーカは「まっさかー」と冗じよう談だんで流したが、思わず息をのむアティルを前にエシャンの瞳は微み塵じんも揺ゆらがない。確信に満みちた眼めだ。

（……どうしてわかったの？）

　いままで店先に出ても気づかれなかったし、自分でいうのも癪しやくだが外見から女性らしさを感じさせるものはなにもない。しかしそれが事実である以上、しらを切りつづけるのは難しい。

　覚悟を決めてアティル──マィヤがおずおずとターバンを取ると、ラフィーカが目をまるくした。

「ええ!?　本当に女の子だったの!?」

　ラフィーカは驚きの声を上げ呆ぼう然ぜんとしていたが、やがてめずらしいものでも見るようにマィヤの周りをまわって観かん察さつしはじめた。
















「うわー、女の子の皇宮商人ってめずらしいね。見るのはじめてだよ」

「俺もだよ。都中を探しまわってもそうそういないんじゃないかな」

「……よく女だとおわかりになりましたね」

「喉のど元もとはうまく隠したけれど男と女では骨こつ格かくがちがうからね。そして肌質も。──で、女の子が男装までしてここにいったいなんの用なのかな？」

　エシャンはいたってにこやかに微笑を浮かべているが、黒こく曜ようの瞳の奥は笑っていない。先ほどまであった愛しさもない。獲え物ものを追いつめた狩かりゆう人どの目だ。

　エシャンはアティルが娘だと知ったうえで罠わなにかけてきた。きっとアティルの頰に触れたのも、肌質を確認して少女だという確かく証しようを得るためだったのだろう──油ゆ断だんならない相手だ。

「貴族令嬢のあらたな接せつ近きん方法なのかな？　個人的にはそういう趣しゆ向こうも大歓迎だけど、ラフィーカみたいにまったく気づかない人もいるから上う手まく化けすぎるのも考えものかもしれないね？」

「ちがいます！」

「じゃあ皇宮への好こう奇き心しんかな。それとも俺たちではなく高こう官かん狙ねらいだったとか？」

　貴族の娘が遊びで入りこんだかのような言いようにマィヤは声を上げた。

「そういうのじゃありません！　わたしはここに父を捜しにきたんです！」

　予想外の理由にふたりは怪け訝げんそうに「……父？」と声をかさねた。

「はい。わたしはマィヤ・アルティラーラ・エルダ・イル・アッファード、シェリーク商会店主ハーティの娘です。父ハーティは今朝皇宮に上がったのですが退出時間になっても出てこなくて、門番に訊いてもすでに帰ったとの一点張りで。父は皇宮内で行方ゆくえ不ふ明めいになってしまったんです」

「え、皇宮内で？　皇宮からの帰り道でなにかあった、とかではなく？」

「それはありません。父にはちゃんと護ご衛えいがついていて、皇宮の門で父の帰りを待っていました。皇宮には何ヵ所か門がありますけれど、皇宮内の地理にあかるくない父がわざわざ宮殿から遠い門から出ていったなんて考えられませんし、仮に別門から出ていたとしても父は商人の中では知られた人ですから、商人の往おう来らいの多い昼間の帝てい都とでまったく目もく撃げき者しやがいないというのはありえません」

「つまり君のお父上は皇宮内で失しつ踪そうして、それを門番ぐるみで隠してるってこと？」

「はい。ただし門番は、何者かが父の割り符で門の外に出たために父が退出したと思いこんでしまったのかもしれませんが」

　その言葉にラフィーカは思案するように腕を組み、エシャンはかすかに眉をひそめた。

　このような突然の話、信じてもらえないのも無理もない──そう思ったマィヤだったが、

「まあ、皇こ宮こでは失踪なんてめずらしい話じゃないけどね」

「んーまあねー」

　ふたりの予想外の反はん応のうに「えっ、そんな……！」と思わず声をあげた。

「皇宮って安全な場所なんじゃないんですか？　警けい固ごの人だってあんなにいるのに」

　しかしエシャンはその反論を「いろんな利り害がいが絡む場所だからね」と一言で流す。そのあまりの冷れい静せいさにマィヤは冷水を浴びせられたような気がした。

（そんな……）

　父はいつものように迷子になっただけだと思っていた。けれども事態はマィヤが思っていたより深しん刻こくだったのかもしれない。

　陽光に照らされて光あふれる部屋。温かいはずのこの場所が急に冷れい気きに包まれたような気がして、マィヤの冷たくこわばる身体の中でとくとくと速い鼓こ動どうが脈みやくうちはじめた。

「……失踪した人はどこにいったんですか」

「だから失踪だよ」

　見つかっていないと暗に告げられ、マィヤの身体がくらっと傾かしぎ、とっさに反はん応のうしたラフィーカが支えた。

「大丈夫？　怖い思いをさせちゃってごめんね」

　ラフィーカは心配そうに優しくマィヤをのぞきこむ。しかしエシャンはラフィーカの親しん切せつ心しんにまったく頓とん着ちやくすることなく、きっぱりと告げた。

「皇こ宮こは女が来るようなところじゃない。あきらめて帰るがいい」

「………！」

　そのときマィヤの脳のう裏りをよぎったのはサフィードの言葉だ。

　──もうちょっと自分が〈女〉だという自覚を持て。

　──店主の娘を店に出してるなんて知れたら都中の笑いものだ。

　あのときのサフィードは〈女〉をだしにして自分をからかっているだけだった。けれどもエシャンはちがう。本心から自分の存在を否ひ定ていしている。

（女だからって……！）

　マィヤは湧わきあがる想いに押されるままに、自身を支えてくれているラフィーカの胸むな倉ぐらをぐわしっ！　とつかんだ。

「マ、マィヤちゃん……？」

「皇宮のことを教えてください！」

「え？」

「なんでもいいんです！　父につながる手がかりを探したいんです！」

　マィヤは胸倉をつかんで身を乗りだす。しかし、「んー……でもねぇ……」とマィヤに詰め寄られても微び動どうだにしなかったラフィーカは、思案ののち、なだめるように告げた。

「皇宮は本当に危険なんだよ。深入りすれば君まで巻きこまれるかもしれない」

「もう十分に巻きこまれています」

　マィヤとて退ひく気はないとがんとして言い返すと、ラフィーカは困こん惑わくの表情を浮かべる。するとエシャンがラフィーカの肩に手を乗せてふたりの間に割って入り、なにを言われるかとマィヤが身み構がまえるとエシャンは、とん、とマィヤの左胸を二本の指で突いた。

「────！」

　不意を突かれて息が止まる。指に押されて傾ぎかけながらも耐たえていると、エシャンは言葉で追い打ちをかけてきた。

「皇宮はここに刃やいばが突き立てられるのもめずらしくない場所だ。命があるうちに帰ったほうが賢けん明めいだ」

　エシャンの黒の瞳は真剣そのもの、もしその手に短剣を握っていたなら刺さすことにもためらいのない目だ。

（死、ぬ……？）

　突きつけられたその一言に、マィヤの心臓がどくんと脈打った。エシャンの視線に射い抜ぬかれて身体が強こわ張ばり、喉が詰まって声が出ない。

（まさか、父さまも……？）

　冷たい闇の底に引きずり込まれそうな感覚が襲おそう。しかしマィヤは手を自身の喉に当てると、腹の底から声をしぼり出した。




「────それでも!!」




　その声は思いのほか大きく響きわたり、ふたりの不意を突く。マィヤはその機を逃のがさず言を継いだ。

「父がどうなっているかわからないのになにもせずにいるなんてできません……!!」

「──怖くないの？」

　エシャンは獣けものが餌えさを弄なぶるかのような目でマィヤの顔を覗きこんでくる。

　もちろん怖い。こんなにも明るく煌きらびやかな宮廷、その裏にある闇がどれほど深いものか見当もつかない。でも。

「大切な、家族ですから」

　覚悟ならできているとマィヤはエシャンの視線に負けじとにらみ返す。エシャンはどういたぶってやろうかと目をすがめたが、傍かたわらにいたラフィーカがほぅと息をついた。

「……うん、わかった。そこまでいうなら調べてあげる」

「本当ですか!?」

「まあ俺たちはだてに長く皇こ宮こにいるわけじゃないからね。君よりはちゃんと調べられるはずだよ」

　その言葉に全身から力が抜けてその場にへなへなとくずれ落ちる。そしてマィヤは絨毯に手をついたまま頭をさげた。

「ありがとうございます……」

　するとラフィーカも膝ひざをついて、マィヤの手のひらを両手で取った。

「本当に心配していたんだね。こんなに指先が冷たくなってる」

「父はたったひとりの血のつながった家族なんです」

「そっか。それは心配だよね」

　傍らに立つエシャンはどうして関わるんだと言いたげにあきれた顔をしていたが、ラフィーカの触れた指先からは、じんわりと温かさとともに優しさがつたわってきた。

「でもね、今日のところはちゃんと帰って休まないと」

「……え？」

「そんな状態じゃ無理だよ。お父さんが大変なときに君にまでなにかがあったら困るでしょ。お父さんは俺たちが捜してあげるから。ね？」

　ラフィーカにそうやさしく諭さとされてマィヤはうなだれた。

（このまま帰るの……？）

　ラフィーカの協力はもらえたが、まだ父につながる手がかりはなにもつかめていない。

　せめて今朝の父の様子だけでも聞かせてほしい──そう伝えようとしたそのとき、

「代だい価かは？」

「……え？」

　口を挟はさんできたのはエシャンだ。

「俺たちを使う代価はなんなのかと訊いている。仮にも商人ならまさかタダで人を使えると思っているわけではないだろう？」

　両腕を組んだエシャンが冷ややかにマィヤを見下ろす。あからさまに人を見下す目だ。

　その声音もまた、先ほど力になりたいと言っていたのはどの口かと思うほど冷れい淡たんなものだった。

「あ、エシャンが乗り気じゃないなら俺ひとりでも……」

　険悪な空気を感じ取ってラフィーカが言いかけたが、その言葉をマィヤはさえぎった。

「────いえ」

「……マィヤちゃん？」

　ラフィーカが心配そうに訊たずねるが、マィヤは視線をはずすことなくエシャンを見み据すえた。

（仮にも商人なら──なんて、ケンカを売られたも同然じゃない）

　王子から見れば下げ賤せんの職かもしれない。だが商人にも商人の誇ほこりがある。

（受けて立ってやろうじゃないの）

「たとえ女でも商人のはしくれ、ご協力いただいた代価はきっちりお支払いします」

「ふうん？　代価としてなにを払ってくれるつもりなのかな？　見ればわかると思うけど俺たちは金きん銭せんや宝石なんていらないよ？」

「それはこの場でお示しすることはできません。ですが必ずやおふたりの利りになるものをご用意いたします」

「へえ、それは楽しみだ」

　そう言ってエシャンは微笑を漏らすがその眼はまったく笑っていない。お手なみ拝はい見けんと顔に書いてある。

　値ね踏ぶみされている、そう察さつしたマィヤが目を逸らすことなく睨みつけていると、

「あ、あの……」

　火花を散らしあうふたりの間に立たされたラフィーカはなんとか場をつくろおうとしていたが、それを実現したのはラフィーカではなく外に控えていたはずの従者だった。

「殿下、お話し中失礼いたします」

「ん、なに？」

「シェリーク商会の者がお目どおりを願いでております」

（え!?　シェリーク商会!?）

「あ、そうなんだ。通してくれる？」

　ラフィーカの声にあきらかに安堵の色がまじり、まさか父さまが……？　とマィヤもまた期待したのも一いつ瞬しゆんのこと、扉の向こうに姿を現したのは。

（サフィード……!?）

　正せい装そう姿にあらためたサフィードは、室内のマィヤを見とめるなり目を瞠みはる。しかしそれもほんの一瞬、サフィードはすぐさま膝をついて礼をとった。

「シェリーク商会の店主代理を預かっておりますサフィードと申します。当家の者をお召しと聞きおよびまいりました。なにかご無ぶ礼れいがございましたでしょうか」

　いつもの軽口からは想像もつかないきちんとした発声だ。礼を取る姿も洗せん練れんされており、王宮にいてもなんら見み劣おとりしない立たち居いで、普段とはちがうこちらの姿が本当のサフィードなのではないかと思ったほどだ。

　そしてラフィーカもサフィードの完璧な礼をなんら臆おくすることなく当然のように受けた。

「ああ、ちがうよ。アティル君から宝石の話を聞いていたんだ。彼は宝石に造ぞう詣けいが深いみたいでね、私の友人たちも喜んでいたよ」

　ラフィーカは表情を揺らすことなくしれっと話を合わせる。

　いままで王族らしくない気さくさを見せていた彼もやはり生まれながらの王子様らしい。

　そしてサフィードもラフィーカの発言が噓だとわかっているだろうに「左様にございますか」と言葉をつづけた。

「当商会はほかにも豊ほう富ふに取りそろえておりますので、いつでもお申しつけくださいませ」

「うん、覚えておくよ」

　おたがい作り物で塗ぬりかためた挨あい拶さつを交わすとサフィードはふたたび一礼し、低い声音で告げた。

「行くぞ」

（えっ、え!?）

　サフィードは用事があってこの部屋を訪れたのではなかったのだろうか。しかしラフィーカもそれを指し摘てきすることなくマィヤにいたずらめいた眼を向けると、軽く手を振って告げた。

「じゃあまたね、マィヤちゃん」
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　サフィードが皇宮出入りの商人にふさわしい立居だったのは扉が閉ざされるまでのこと、閉ざされるなりサフィードはマィヤの腕を取って廊ろう下かをずんずんと歩きだした。

　無論、脚の長さのちがうマィヤは腕を引っ張られるかたちになり、宮殿を出たところで、

「痛いじゃない！」

　とふり払うとサフィードはふりかえって怒ど鳴なりつけた。

「馬ば鹿かかおまえは！　女の身をさらして囚とらわれでもしたらどうする！」

「──！　こっ、ここは皇宮なんだからべつに心配ないでしょ……！」

　マィヤは一瞬すくみながらも反射的に言い返したものの、

「大の大人が失踪するような場所だぞ!?」

　サフィードの声はいつになく荒かった。いつも余よ裕ゆう綽しやく々しやくでからかってくる様子とはあきらかにちがう。

「そりゃたしかに思っていたより危ない場所みたいだったけど、べつに女だからって囚われたりは……」

「それはここがなんと呼ばれているか知ってて言ってるのか」

「……ここ？」

　マィヤは周囲を見渡すと、やわらかな流線を多用した柱や天てん井じようが目についた。女性的な印象を受けたのもそのはず、皇宮にある宮殿の多くは歴れき代だい皇帝が寵ちよう姫きに与えたものだ。

「たしかに昔は〈後宮ハレム〉と呼ばれてた時代もあったみたいね。だけどいまは女帝陛下の御み世よだし──」

　するとサフィードはあからさまにおおきくため息をついた。

「あのな、アルカダルで皇帝になれるのは男だけだ」

「それは知ってるわ。皇帝陛下が幼くていらっしゃるからお母上が後こう見けんをしていらっしゃるんでしょ」

　先代アルカダル皇帝が崩ほう御ぎよしたのが十年あまり前のこと、遺のこされたただひとりの皇おう子じがまだ幼かったために後見役をめぐって国は乱れた。そして貴族たちによる後見争いの戦いくさの末、疲ひ弊へいした貴族たちが調停を求めたのが幼き新帝の生母だ。

　アルカダルには他国のような皇こう妃ひという位はない。後宮ハレムの女はみな皇帝の所有物、貴族の娘だろうと奴ど隷れいだろうと身分はおなじだ。しかし幼き皇帝の生母は奴隷上がりの娘ではなくアルカダルに併へい合ごうされた国の王女だった。

　王族としての教育を受けていた彼女は見事に調停役を果たし、その後も為い政せい者しやとして非ひ凡ぼんな才能を発はつ揮きして、いまでは〈女帝インバラトウーラ〉と呼ばれているほどだ。

「いずれにせよ皇帝陛下の後宮じゃないなら問題ないじゃない」

「たしかにいまは皇帝の後宮は開かれていない。だがおまえも見ただろ。ここに住まう男たちを」

「え？　ええ。なんだか年若い美青年から渋しぶいおじさままで見事にそろっていたわね」

　圧あつ倒とう的てきに多かったのは二十代の青年だが、下はマィヤとおなじような年から上は父と似たような年まで、さまざまな年代の男たちがいた。

「だからいまでもここは〈後宮〉と呼ばれている」

「え……え？」

　話のつながりを追い切れずにマィヤは混こん乱らんした。

（いまだ皇帝陛下が幼くて、そのお母上が後見をされていて、元後宮には美形の男性がそろっていて、だからここが〈後宮〉と呼ばれてるってことは……）

「えっ、ええ!?　つまりそれって……!?」

（ここは女帝陛下の〈後宮〉ってこと──!?）

　人目はないがさすがに声に出すのははばかられて、マィヤはとっさに口くち許もとを覆おおった。

　女帝が摂せつ政しようになってからアルカダルの国力は飛ひ躍やく的てきに増し、その辣らつ腕わんぶりから女帝の政まつりごとに意見できる貴族はほとんどいないと言われている。女帝の私生活となればなおさらだろう。

　女帝はまだ三十になるかならずかという妙みよう齢れいの未み亡ぼう人じん、皇帝の後宮が美女ぞろいだとしたら女帝の後宮が美男子ぞろいでもおかしくはない。

（だからみんなあんなに着飾ってたの!?　でも、だけど……！）

　女帝は幼い我が子の代わりに摂政を務つとめている。度を越した風ふう紀きの乱れは皇帝自身やいずれ皇帝が継ぐ御世にも悪あく影えい響きようをおよぼしかねない。

「まあ、その呼び名は女帝をこころよく思わない者たちが撒まいたものだろうけどな。だが周辺各国はただの噂うわさ話ばなしだとは思っていない。見目の良い者を取りそろえて送りこんでくるのも女帝に取り入ることができれば儲もうけものだと考えているからだ」

　運よく女帝を籠ろう絡らくできればアルカダルを手中に収めたも同然、若い未亡人の心の隙すきを窺うかがうのも無理はない。

「だが女帝もだてに一国の王女だったわけじゃない。逆にその各国の思おも惑わくを利り用ようしているようだな」

「どういうこと？」

「女帝は他国の王族を〈特とく使し〉という名目で呼び寄せ、特使を滞たい在ざいさせている国を友好国と認めて関税などの便べん宜ぎをはかる。周辺各国はアルカダルとの関係を保つために、そしてあわよくば女帝に取り入るためにこぞって〈特使〉として美び麗れいな王族をアルカダルにさし出す。それが後こ宮このからくりだ」

（あ、それで美形がいっぱいってわけね。そういえばラフィーカ殿下もおっしゃっていたわ。だてに長く皇こ宮こにいるわけじゃないからって……）

　そのときは聞き流してしまったが異国の王族が長く滞在しているのは不自然だ。つまりラフィーカもまたサラフからアルカダルに遣わされた〈特使〉なのだろう。

「彼らは滞在することでアルカダルとの平和を維持している。だから祖そ国こくには帰れない。そのことは本人たちもわかっているし、容姿を買われて来てみれば実際は外で言われるように女帝の寵愛争いをすることもない。籠かごの鳥だと腹をくくった奴らはアルカダルの皇宮で悠ゆう々ゆう自じ適てきに遊び放題だ。玉の輿だと女が群がるから、気まぐれで寝しん所じよに連れ込まれる女も多いしな」

「ええ!?」

（たしかに狙っている女の子たちが多かったような……）

　ラフィーカは娘たちとの会話を楽しんでいるだけに見えたが、娘のほうはそうではない。アルカダル皇帝の後宮がなく天てん寵ちようを競きそえないいま、異国の王子の妃きさきの座は野心を抱く女性たちの格かつ好こうの標ひよう的てきだ。

　女帝の寵を狙ってきた王子たちと、その王子の玉の輿を狙う貴族の娘たち。結果的に皇宮には美男美女の楽園ができあがったということらしい。

「はじめからその気で来ている女ならかまわない。だがおまえはそうじゃないだろ」

「あっ、あたり前じゃない……！」

「じゃあそんな危険なところに不用心にのこのこ出かけるんじゃない」

　そう告げてサフィードはおおきなため息をつくと前髪をかきあげた。それは胸にうずまく想いを吐き出すかのようで、かきあげる手にも苛いら立だちがにじんでいた。

（あ……心配して来てくれたの、かな……）

　マィヤは皇宮のそんなからくりを知らなかったし、あらわになったサフィードの額にはうっすらと汗が浮かんでいた。

　アルカダルは海に面しているが空気は乾かん燥そうしているのであまり汗をかくことはない。真昼の炎えん天てん下かならまだしも、もう陽ひも落ちそうな時間で気温も下がりはじめている。商館に置いてあるはずの控えの割り符がないことに気づいてよほど急いで来てくれたのだろう。

「ごめんなさい……」

　そう素直に告げるとサフィードはじっとマィヤを見つめる。その表情はいつになく真しん摯しなもので、なにを言われるだろうとマィヤは心の中で怯おびえる。しかし。

「──なにもなかったんだな？」

「え……？　ええ」

　穏おだやかな問いにとまどいながらマィヤが答えると、サフィードは、ふわ、とやわらかく笑った。

「そうか──ならいい」

「──！」

　そのサフィードの表情は、いつも顔を合わせているはずのマィヤの知らないものだった。

　しかたのない奴だとあきれながらも安堵を隠さない、心からの笑顔。

　その表情にとくとくと速まる鼓動を感じながら、どれほど見入っていただろうか。

「ほら、ばれないうちにそれ巻けよ」

　サフィードにうながされて、マィヤははっと我に返り、

「わっ、わかってるわよ！」

　手にしていたターバンであわてて髪を結ゆい上げようとしたがうまくできない。いつも手早く巻き上がるのにいまはなぜだか指先がふるえている。

「しかたのない奴だな」

　苦笑まじりの掠かすれた声音がマィヤの耳奥をくすぐり鼓動がおおきく跳ねた。

　そしてサフィードの指が伸びてくるのを感じたマィヤは反はん射しや的てきに逃げてしまった。

「……マィヤ？」

「だっ、大丈夫！　ひとりでできるし……!!」

　不審そうに眉をひそめるサフィードにそう言いつのってマィヤは背を向けてターバンを巻きはじめたものの、自分の頰がほんのりと熱を帯おびていることにマィヤ自身気づいていた。
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　翌朝、いつもより早くに目覚めたマィヤは私室から出るなり使用人と出くわし、

「ねえ、父さまは？」

　そう訊たずねたものの、使用人は首を横に振るばかりだった。

「おもどりになっていません。店はサフィード様が差さ配はいしておいでです」

「そう、ありがとう」

　その返答に使用人が一礼して立ち去ると、マィヤは深いため息を漏もらした。

（やっぱり父さまは帰ってこなかった……）

　窓を見やるとすでに外は白しらみはじめている。父が買いつけで帝てい都とを離れるのはよくあるが、帝都にいながら一晩中帰ってこないことなどいままでなかった。

　いつもとはちがう空気が家の中にただよい、不安な気持ちがうずまいている。

　マィヤは重い空気の中を泳ぐように居間へとむかうと、豪ごう奢しやな織おりの絨じゆう毯たんが敷しかれた室内にはだれもいなかった。いつもみなと食事をしている場所だというのに、中央にある食事用の敷しき布ふの上には食事の皿すらない。

（サフィードはお店がいそがしいのかしら。どれだけいそがしくても食事は一いつ緒しよだったのに……）

　みなで皿をかこむ温かな食事はなくなってしまった──そう気持ちが沈しずみかけたとき、不ふ意いにマィヤの脳のう裏りをよぎったのは昨日見た光こう景けいだった。

　皇こう宮ぐうまで迎むかえにきてくれたサフィードの姿にとくんと鼓こ動どうがはね、マィヤはその鼓動を鎮しずめるように胸を押さえる。

（くやしい……な）

　──自分ばかりどきどきしているなんて。

　父の片かた腕うでとして働くサフィードが、自分よりも父に頼りにされていることに嫉しつ妬とする気持ちはある。だがそれ以上に、ときおり使用人たちを差配するサフィードの姿に見とれてしまうことがある。

　それはマィヤの一方的な想いにすぎないし、いまの関係をくずしたいわけでもない。サフィードにとって自分は妹のようなものにすぎないことはわかっている。それでも妹扱いする相手は自分ひとりだけ、いまはそれでかまわない。

　けれどもし、ほかに親しい女性が現れたら──？

　そんな未来がふとよぎり、押さえた手の下から胸がつきんと痛みを訴うつたえた。

（ううん、いまは考えない！）

　マィヤは両手でぱん！　と思いきり両りよう頰ほほをたたく。

　父もサフィードもここにいない。この家の昨日までの日常がなくなってしまったからおかしなことを考えるのだ。

（けど、なくなったというなら取り返すまでよ！）

　ぎゅっと強く拳こぶしをにぎりしめると、マィヤは踵きびすを返して飛びだした。







「ああ、こちらの荷にはそのままサラフ航こう路ろに積つみ替える。香こう辛しん料りようと香木は北の陸りく路ろだ」

　港で積み荷をあらため、次の送り先を指示したサフィードが屋や敷しきにもどったのはいつもの朝食の時じ刻こくを半はん時ときばかりすぎたころだった。

　商人の朝は夜明け前からはじまるが、仕事を中断してでも一緒に朝食を取るというのがこの家の決まりごとだ。しかし今け朝さは店主不ふ在ざいのなかでハーティが海外で買いつけた品が続々と荷に揚あげされ、思いのほか時間がかかってしまった。

　いつもお腹を空かせている彼女のこと、朝食が遅れたことにさぞかし腹をたてていることだろう。

「待たせて悪かったな。そろそろ朝あさ飯めしに──」

　さてどうやってお姫様のご機き嫌げんをとったものかな、などと考えながら居間を覗のぞきこんだサフィードだったが、

「……マィヤ？」

　──居間はもぬけのからだった。







「──おい」

　ターバンを巻いて長い髪かみを隠かくし、商材を手に屋敷を抜けだそうとしていた矢先、背後からかけられた声にマィヤはすくみ上がった。

（見つかっちゃった……！）

「これから食事だってのに大層な恰かつ好こうだな？　どこに行く気だ」

「父さまを捜しに行くのよ！　ただ待ってるだけだなんて性しように合わないし！」

「また皇宮に潜もぐりこむつもりか」

「まっ、街に捜しに行くだけよ!?」

　しかしマィヤの懐ふところには皇宮に入るための割わり符ふがしのばせてある。とっさについた噓うそに思わず声が裏返ってしまい、

「しょうのないわがまま娘だな」

　とサフィードはため息をつくなり、マィヤに腕を伸ばした。

「──！」

　マィヤはとっさに半はん身みを引いてすばやく躱かわす。その身のこなしはとても一いつ介かいの商人のものではない。

「ほー、基き礎そはできているようだな」

「おかげさまでいつも鍛きたえられてますから！」

「じゃあこれはどうだ？」

　余よ裕ゆうを感じさせる口調は変わらないが、サフィードの動きは格かく段だんに速さを増した。

　マィヤはくり出される手にはらいを入れ、腰を落として最小限の動きで避よける。

　サフィードは重じゆう心しんが下がっているのを見み逃のがすことなく足ばらいをかけてくる。マィヤはその足を跳びあがって躱し、そのまま回し蹴げりを入れたが腕ではらわれ、背後にとんぼを切って距きよ離りをおいた。

　すかさず距離を詰つめられくり出される打だ撃げき。マィヤは躱しながら隙すきを見て裏うら拳けんで反はん撃げきしたものの、受け止めた手のひらでいなされる。

　半身を返すとともにくり出した蹴りは、当たりはしたものの完全に防がれた。

　絶対的な筋力差を感じたそのとき、

（あっ……）

　不意にマィヤの上半身が揺ゆらいだ。激はげしい動きにほどけかけていたターバンの先をサフィードにつかまれたのだ。

　その一いつ瞬しゆんの隙を逃さず距離を詰めたサフィードは、ふっと笑みをもらすとマィヤのこめかみを鷲わしづかみにした。

「痛い痛い痛い……！」

　マィヤはサフィードの手首をつかんでその手から逃れようとするが、手首を反かえして逆に腕を取られ、そのまま後ろにひねりあげられてしまった。

「おとなしくしてれば痛くないぞ」

「おとなしくしてても痛いってば────!!」

　きっちり関かん節せつを押さえられ、それ以上動くことができない。完全に詰つみだ。

「ターバンを引っぱるなんて卑ひ怯きようよ！」

「試合じゃないんだ。卑怯もなにもあるか」

　思わず叫んだものの、サフィードの言げんのほうが圧あつ倒とう的てきに正しい。

「憶おぼえておけ。本当の戦いに規則ルールもへったくれもない。それに周囲にあるものはすべて武器だ。自分にとっても敵にとっても等しくな。なにをやろうとなにを使おうと相手が倒れるまで立っていた者が勝者だ」

「……！」

「まあ鍛たん錬れんは欠かしていないようだが、〈後宮ハレム〉の王子たちもこれくらいの護ご身しん術じゆつは会え得とくしているぞ」

　軍事大国ファルナスでもあるまいし、こんな本格武ぶ闘とう派はの王子がいるものかと思ったが、負けた身では反論できない。

「また潜りこんでこうして捕とらえられたらどうするつもりだ？」

「ラフィーカ様はそんなことをするような方じゃないもの……!!」

　エシャンならやりかねないがラフィーカは穏おだやかで親切な人だ。しかし、

「ほう？　男を語るとはずいぶんと成長したものだな？」

　なぶるような声こわ音ねとともに手首を摑つかむ指にじわじわと力がこめられ、マィヤの腕に激痛がはしった。

「いっ、痛いってば馬ば鹿かサフィード──────!!」

「おまえが一丁前な口をきくからだ」

　サフィードはそう嘯うそぶくが、たしかにどれだけ痛くても身体からだに傷ひとつついていないことは経験上知っている。手加減できるほどの圧倒的な実力差があるということだ。

「男を語るのは自分の身を守れるようになってからにするんだな」

「う～～～」

　とても乙女おとめに対する扱いではない。男女差、身長差、年ねん齢れい差、どれをとっても勝てる余よ地ちがない兄きよう妹だいゲンカだ。サフィードにしてみれば逃げる羊を捕つかまえるくらいの感覚かもしれない。

　涼しい顔をして技をきめるサフィードをマィヤが恨うらめしそうな目で睨にらみつけていると、使用人がおそるおそる声をかけてきた。

「あの……」

「なんだ。取り込み中だ」

　いったいなんの取り込み中だと言いたいが、このような光景はこの屋敷ではめずらしいことではない。

　使用人は店主の娘であるマィヤに痛ましそうな視線を送りつつも店主代理のサフィードに逆らうことなく、マィヤを拘こう束そくしたままのサフィードに告つげた。

「皇宮からご使者が来ております」

「──皇宮から？」

　思いがけない来客にサフィードは眉まゆをひそめたが、つづく言葉に目を見開いた。

「登と城じようを願いたいのだが〈アティル〉という少年はいるだろうか、と……」

「───！」
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「やあマィヤちゃん、よく来てくれたね」

　アティル姿のマィヤが皇宮警けい護ごの者についてゆくと、噴ふん水すいの縁ふちに腰かけたラフィーカがにこやかに手を振った。今日もあいかわらず金装そう飾しよくできんきらきんだが違い和わ感かんはない。さすが金と宝石の国サラフの王子様だ。

「ラフィーカ様、お呼びくださりありがとうございます。おかげで助かりました」

「なにかあったの？」

「はい、あやうく家から出られないところでした……」

　マィヤが今朝の経けい緯いを説明すると、

「うん、そうだと思った。大切なお嬢じよう様だもんね」

　ラフィーカはマィヤから視線をはずし、すこし離れたところにいる存在に目を移うつした。

　視線の先、木こ陰かげにいたのはサフィードだ。

「彼、マィヤちゃんのお兄さん？」

「──のようなものです」

　先ほどサフィードは皇宮からの使者を「そんな者はいないと言え」とすげなく追い帰そうとし、説得してなんとか折り合ったのがサフィードも共に皇宮に赴おもむくことだった。

（大切なお嬢様にしては家ではあんな扱いだし、そんなに心配しなくても……。あら？　そういえば）

　マィヤはきょろきょろと周囲を探るが、今日は中庭に妖よう精せいたちがいない。クジャクたちもだ。

（ここ、昨日とおなじ中庭よね？）

　皇宮はあまりに広いので似ているべつの場所かとも思ったが、

「ああ、気にしなくて大丈夫だよ。御ご令れい嬢じようが来るのはもうちょっと遅い時間なんだ。特とく使しのみんなも夜が遅い分、朝はのんびり寝てるしね」

「そう、なんですね」

　──気まぐれで寝しん所じよに連れ込まれる女も多いしな。

　昨日のサフィードの言が脳裏をよぎってマィヤはどきりとしたが、裏を感じさせないラフィーカに悟さとられたくなくてうなずくだけにとどめた。

「それでね、昨日あれからお父上について調べてみたんだよ」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

「じゃあお父上の足取りを順じゆん番ばんに見てまわろうか」

　そう促うながしかけたラフィーカだったが、「ちょっと待って」とマィヤをじっと見つめると、上から下までまじまじと観察しはじめた。

「……な、なにか？」

「ん、その恰好でいるとまた彼らにかこまれるんじゃない？　俺の部屋で着替えておいでよ」

「着替え……!?」

「心配しなくていいよ。ちゃんと女の子の衣い装しようもあるから」

　ラフィーカがあわてふためくマィヤに告げて控ひかえていた従じゆう者しやに目配せすると、従者は「こちらです」と先せん導どうをはじめる。

　そして「行ってらっしゃーい」とにこやかに手を振って送り出されては、マィヤは従うしかなかった。

　そうして準備すること半時ばかり。

　マィヤはなにを着させられるかと身み構がまえていたものの、準備されていたのは女物ながら飾り気のすくない衣装で、安心して袖そでを通す。しかしながらそれからあっという間に装飾品で飾り立てられ、しっかり化け粧しようまでほどこされると、ぽいっと部屋から放り出されてしまった。

「えっ、えっ、この恰好……！」

「うん、似合う似合う。かわいいね」

　ラフィーカはそう言ってくれたもののマィヤは動どう揺ようを隠せなかった。

（だってこれっておいくら────!?）

　はじめの衣装はただの下着だったのではないかと思うほどの宝飾品で飾り立てられ、いまのマィヤはラフィーカほどではないにしろきんきらきんになっている。

　首に触れる純金の、ひんやりとしたやわらかな感触。このまま脱だつ兎とのごとく逃げ出したならアルカダル史上最高額の盗ぬす人つとになれるにちがいない。だが手首にも足首にも枷かせもかくやというほどの金装飾、身体全体にじわりとのしかかってくるこの重みでは走って逃げられる気もしない。

「せっかく似合うんだから飾らないのはもったいないよ」

「でっ、でも女の恰好はですね……！」

　皇宮で女の恰好は危険だと昨日サフィードに釘くぎを刺さされたばかりだ。しかし、

「木を隠すならっていうじゃない。ここじゃご令嬢の方が目立たないから。ね？」

　ラフィーカの裏のない笑顔で押しきられてしまった。

「そ、そうですね……」

「じゃ、まずあっちからまわろうか」

（うう、宝飾品がこんなに重いなんて）

　宝飾品は商材として持ち歩くことはあっても自分で身につけたことはない。この状態でいつもの鍛錬をすれば効こう果かが倍増しそうだ。

（お嬢様ってこんなものを首から下げながら笑顔を絶やさないのね……）

　貴族令嬢は優ゆう雅がに遊んで暮らしているだけかと思っていたが、意外と体力勝負の世界なのかもしれない。

（いまのわたし、いったいおいくらなんだろう）

　さすがサラフ国の王族の持ち物、マィヤが持ってきた商材をはるかに超える逸いつ品ぴんぞろいだ。

　昨日はふたりに協力の代だい価かを払うと豪ごう語ごしてしまったが、もちろんその場の買い言葉で、なにか当てがあったわけではない。

　だがあらためて考えてみるとこのような私物を持っている彼らにいったいなにを払えばよいというのだろう。

（あの人に、それ見たことか、みたいな目で見られるのだけは絶対にイヤ……!!）

　なにがなんでも代価を見つけてやるわとマィヤが闘とう志しを燃やしていると、中庭の一角でラフィーカが足を止めた。

「君のお父上がこの宮きゆう殿でんではじめに目撃されたのはこのあたりらしいよ。時間はお昼前。そのころにはみんな起きだしてくるしね」

　たしかに訪ねたころは中庭にはラフィーカしかいなかったが、マィヤが着替えて装飾と化粧で飾り立てられているうちに、人影が目につくようになっていた。

　しかしまだほかの令嬢の姿がないためだろうか、王子たちの視線がマィヤに注がれる。クジャクの注目を一身に浴あび、マィヤがいたたまれずにうつむいているとひとりの青年が近づいてきた。

「やあ、はじめて見る顔だね。どちらのご令嬢かな？」

「あ、あの……」

　青年にははじめてでもマィヤには見おぼえがある顔、昨日アティルの宝石を買った客だ。

　しかしまったく気づいていない青年に、

（ごめんなさいご令嬢なんかじゃないです昨日来ていた商人です……！）

　と謝り倒すわけにはいかず、マィヤがなにも言えないままふるえていると肩に腕をまわされた。

　突とつ然ぜんのことにマィヤの肩がびくっと強こわ張ばる。しかしまわされた腕は青年のものではなく、ラフィーカのものだった。

「ごめんね、彼女、恥はずかしがり屋でさ」

「それはそれは。お近づきのしるしにぜひともご挨あい拶さつしたいのだけれどね。みなもいずこのご令嬢かと気がそぞろになっているようだし」

「またいずれね。彼女も緊張してるみたいだし、今日のところは遠えん慮りよしてもらえるかな」

「早くみなと親しくなることは彼女にとっても悪いことではないと思うのだけれど？」

「悪いけど彼女は僕のお客人だから」

　笑顔をくずさないながらも一歩も引くそぶりのないラフィーカに青年は肩をすくめると、「ラフィーカ殿でん下かがおめずらしいことだ」と立ち去った。

「あっ、ありがとうございますラフィーカ様。おかげで助かりました」

　マィヤはあわてて頭を下げた。見み目め麗うるわしいクジャクの群れに連れこまれればどうなっていたかわからない。

「ううん、こっちこそごめんね。女の子だとこういう心配もあったんだね」

「いえっ、いまのは偶ぐう然ぜんで……」

　あの王子もまだほかに娘がいないために声をかけてきたまでのこと、令嬢たちが登城すれば自分になど目もくれるはずがない。

「たしかにここにはじめて来た娘こはみんなに挨拶するんだよ。彼女たちもそれなりの地位にある方のご令嬢だから、政治的配はい慮りよっていうのかな、みんなに身分を明かしておくんだ。ここは社交の場でもあるわけだしね」

「えっ、じゃあわたしもしないとまずいのでは……」

　すると「君は特別」とラフィーカは片目をつぶってみせた。

「個人的に親しい相手がいる娘に声をかけてくるほど彼らも野や暮ぼじゃないから。こうしていれば大丈夫だよ」

（えっ!?）

　ラフィーカはマィヤの手を取りやわらかく握にぎりしめ、ゆっくりと前を歩きはじめた。

（えええええ……!?）

「あの！　ごっ、誤ご解かいされたら大変なんじゃないんですか……!?」

「え、どうして？　マィヤちゃん困るの？」

「いえ、わたしではなく！　ラフィーカ様におかしな噂うわさが立ったりしたら……！」

「俺は大丈夫だよー。べつに他に親しい娘がいるわけじゃないし」

（だからっ、その『みんなのラフィーカ様』であるべき御方が特定の娘と親しくしていることがまずいのではないかと……!!）

　しかしその意い思しは伝わらず、マィヤは動揺を隠すようにうつむきながらラフィーカに引かれるままについていった。

　いまも先ほどとおなじように王子たちの視線を感じるが、声をかけたり近づいてくる者はいない。まちがいなくラフィーカが手をつないでくれているおかげ、あとはラフィーカ目当ての令嬢たちに見つからないことを祈るばかりだ。

（でもこれってもしかして、人生初女の子扱い、かも……）

　ラフィーカの大きな手は女性とはちがうたしかな骨こつ格かくを感じる。歩ほ幅はばをあわせたゆるやかな歩みに衣装の長い裾すそがなびき、金装飾がしゃらしゃらと音をたてた。

　いままで豪ごう華かな装飾はもちろん、これほど長い裾丈のドレスなど身につけたことなどない。ほしいとも思わなかったし裾の長い衣裳など仕事の邪じや魔まとしか思わなかったけれども、実際に着てみるとなにかがちがう。

（サフィードも見ているのかしら……）

　距離を置いているが、サフィードのいる中庭の隅すみからもこちらが見えているはずだ。

　ちゃんと娘らしく見えているだろうか──娘として見てくれるだろうか。

　マィヤがいつも少年のような恰好をしているのは、娘として着飾ってもこんなものかと失しつ望ぼうされたくないからかもしれない。

　けれども良質の衣ころもと装飾と化粧で、今のこの姿がせいいっぱいの自分だ。

（どんなふうに見えているのかな……？）

　サフィードの見えない視線を想像するだけでマィヤの顔に血がのぼり、ゆったりとした歩みに反して鼓動がどくどくと脈みやく打うちはじめた。







「……なにやってんだあいつ」

　マィヤの様子を木陰から遠目に見ていたサフィードは思わず悪あく態たいをついていた。あれでは皇宮に少年アテイルとして入った意味がないではないか。

　マィヤは普段から少年の恰好を好むせいか、女としての自覚が足りない。自分が人並み以上に見られる容姿であることをまったく認識していない。

　やっぱり家から出すんじゃなかったか、帰ったら説せつ教きようだと舌した打うちしていると、

「ご心配ですか」

　聞きおぼえのある低い声音にサフィードはふり向きもせずに答えた。

「あたりまえだろう。当う家ちの大切なお姫様だからな」

　声をかけてきたのは先日マィヤ──アティルを見とがめた目つきの鋭するどい皇宮武ぶ官かんだった。

　ここでの名をタルジュといい、知らぬ相手ではない。
















「そのようにご心配なさらずとも、あれだけ注目されていれば失しつ踪そうの心配もないでしょう」

「その注目されているのが気に食わないんだ」

　初めて着飾らせる楽しみを奪うばわれた気さえして、いらだちまじりにサフィードが返すと、タルジュは愚ぐ痴ちを聞く気はないとばかりに話を変えた。

「そちらでのお暮らしはどうですか」

「さあどうだかな。すくなくとも不自由はないさ」

　タルジュの口ぶりはおなじシェリーク商会のアティルに向けていたものとはちがう。そして答えるサフィードの口ぶりもまたラフィーカに向けていたものとあきらかにちがい、いつになくぞんざいなものだ。

「貴方あなた様が皇宮こちらにいらっしゃるなど」

「ああ、俺だって来る気はなかったさ。だがそうも言っていられない状況になってな。失踪した店主の動向を知りたい。こちらには来ていたんだろう？」

「はい、その確認は取れました」

「退たい出しゆつの記録は」

「ございました」

　タルジュはまるで何年も側そばに仕えている秘書のようにサフィードの問いに端たん的てきかつ的てき確かくに答える。その会話はとても一介の商人と皇宮武官のものではなかった。

「ですがよくよく調べてみると当人ではなかったとのことです」

「何者かが店主の割り符を利用して皇宮から出たということか」

「はい。出入りの数は合っておりましたので、忍び込んでいた者がなりすまして出たのでしょう。この区画はさほど警けい備びが厳げん重じゆうではありませんので」

「まあたしかに大切なお客人相手に監かん禁きんみたいな真ま似ねはできないだろうな」

　皇宮では宮殿ごとに守しゆ衛えいが立って出入りの人数を厳げん密みつに管理しているが、各国の王族である〈特使〉たちが長期滞たい在ざいしているこの宮殿だけは例外だ。

「だがそれならなぜあいつに店主を見ていないなどと偽いつわった？」

「大おお事ごとにしては貴方様にご迷めい惑わくがかかるのではと危き惧ぐいたしまして」

　するとサフィードは、はん、と鼻で笑った。

「迷惑なあ。それならとっくにかけられているさ。おまえの噓と割り符のからくりを見事に見抜いたうちのお姫様が大暴れだ」

「それは誠に申しわけございませんでした」

　タルジュが頭を下げ腰を直角に折りそうになり、サフィードは軽く手を振って止めた。庭の片隅とはいえだれかに見られていないともかぎらない。会話の内容までは聞こえていないだろうが、いまはあくまでも皇宮武官と一商人だ。

「皇こ宮こで失踪事件は多いのか」

「は、月に数件は。死体はなく、忽こつ然ぜんと姿を消す案件が散見されます」

「政治がらみか？」

「いえ、貴族の被害は出ておりません。皇宮勤づとめの者や出入りの商人などです」

「とりたてて騒さわぐ縁えん者じやがいない者が狙ねらわれているということか」

　貴族に被害がおよべば大々的な捜そう査さがはじまるが、取るに足らない小者ばかりなので放置されているのだろう。

「貴族が政治争いで消されているというならわかるが、政治的に影響力もない者たちが失踪するのは何な故ぜだ？」

「原因につきましては現在捜査中です」

　その返答にサフィードは顎あごに指をあててしばし考えてみたが、昨日今日皇宮を訪れたばかりの自分に思いつくはずもない。

「今回は消えたで済ませられる相手じゃない。一いつ刻こくを争う。すみやかに捜し──」

　言葉の途と中ちゆうで視線を感じてふり返ると、そこにいたのは見覚えのある長い黒髪の青年だった。

「やあ、あいかわらず勘かんがいいね」

　にこやかに微笑ほほえんでいた青年──エシャンにどのように対応したものかとサフィードは一瞬逡しゆん巡じゆんした。だがしらを切りとおすのも無む駄だかと腹をくくり、昨日のようにひざまずくことなく向きなおると、エシャンは興味深げにサフィードを凝ぎよう視しした。

「昨日見かけたときまさかと思ったけれどやっぱり君だったんだ。ひさしぶりだね」

「そうですね。殿下こそまだご滞在とは」

「おや、ずいぶんと殊しゆ勝しような物言いだね。市し井せいの暮らしの中で身につけたのかな？」

　サフィードがエシャンと会うのはおよそ十年ぶり、その間まったく接していなかったというのに昨日マィヤを迎えにいったときの会話でこちらの事情を察さつしたのだろう。一を聞いて十を知る厄やつ介かいな相手だ。

「君はとうに国に帰ったものだと思っていたのだけれど──ああ、そこのお付きの彼がいるんだからそれはないか。でもまさか皇宮を出ていたなんて思いもしなかったよ。いまはサフィード君とかいったっけ？　商家での暮らしはどうだい？」

「そうですね。毎日気楽にやってますよ。どうやら堅かた苦くるしい皇宮よりこちらのほうが水が合っているようで」

「おやまたそんな冗じよう談だんを。これくらいで息が詰まっているようだと帰ったあとで苦労するんじゃないかな？」

「お気き遣づかいいたみいります」

「それにしても商館というのはなかなかいい目の付けどころだね。皇宮商人ともなれば怪あやしまれることなく海も渡れるし、祖そ国こくとの連絡もつけやすい。それで帰国の目め処どはついたのかい？」

　言葉はやわらかいが探る目だ。エシャンの黒こく曜ようの瞳はささいな変化も見逃すまいと凝視している。

　サフィードもまた表情を揺らすことなく感情も覗かせずまっすぐ見つめ返していたが、やがてふっと息をつくと眼めをほそめ、口こう端たんをもたげた。

「──まあ、いずれは」

　余裕を覗かせる一言。エシャンは息を吞のんだがそれも一瞬、元の表情を取りもどすと「ふぅん」と面おも白しろそうに目をすがめた。

「それはめでたいことだ。再会を祝して乾杯といきたいところだけど、いまは人目もあるしね、こうして出入りしているならまた機会もあるだろう。君もひさびさに陛へい下かにご挨拶してくればいいよ」

　それだけ告げるとエシャンは背を向けて立ち去り、サフィードはその背中を射い抜ぬくように見つめつづけた。

「──あいかわらず鋭い御方ですね」

「ああ。きっちり牽けん制せいしていきやがった」

　たしかにサフィードは女帝に挨拶に行ける立場だ。しかしそれをあえてしていない。エシャンの最後の一言はそのことに対する揶や揄ゆだ。

「……皇宮に乗りこんだのは迂う闊かつだったか」

　サフィードがここを離れたのは十年ほど前のこと、〈特使〉は長期滞在するものだがまさか十年越しで滞在している者がいるとは思わなかった。しかもそれがよりにもよって自分の知るもっとも厄介な相手だったとは。

「いかがなされますか」

「ふん、まあいい。あれも馬鹿ではないからな。手に入れた札が使えると思ったなら使いどころを考えてくるさ」

　手札を無駄に捨てる相手ではない。きっとそれは取引という形で切り出してくるはずだ。そこを読み誤あやまりさえしなければ問題はない。

「だが──」

　エシャンは、自分が祖国に帰る糸口をつかむために商会に身をおいていると考えている。問題はここからいかにエシャンの目を逸そらしつづけるか、だ。

「──あいつからけして目を離すな」

　祖国の言葉で下された命にタルジュは「はっ」と踵を合わせて敬けい礼れいした。







　一方、サフィードと別れたエシャンは湧わき上がる笑みを隠せなかった。現実はときに思いもよらない娯ご楽らくをもたらしてくれる。

（まさかこんな偶然があるなんてね）

　昨日、中庭で少年商人を見つけたのはまったくの偶然だった。友人のラフィーカに呼ばれて行ってみれば、彼と一緒にいた商人が少年ではなく少女であることにたまたま気づいてしまっただけだ。

　女商人はたしかにめずらしいがそれ以上のなにものでもない。さして興味もなかったのだが、なんと彼女を迎えにきたのは旧きゆう知ちの男だった。

　男の顔を最後に見たのは十年ほど前、おたがい十歳を超えたかどうかという頃だ。成長した今とは顔がまったくちがうけれども自分は気づいてしまった。あれは皇宮にいた彼だ、と。

　彼がこの国にいるはずはない、ましてや商人をしているなど。そう思いながらも今日声をかけてみると、あの男のまったく動じず、そのふてぶてしさの裏にある鋼はがねのような固い心はやはり自分の知る男のものだった。

　以前よりはずいぶん殊勝な物言いになった。だが中身は変わっていない──変わるはずがない。どれだけ商人に擬ぎ態たいしようとも、あれは人の上に立つべく育てられた者なのだから。

（しかしその彼がなぜ商人を？）

　探りを入れてみたがやはり彼は尻尾しつぽをつかませず、人を食った笑みで躱されてしまった。

　たしかに皇宮商人ともなれば皇宮とも容よう易いに連絡が取れるし、みずから諸外国に渡っても怪しまれることはない。祖国の情勢に目を光らせるにはうってつけの場所だ。

（やはり祖国のため、か）

　考えをめぐらせながらエシャンが中庭を抜けると、昨日の少年商人の姿が目に止まった。今日は娘の恰好で、サラフの民族衣装をまとい、まばゆい金装飾で飾りたてられている。ラフィーカに借りたのだろう。

　エシャンはふん、と鼻を鳴らした。

（一介の商人娘にしてはずいぶんさまになっているじゃないか）

　だが水みず際ぎわだった美貌というわけでもない。あれなら外見重視で選ばれた皇宮女によ官かんのほうが見目麗しい者がいる。女性というには未み熟じゆくで向こうみずで無む鉄てつ砲ぽうな小娘には興味はない。

（だがあの男が側にいるとなれば話は別だ）

　彼女とつながりを持っていれば、彼とのつながりも切れることはない。

（彼のことは彼女から探ってみるとしようか）

　エシャンは湧きあがる本物の笑みをもらしながら、ふたりに歩み寄った。







「ほらほらあの壁へき面めん装飾、すごくない？」

　ラフィーカが示す先にあったのはモザイクタイル、黄の地色に青の幾き何か学がく模も様ようが映えるあざやかなものだ。

「あの青ってラピスラズリを混ぜこんで出してるんだってさ。綺き麗れいだよねえ」

「本当ですか!?」

　宮殿の壁を覆おおいつくすタイルに高価なラピスラズリ。その美しさに感動するより先にいったいいくらするのだろうと考えてしまうのは商人の悲しい性さがだ。

（たしかに宮殿の施せ工こうを請うけ負おうお店はすごく潤うるおってるものね。それってうちの店でもできないかしら？）

　いまのシェリーク商会は海外で買いつけ、国内外に売ることを生業なりわいにしている。しかし職人たちと関係を密にしておおきな業務を請け負うこともできるはずだ。

（買いつけではサフィードに敵かなわなくても、そういう路線を広げるような方向性なら勝負できるかも？）

　そんなことを考えていたマィヤだったが、

「でね、お父上が最後に目もく撃げきされたのはここ」

〈お父上〉の一言にマィヤは我に返った。

　宮殿をつなぐ大きな通路を歩いてきたのだが白の宮殿からずいぶんと離れている。ここは立ち入りが厳しい宮殿なのか通路を歩いている人影もまばらだ。

「マィヤちゃんのお店は皇宮御ご用よう達たしなんでしょ？　お父上はもしかしたらこの先の本ほん宮ぐうに行っていたのかもしれないね」

　シェリーク商会は皇宮内で商売が許されているだけではなく、皇宮に納おさめる品もあつかっている。政治の中ちゆう枢すう、女帝が政務を執とっていると言われる本宮に赴いていたとしても不思議はない。

「それでその日にマィヤちゃんのお店から納品があったかどうかを調べさせているけれど、それはまだ確認が取れてないんだ。ごめんね」

「いえっ、とんでもないです！」

「ひきつづき調べさせているから、またなにかわかったら知らせるね」

「殿下のお手をわずらわせて申しわけありません」

　とマィヤは深々と頭を下げて礼を述のべる。すると、

「おや、今日は女の子の恰好なんだね」

　その声音にマィヤがはっとしてふり返ると、そこにいたのは長ちよう袍ほう姿の青年だった。

「エシャン様……」

　エシャンは実ににこやかに微笑んで目をほそめているが、その優しげな顔は信用できない。息をするように自然に冷れい酷こくな素す顔がおに切り替わることをマィヤはもう知っている。

「よく似合っているじゃないか。俺も麗しい美女とご一緒させてもらえたら嬉しいのだけれどね？」

　その褒ほめ言葉もただの社しや交こう辞じ令れいにすぎないのは明白だ。

　なにをたくらんでいるのと心の中で身がまえたマィヤだったが、

「そういえばけっこう歩いたね。みんなで部屋にもどってちょっと休もうか。昨日聞きたいって言ってた皇宮の話もしたいし」

　ラフィーカはふたりの緊きん迫ぱく感かんに気づいていないのか、ほがらかに告げた。エシャンも「それはいいね」とにこやかにうなずき、マィヤは雑談するふたりについてゆく。

（このおふたりが仲がいいというのが不思議なのよね……）

　根っからの人の良さがにじみ出ているラフィーカと、一見穏やかだがヘビのような冷たさを感じさせるエシャン。まったく真逆の性格のふたりだが、他た愛あいない話をしている様子はとても自然に見える。

（ラフィーカ様もエシャン様の本性に気づいてないはずがないと思うんだけど……）

　三人がラフィーカの部屋にもどるとすぐさま飲み物が用意された。

　さっぱりとした柑かん橘きつ系けいの果実水だ。それで喉をうるおしていると、色あざやかな果実が盛りつけられた硝子ガラス皿が運び込まれてくる。マィヤの前に次々と皿がならべられ、さながら宴えん会かいのようだ。

　とても食べられる量ではないとおののいたマィヤだが、ラフィーカはさも当然のように葡萄ぶどうをつまみ上げていた。

「皇宮のことならなんでも訊いてよ。けっこうくわしく話せると思うし」

「あっ、はい。ラフィーカ様は皇宮にいらして長いんですか？」

「どうだろ。もう七年になるからわりと長いほうじゃないかな？」

　と首をかしげるラフィーカに、「七年ですか!?」とマィヤは声を上げた。

「だって殿下はまだ……」

「うん、今年で十九。十二のときに女帝陛下にご挨拶に来たから」

　それから七年、とてもただ挨拶に来ただけという年月ではない。昨日サフィードが言っていたとおり〈特使〉としての責せき務むのために滞在しつづけているのだ。

「アルカダルはいい国だよね。自然は豊かだし、空気はうるおってるし」

「北にはもっと緑あふれる国があると聞きますけれど？」

　たしかに帝都は海に面して自然豊かだが、帝都の外は赤せき岩がんの荒こう野やで空気も乾かん燥そうしている。

「俺の祖国とくらべたらずっと豊かだよ。サラフはね、国中が砂でかこまれていて、風の強い日には王宮まで飛んでくるから口の中がじゃりじゃりしてさ」

「そんなに!?」

「うん。金銀や宝玉はよく取れるけど農のう耕こうは河沿ぞいくらいしか期待できないし、潅かん漑がいにも力を入れているけれど河もよく氾はん濫らんするから供給が不安定だしね。アルカダルはサラフとおなじように農業には不向きなはずなのに食しよく糧りようの流通は安定してるし、街は商人たちの活気があふれていてすごいなって思ったよ」

　たしかにアルカダルは内海に面して海の交こう易えきが盛んだ。陸路も東国と西国をつなぐ位置にあるので行商人がかならず通る。

「この国が発展したのは商業に力を入れた女帝陛下のおかげなんだってね。アルカダル皇帝は男と決まってるから女が政治に関わるなんてって陰口をたたかれることもあるみたいだし、〈女帝〉って呼び名もはじめは嫌いや味みや当てつけで言われていたらしいけれど、それでも女帝陛下の手しゆ腕わんはすごいって思うよ。俺もここにいる間にたくさん学びたいって思ってる。そして学んだことを祖国のために活いかしたいんだ」

　そう目を輝かせて語っていたラフィーカだったが、ぽつりとつけくわえた。

「──いつ帰れるかわからないけどね」

（あっ……）

　諸外国の王族をアルカダルに滞在させるのは女帝の外交政策、もう七年もアルカダルにいて、十二の年からずっと祖国に帰っていない。そしてあと七年たってもサラフに帰れる保証などどこにもないのだ。

　そのことに思いいたったマィヤがうつむくと、ラフィーカはマィヤの頭に手を乗せた。

「ごめんね。そんな顔しないで。俺は望んでここにきたんだから」

「……え？」

「俺はね、父上が国王、兄上が次期国王だったんだけど、兄上のためになにかがしたくて自分から望んでここにきたんだ。兄上は俺を止めたし、それでも行くなら人ひと質じちになる覚かく悟ごをしろって言われたけれど、実際来てみたら想像していたよりずっといい待たい遇ぐうだし、不自由のない暮らしをさせてもらってる。アルカダルのためになにも仕事をしていないのが逆に悪いくらいだよ」

「そう、なんですか？」

「うん。だからマィヤちゃんがそんな顔することはないんだよ。マィヤちゃんのお父上捜しのことだって俺にもなにかできること、役に立てることがあったほうがうれしいんだから」

　にこやかなラフィーカの笑顔に裏はなく、マィヤはほっと胸をなでおろした。

「俺たちがここにいることで諸外国との戦いくさも減っているし、そのおかげで両国が発展してるんだったらありがたいことだよね。俺が来る前のアルカダルは内乱つづきで国の存そん亡ぼうすらあやういって言われてたのに」

（そういえば小さいころは屋敷の外に出してもらえなかったっけ）

　それは女の子だからだと思っていたが、治ち安あんが悪化して男女関係なく子どもが外に出られない状況だったのだろう。マィヤはいまでも少年の恰好で外に出るが、それはあくまで商売上の都合で、女子どもが外に出られないということはない。

「俺もけっこう長いけどエシャンはもっと長いよね。もう十年くらいいるんだっけ？」

「えっ、そんなに？」

　驚くマィヤをよそに「俺は君とちがってちゃんとお役目をいただいているけどね」とエシャンはにっこりと微笑んだ。

「俺はただ飯めし食ぐらいって？　ひどいなー」

「君にも教えたはずなんだけどな。でも警けい笛てきもかくやって感じだったからねえ」

「俺はそういう繊せん細さいなものに向いてないんだってば！」

「……あの、お役目ってなんなんですか？」

　マィヤは軽口をたたきあうふたりに訊ねると、ラフィーカが答えた。

「エシャンは陛下の〈楽がく師し〉なんだよ」

「楽師？　あ、昨日の横笛ですか……？」

「そうそう。エシャンの祖国の伊い那な国の楽器らしいんだけど女帝陛下のお気に入りでさ。よく本宮に呼ばれてるんだ」

　自分のことのように誇ほこらしげに語るラフィーカに、傍かたわらのエシャンは「そんなたいそうなものでもないんだけどね」と苦笑を漏らした。

「特使の方でもお役目を受けたりするんですね」

　女帝直じき々じきの指名は名めい誉よなことであるが、楽師の地位は王族とはくらべものにならない。国の名を負って滞在している特使を楽師呼ばわりしては非ひ礼れいと受け取られかねないのだが、

「ああ、俺は特使じゃないから」

　とエシャンはあっさりと明かした。

「え？　でもエシャン様も王族ですよね……？」

「王族といっても俺はラフィーカとちがって傍ぼう系けいの末まつ裔えいでね。女帝陛下が諸外国に特使を求める前に、祖国を襲しゆう撃げきする騎き馬ば民族から逃れてアルカダルに移ってきたんだ。ちょうど女帝陛下が内乱の調停をはじめたころだったかな。そのころはまだ新帝陛下の後こう見けんをめぐってアルカダル国内も荒れていて、特使なんて仕組みもなかった。だから俺がここにいるのは特使とは関係ないんだよ」

「エシャン様は祖国に帰ろうとは思わないんですか？」

「騎馬民族に乗っとられた国にもどってもね」

　文化のちがう異民族に乗っとられたそこはもはや祖国じゃないから、とエシャンはしかたないとばかりにあきらめの微笑を浮かべたが、

「たしかにしばらく乗っとられていましたけど、最近、洛みやこから退ひいたみたいですよ？」

「……え？」

「塞とりでをあずかっていた一軍が力を盛りかえして洛から騎馬民族を追いはらったそうです。たしかその人は皇帝陛下の弟おとうと君ぎみとかで、いま伊那では英えい雄ゆう視しされているとか」

「えっ、そうなんだ？　すごいねマィヤちゃん、情報通だねー」

「たまたまです。一昨日おとといシンドゥーラから交易船がついて、それに乗っていた東国商人から話を聞いたところだったので。ですからまだあまり伝わっていないことだと思いますけれど、このまま情勢が落ちつけばエシャン様も祖国に帰れる日が……エシャン様？」

　エシャンは言葉もなく目を見開いていたが、マィヤの呼びかけにはっと我に返った。

「どうかなさいましたか？」

「……ああ、すまない。まったく聞いていないことだったものだから驚いてしまって。俺が国を離れている間にそんなことになっていたんだね」

　そう言いながらもエシャンの口調はまだ信じられないようだった。

　東の大国伊那が騎馬民族に乗っとられて十年あまりの年月が経たつ。そのまま騎馬民族が王朝を開いて支配がつづくと思われていたのだから無理もない。

「そうか、洛はもどったのか……」

　そうぽつりと漏らすとエシャンはふたたび視線を床に落とした。

　思し惟いに沈むその様子はいつものエシャンらしくない。けれどもエシャンがアルカダルに来たのが十年前ならば、十になるかならないかという年で祖国を離れたことになる。

（こんな人でも祖国が恋しくないはずないわよね）

　エシャンはどのような子供だったのだろうなどと考えていると、

「ねぇねぇマィヤちゃん、サラフのことはなにか聞いてない？」

　ラフィーカが身を乗りだして訊いてきて、マィヤは記き憶おくを探った。

「えっと、一昨日ついた船はシンドゥーラからなのでサラフとはすこし航路が離れているんですが、サラフの国内情勢は安定していると聞いています。アルカダルとの交易も活発で船もよく行き来してますし、サラフの交易港も活気があると聞きました。良い治ち世せいが敷かれているようですね」

「そうなんだ……よかった」

　ラフィーカは安あん堵どの吐と息いきをつき、「ありがとね」とマィヤに笑顔をむけた。

「そういう話は本当に助かるよ。なにしろ皇宮で入る情報ってかぎられているから」

「そうなんですか？　皇宮には最新の報しらせが届いていそうなものですけれど」

　各国を代表して多くの特使が滞在しているのだ。祖国の情勢もよく伝わっているだろうと思ったのだが、ラフィーカは首を横に振った。

「情報があつまっているのは政務を執る本宮だけの話だよ。俺たちのところまで情報は下りてこないし、たまに祖国からくる使者から話を聞けるくらいかな。毎日訪れるご令嬢がたに訊きいても彼女たちは政治情勢にあまり興味がないみたいだし、だからできるだけ出入りの皇宮商人から話を聞くようにしてるんだ。彼らは大事な情報源だから」

（あ……それで昨日もわたしに声をかけてくださったの？）

　ラフィーカは、あらためて買うまでもないほど立りつ派ぱな装飾品を持っている。にもかかわらず宝石商のアティルに声をかけたのはそういう意い図とがあったらしい。

「あっ、気分悪くした？　ごめんね」

「いえっ、そのようなことはまったく……！」

　ラフィーカが王族でありながら一商人である自分に気さくに話しかけてきたのも、いままでもそうやって商人と親しく会話をしてきたからだ。

（それも祖国を想ってのことだものね）

　祖国から使者が来ていてもそれはあくまで国の代表、国の汚お点てんや失しつ点てんを言うはずがない。ラフィーカは国外の商人の目からサラフがどう見えるのかを知りたいのだろう。

（あっ！）

　そのとき脳裏でひらめき、マィヤははっと頭を上げた。

「マィヤちゃん？」

「あのっ、殿下に皇宮内で父のことをお調べいただいている代わり──といってはなんですが、わたしが殿下の代わりに商人たちからサラフ国の話を聞いてくるというのはいかがでしょう？」

　もちろん失踪した父のことは心配だ。しかし勝手のわからない皇宮内で捜そう索さくしようにも自分にできることはかぎられている。ならば互いの得意分野で尽じん力りよくしたほうが効率が良いのではないだろうか。

「さいわいシェリーク商会は何なん隻せきも出資していてひっきりなしに船がつきますし、港についたばかりの彼らから話を聞くことができますから」

「うわあ本当!?　そうしてくれると嬉しいな！」

　マィヤの申し出にラフィーカは目を輝かせる。喜んでいただけてよかったとマィヤも胸を躍おどらせたが、

「──なるほどな」

　ぽつりと言葉を挟はさんだのはそれまで黙りこんでいたエシャンだった。

「〈情報〉が代だい価か、というわけか」

「……商品は〈物〉ばかりではないですよね」

『形なきものもまた商品である』──マィヤの敬けい愛あいする偉い大だいなる商人ドンパパスも言っていることだ。

　実はマィヤもそこまで考えて切り出したわけではない。ただ自分はラフィーカに喜んでもらうことができる、そう思ったら自然と口を突いていただけだ。

「そんな眼めをしなくていいさ。その発想は悪くない。それなら俺も買ってやらなくもない」

「え？　じゃあエシャン様も……？」

「ああ。協力してやる。せいぜい俺の労力に見合った情報を仕入れてくるんだな」

「ありがとうございます！」

　その言葉にマィヤは弾はじかれたように頭を下げた。

　人当たりがよいラフィーカと、冷静なエシャン。優れた部分が異なるふたりだからこそ違う目で見て父につながる手がかりを見つけてくれるかもしれない。

（わたしはがんばってサラフと伊那の情報を集めよう！）

　迷いの雲の中で射さしはじめた光こう明みように、マィヤはぐっと強くこぶしを握りしめた。







　それから現時点で知っている両国のことを伝えておこうと話していたマィヤだったが、

「ずいぶん遅くなっちゃったね」

　ラフィーカの指し摘てきに我にかえって窓の外を見やると、すでに陽ひは中ちゆう天てんをすぎていた。

「お目付け役のお兄さんが心配してるかもしれないね」

「あっ……！」

　そういえば今日はサフィードも一緒で、外で待たせたままだ。そのことを思い出してマィヤが青ざめているとエシャンが苦笑を漏らした。

「皇宮までついてくるとはずいぶん過か保ほ護ごな兄だことだ」

「サフィードは！　ただ心配してくれてるだけです！」

　からかうエシャンに、マィヤは声を上げた。

「皇宮は危険だって昨日お聞きしましたし、父がここでいなくなったばかりですから」

　たしかに自分もいまのサフィードはいつになく過保護だと思っている。だがそのことを他人から──特にエシャンから指摘されて、はいそうですねと肯こう定ていすることはできない。ここでうなずけば、自分がひとりではなにもできないと認めているようなものだ。

　しかしその思いを感じ取ったのか、エシャンは「ふぅん？」と面白そうに口端を上げた。

「君は束そく縛ばくされるのは嫌いじゃないんだ？　よく憶えておくとしよう」

　エシャンはいたぶるように目をすがめ、マィヤは怯ひるみながらもなんとかこらえた。

「彼も大切な妹ものは宝石箱にしまっておきたい性分なのかな。兄馬鹿も度を越すと嫁よめに出してもらえないかもしれないねえ」

「サフィードは兄じゃないです。ただの店の者で」

「ああ、だろうね。君の店で勤めてせいぜい十年ってところか」

「え？　どうしてそれを……？」

　たしかにサフィードがマィヤの家に来たのは十年ほど前のこと、しかしなぜ皇宮にいるエシャンがそのようなことを知っているのだろう。

　しかしその問いは「さあどうしてだろうね？」とさっくり煙けむに巻まかれてしまった。

「ああそうだ。ついでに彼のことも調べてもらおうかな」

「え？　サフィードですか？」

「そう、君のところに現れる前の彼のこと。これは俺の個人的な依い頼らいだ。それも代価の一部に充じゆう当とうしてあげてもいい」

　情報も大切な商品だからね、とこちらの言葉を返されてはマィヤは肯うなずくことしかできない。

「興味深い情報が得られるかもしれないよ？」

　その誘うようなエシャンの作りものの微笑に、マィヤの胸の奥でもやもやとしたなにかがうずまきはじめた。





[image: ]






「ずいぶん遅かったな」

　マィヤが屋敷にもどったのは陽も暮れてからのこと、いつもの夕食より遅い時間に居間にもどると重い声音を向けられ、マィヤはすこし怯んだ。

「しっ、仕事で港に行っていたのよ。知ってるでしょ！」

　皇宮を出てからサフィードはほかの雇やとい人をマィヤにつけて姿を消した。おそらく自分の仕事に向かったのだろう。マィヤ──アティルの動向はその雇い人から報告を受けているはずだ。しかし「俺が言っているのは昼の話だ」と切り返された。

「王子の部屋でなにをしていた」

「なにって……父さまの手がかりについて聞いていただけよ」

「その話なら散歩中に終わっただろ」

「父さまのことを調べてくださる御お礼れいに、サラフと伊那について知っていることをお話ししていたのよ」

　するとサフィードはため息をついた。

「そんなことで男の部屋に長居していたのか……」

「ラフィーカ様はそのような方じゃないって言ってるじゃない！」

　呆あきれたようなサフィードの声音に、返す言葉が怒ど気きを帯びる。

　いつもならアティル姿で街に出ていてもからかい半分で許ゆるしてくれるのに、今回の皇宮行きに関してサフィードはかたくなに否定的だ。

（それってやっぱりなにか事情があるから？）

　マィヤの脳裏によみがえるのはエシャンの訳知り顔な笑みだ。

　──興味深い情報が得られるかもしれないよ？

　自分の知らないサフィードの過去をエシャンが知っている、そのことにもやもやとしたなにかが胸の中にひろがる。

（サフィードは皇宮と関係があるからわたしを引き離そうとしているの？）

　しかしマィヤの思いなど知りもせず、じっと見つめていたサフィードは静かに告げた。

「そんなにお姫様ごっこが楽しかったか」

「そんなんじゃないってば！」

「じゃあどうしてわざわざ着替える必要があったんだ」

「そっ、それは皇宮内を歩くには商人より令嬢のほうが目立たないっておっしゃるから、しかたなくよ」

　あんな恰好、裾は長くて歩きづらいし、装飾品は重くて肩がこるし、商売もできないし……と言葉をかさねてしまうのは、言い訳する気持ちがあるからだ。

　マィヤだって年頃の娘、化粧をしてドレスを着て綺麗に飾りつけられることがまったく楽しくなかったわけではない。立派な調ちよう度どにかこまれ、細い金の腕輪をしゃらと揺らして硝子杯はいに盛りつけられた果くだ物ものをつまむのも悪い気はしなかった。

　貴族令嬢のように毎日優雅に暮らしたいとは思わないし、あのときも商人として仕入れの話をしているほうが楽しかった。けれども自分の日常とはちがう待遇に心躍ったのも事実だ。

（それにサフィード、やっぱりあの姿を見てたんだ……）

　──はじめて着飾ったドレス姿は、サフィードの目にはどのように映ったのだろう？

　鼓動が高鳴り、緊張しながら次の言葉を待つマィヤだったが、

「なんだ、ああいうのが欲しいのか。あれくらいなら家うちでも調あつらえてやるぞ？」

「けっこうよ……!!」

　褒め言葉にかすりもしない返答にマィヤは思わず叫びかえした。

　なんの言及もないということは似合っていなかったのだろうか。それに大人びた衣装を着てもまだ娘として見てもらえないのかとすくなからずへこむ。

「港ではずいぶんとサラフと伊那について訊きまわっていたそうじゃないか」

「父さまのことであの方かたたちに一方的に手伝ってもらうわけにもいかないもの。父さまの足取りを教えてもらう代わりに、わたしは皇宮の外で知ったことをお伝えするの」

　しかしサフィードの言葉は容よう赦しやのないものだった。

「もう国に帰れないのにか？」

「──！」

「不用意に祖国の情報を渡すのはいたずらに里さと心ごことを刺し激げきするだけじゃないのか」

「帰れるかもしれないじゃない……!!」

　マィヤは叫び返した。

　たしかにラフィーカもエシャンもアルカダルに来てもう長いし、帰る見込みもまだない。

　けれどもラフィーカはあきらめていない。

「ラフィーカ殿下は国に帰ってアルカダルで学んだことを活かしたいとおっしゃっていたもの。それに万が一帰れなかったとしても祖国につながる縁よすががあれば強く生きられる──そういう大切なものってあると思うの」

　だから帰れないのに故郷を想うのは無駄、そういう考えはしたくないとマィヤが真正面から見つめ返すと、サフィードは「そうか」と息をついた。

「反論、しないの？」

「まあ正論だからな。そういうことなら心ゆくまで訊いてまわればいいさ」

　その返答にほっと息をついたマィヤだったが、つづく一言に声を上げた。

「だがもう皇宮には行かせないけどな」

「どうして!?　いま訊いてまわればいいって言ったじゃない！」

「港で訊いてまわるのと皇宮に赴くのは別だ。調べたことをだれかに伝えさせればいいだろ」

「詭き弁べんよ！」

「詭弁、おおいに結構。そんなお涙ちょうだい話にほいほいだまされる奴をあぶなっかしくて行かせられるか」

「だまされてなんていないってば！」

　祖国サラフのことを話したときのラフィーカの晴れやかな笑顔は噓ではない。商人たちの間ではあたりまえに知られているような話でも、ラフィーカは目を輝かせながら聞いていた。

「殿下は本当に故郷のことを想っていらっしゃるのよ！」

「そうは言うが一体いつからアルカダルにいるんだあの王子たちは」

「え？　ラフィーカ殿下は七年、エシャン殿下はもっと長いとお聞きしたけれど」

「それでいまの年は二は十た歳ち前ってところだろう。つまり人生の半分ちかくをアルカダルで過ごしているんだ。故郷の思い出なんてはるか昔のこと、なつかしいどころか記憶から消えていてもおかしくない」

　さしずめおまえを呼び寄せるための方ほう便べんだな。そう結けつ論ろんづけたサフィードにマィヤは反論した。

「そんなことないってば！　家族と離れて暮らしていて安あん否ぴも知れないことがどれだけ不安だと思うの!?　わたしだってたった二日父さまの行方が知れないだけでこんなに不安なのに……！」

　いまこうしている瞬間にも父が救いを求めていて、息絶たえる瞬間が訪れているかもしれない。努つとめてその恐きよう怖ふから目を逸らしているが、想像するだけで息が詰まる。

「わたしはほんのささいなことでも父さまにつながる手がかりを探したいの！　どうしてサフィードは皇宮で調べることに反対するの!?　調べられてなにか困ることでも──」

　勢いでそう言いかけてマィヤははっと息をのんだ。サラフと伊那だけではなくサフィードの過去まで訊いていたなど話すわけにはいかない。

　しかし途と中ちゆうで止まった言葉にもサフィードは表情ひとつ揺らさずマィヤをまっすぐに見つめ返してきた。

　父がいなくなったというのにどこまでも冷静なそのまなざしに、マィヤの頭にかっと血がのぼり、

「サフィードは家族じゃないからわからないんだわ……！」

　思わずそう叫ぶとマィヤは踵をかえして居間を飛びだした。







　マィヤは部屋に入るなり寝しん台だいに飛び込み、クッションを抱きしめた。

　頰がほてり、急上昇した速い鼓動がどくどくと脈を打つ。いままでもサフィードと冗談半分でケンカすることはたびたびあったが、これほど感情を爆発させたのははじめてだ。そしてこれほど言葉が通じないなんていままでなかった。

　たしかにいまの自分が感情的になっているだけかもしれない。けれど父がいないこんなときにいつもどおりでいられるはずがない──だからこそ、いつもどおり冷静なサフィードが信じられない。

（ううん、それだけじゃない）

　マィヤを感情的にさせたのはエシャンに告げられた一言だ。

『君の店で勤めはじめてせいぜい十年ってところか』

　事実サフィードがマィヤの家にやってきたのはおおよそ十年前──正確には八年前、マィヤが七歳のときのことだ。

　サフィードは十歳、身寄りがない彼を知人からあずかったと聞いている。そのときすでにシェリーク商会は軌き道どうに乗って使用人も幾いく人にんもいたが、サフィードは使用人ではなくハーティの子として扱われた。

　いまでこそ壁を作ることなくだれとも気さくに話をするサフィードだが、出会った当初はどこか人を拒きよ絶ぜつし、近寄りがたい雰ふん囲い気きがあった。そして彼のどことなく整った所しよ作さは街の子どもたちとちがうこともマィヤは気づいていた。

　まるで王子様みたい──幼心にそんなことを思っていたものだ。

　しかし王子様なんて夢物語だとわきまえたいまになって、皇宮という場所が彼の背後にちらついている。

（サフィードはどこから来たの？　いったい何者なの？）

　マィヤはサフィードの過去について訊いたことがない。はやくこの家になじんでほしくて、昔の場所に帰ってほしくなくて、自然と話題を避さけていた。

　けれども今日、陽が暮れるまで商人たちに話を訊いてまわったのは、サフィードの過去を知りたかったからだ。サフィードの出しゆつ自じの確かく証しようを得て、胸にうずまく不安を打ち消したかった。

　子どもを引き取るほどだ、親しい商人の息子むすこだろう。父の古い商売仲間を当たればすぐにわかると思っていた。しかし、

　──サフィード？　そういえばあいつ、いつの間にかひょっこり増えてたな。

　──隠し子って噂がなかったか？

　──ハーティにかぎってそれはねぇだろー。亡なくなった奥さんにぞっこんだったし。

　──そんな器用な奴じゃないよなあ。あいつに身内はいないし、奥さんの縁えん戚せきの子なんじゃないか？

　そういやシェリークさんの実家ってどこだっけ、と話題はマィヤの母へと流れてゆき、それ以上の情報を得ることはできなかった。

（つまり商業仲間の子じゃなかったってこと……？）

　サフィードの出自がわからない、そのことがさらにマィヤの不安を駆かりたてた。

　やはりエシャンの言うとおり十年前にサフィードは皇宮にいたのだろうか。いまのサフィードが自分が皇宮に関わるのを阻止しようとしているのはなぜなのか。

　生おい立たちなど本人に訊けばわかること、しかしマィヤは先ほどそれを口にしかけながらも切り出すことができなかった。

（だってサフィードまでいなくなってしまったら……）

　サフィードがどこから来たのか知りたい、けれども知りたくない。真実を知ればいままで知らないことで成り立っていた生活がこわれてしまうような気がする。

　父がいなくなり、そしてサフィードまでいなくなったなら──今朝だれもいなかった居間を思い出し、マィヤはクッションを強く抱きしめて顔をうずめた。

　もうこれ以上だれも失いたくない──

　しかしそのときマィヤの脳裏でなにかがひらめき、はっと我に返った。

『商人は常に前を向け。進むべき先を見ろ』

　偉大なる商人ドンパパスの言葉に、マィヤはがばっと頭を上げた。

（そうよ！　こんなところで頭を抱かかえていてもなにもならないんだってば！）

　知ることは怖い。けれども逃げているだけではなにも進まない。前を見なければ。

　仮にサフィードが皇宮関係者だとして、自分を皇宮から引き離してなにをしたいのだろう。

（まさか父さまの失踪にサフィードが絡んで……？）

　その考えにマィヤはすぐさま首を横に振った。ハーティが失踪したところでサフィードが得るものはない。後あと継つぎとの噂があってもハーティがいればこそだし、いくら養い子扱いされているとはいえ法的に店を相そう続ぞくするのはひとり娘であるマィヤだ。

　自分を屋敷に閉じこめて商会を好きにする──という可能性にもマィヤは首を振る。そのような回りくどいことをせずともいまでも思いどおりにやっているし、あれほど抜けまくった父相手ならサフィードがその気になれば乗っ取ることも容易だったはずだ。

（目的はお店ではない──とすれば、サフィードがわたしを皇宮から離そうとする理由はなに？）

　考えうる可能性をひとつずつつぶしていったマィヤだったが、ついに選せん択たく肢しがなくなると重い頭をクッションに沈めた。

（……。……。……つまり本気でわたしの心配をしてくれていただけ……？）

　たしかにシェリーク商会は皇宮御用達ではあるが、国から見れば取るに足たらない存在、仮にサフィードが皇宮関係者だとしても探りを入れられるような大層な店ではない。サフィードは皇宮関係者としてではなく店を預かる人間として考えたほうが自然だ。

　マィヤの知らないサフィードの過去、その一点に目をつぶればとても簡かん単たんな話だった。つまり、サフィードは跡継ぎであるマィヤの身の安全に配慮していただけだ。

（……もしかしてわたし、エシャン様にはめられた？）

　協力の代価をどうするかというエシャンの挑戦に対し、祖国の情報を代価としてわたすと告げた。そのとき仄ほのめかされたのがサフィードの過去だ。自分はエシャンの言葉にまんまと踊おどらされたのかもしれない。

（どうしてそんなことを……まさか、たった一日で代価の答えを出されたのがおもしろくなかったから……とか……？）

　すごくありえそうなことのように思えて、マィヤは「ああああああっ！」とクッションに両手を叩きつけた。

（あの人、絶対にわたしのことをおもちゃにして楽しんでるわよね!?）

　エシャンがはじめに声をかけてきたのも少年商人が年頃の娘だと見抜いたからだ。そういう面白いものをからかって、もとい、いたぶって遊ぶのが趣しゆ味みなのだろう。まんまと乗せられた自分に腹が立つ。

（けれどつまらない噓をつく人じゃないわ）

　自分の知らないサフィードの過去。それは自分を混乱させるための置石にすぎなかったとしてもきっと噓ではない。簡単に暴あばけるような噓はつかない人だ。

（──昔サフィードは、皇宮に、いた）

　きっとそれは本当のことだ。けれどもサフィードはいま、シェリーク商会の人間として生きてくれている。

（サフィードは皇宮がなつかしくないのかしら）

　サフィードがどのような出自なのかはわからない。けれども故郷から離れて別の場所で暮らしているという点ではラフィーカやエシャンとおなじだ。──そう思いいたったとき、マィヤは「あっ」と声を上げた。

『人生の半分ちかくをアルカダルで過ごしているんだ。故郷の思い出なんてはるか昔のこと、なつかしいどころか記憶から消えていてもおかしくない』

　王子たちが人生の半分ちかくをアルカダルで過ごしているように、サフィードは人生の半分ちかくをこの家で過ごしている。

（さっきの言葉、あれはサフィード自身のこと……？）

　思えばサフィードは父のことを商人として尊敬していた。そして父不在のいま、店と父の娘である自分にまでなにかがあったならきっと自分を許せない。

（サフィードにとって過去より大事なのは現い在まで、皇宮に行かせないっていうのもわたしの身を案じているから──だからわたしにきつく言ったの？）

　そんなサフィードに自分はなにを言ったか。

　──ひどいことを言った、気がする。

（……謝らなきゃ）

　マィヤが部屋を出るともう廊ろう下かの燈とう火かは消されていた。光源は曲がり角ごとに掲かかげられた角かく灯とうのほのかな明かりだけ、しかし住み慣れた屋敷ならそれだけで十分だ。

　マィヤがランタンを持たずに階下に下りると、サフィードは居間に書類を持ちこんで目を通していた。書類に落とすまなざしは真剣そのもので、声をかけづらくてその場でたたずんでいたマィヤだったが、

「どうした」

　視線を上げることなく問われ、マィヤはびくりとした。

「あの……まだ仕事？」

「ああ。旦だん那なさまの代わりにやらなきゃいけないことがあるからな」

　サフィードは自分の役割をちゃんと果たしている。なのに、自分は自身のことでせいいっぱいで考えがまわっていなかった──

「なにか用か」

「──さっきはごめんなさい」

　マィヤが頭を下げる。するとややあって「ああ」といつもと変わらない声音が降ってきた。

　顔を上げるとサフィードは先ほどと変わらず書類に目を落としたままで、こちらを向いてくれたのかどうかもわからない。

　しかしそのまなざしに、父がいない間の店を守ろうとする想いが見て取れた。サフィードは父がいつ帰ってきてもいいようにこの店を支えるつもりだ。

　サフィードにどのような過去があるか、いまでも知りたい。けれども現い在まを大事に思ってくれているならそれでいい、そう思えた。

「ほかになにか用か？」

「ううん、それだけ。おやすみなさい」

「ああ、おやすみ」

　そんないつもとおなじあたりまえのやりとりが、マィヤの胸の奥にあたたかな灯ともし火びをともした。
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　篝かがり火びに煌こう々こうと照らされる宮殿。丁てい寧ねいにみがき上げられた壁面は灯火を照りかえし、周囲にぼんやりとしたいくつもの光の輪を生み出す。

　その輪からはずれた闇の中に、人影がふたつ。

　しかしさほど離れていないたがいの姿も捉とらえられないほど、あたりは深い闇やみに覆われていた。

「君が後任者かい」

「は。先日の船でこちらへ到着いたしました。前任者は無事皇宮を出ましたので、これからは私がお役を務つとめさせていただきます」

　訊ねた声の主は年若い青年、答えた男は年とし嵩かさだが青年のほうが立場は上だ。

「引き継ぎは問題なく？」

「とどこおりなく──と申し上げたいところですが、引き継ぎ直前に前任者が出入りの商人に見られたらしく、片付けようとしたところ、水路に落ちて見失ったとの報告を受けております」

「まあ、一年もいたんだから顔見知りがいても無理もない。その落ちた者は？」

「まだ見つかっていない模様です」

　青年はわずかに思案する。水路は複雑に入り組み、地下水路に入ってしまえばまず生きて出られない。

　止とどめは刺せなかったが問題はないかと判断し、青年は話題を移した。

「叔お父じ上うえはお元気かな」

「は、戦の傷も癒いえてつつがなく」

「それはなによりだ」

「お父上もご壮そう健けんでいらっしゃいます」

　付け足された一言に青年は「……そう」と気のない返事をした。

　祖国は孝こう心こう、とりわけ親への孝行を肝かん要ようとする国だが、数えるほどしか会ったことがない言葉も交わしたことのない父への情があるかと問われれば、正直あるとは言いがたい。

　最後に会ったのがいつなのかも思い出せないくらいで、こうしてひそかに人を送り、祖国との連絡をつけてくれる叔父のほうがよほど身近な存在だ。

「洛のほうは？」

「いまもあやつらが徘はい徊かいしております。ですが殿下には安んじてご帰き還かんいただけるよう図はかっておりますれば、なにとぞいましばらくのご辛しん抱ぼうを」

「……へえ」

　青年が答えるまでに間があったことに男は気づかなかった。

　青年は男からあずかった書簡をもてあそんでいたが、やがて口を開いた。

「今日おもしろい話を耳にしたんだよ」

　その声音もまた、ほんのすこし変わったことに男は気づいただろうか。

「話、とは？」

「祖く国にのことだよ。洛の話だ」

「と申されますと……」

　闇の向こうの声音がかすかに揺れたのを、青年は闇の中で満足げに微笑んだ。

「シンドゥーラから着いた船に乗っていた商人の話だとか言っていたかなあ。つまり君とおなじ船で来た者の話なんだけれど、なぜかいま聞いた話とずいぶんちがうみたいなんだよね」

　嘲笑交ちようしようまじりの声音に、ゆら、と闇が揺れる。男が足を後ろに引いたのだ。

　しかしそのゆったりとした声音に反して青年は手早く短剣を抜きはらうと、その距離を誤ることなく男の眉み間けんに刃やいばを突きつけた。

「ひっ──」

「どうして逃げるんだい？　いまの言は偽りだったと認めるということかな？」

「そっ、それは……！」

「これは叔父上からの親書だよね。ということはいまの話も叔父上の差さし金がねと理解していいのかな？　偽にせ情報を届けるためにわざわざ海をわたってくるなんてご苦労なことだったねえ」

「閣かつ下かはけっしてそのような……！」

「じゃあ説明してくれるかな？　おなじ船でついた君たちの情報が食いちがっている理由を。私が納なつ得とくいくように」

「あ、あ……」

　男はなおも後ずさるが、眉間に突きつけられた刃から逃れることはできない。

　そしてその足は数歩としないうちに止まった。男の喉のど元もとが短剣によって搔かき切られたのだ。

　男の上半身はくらりと傾かしいで背後の闇へと消え、つづいて聞こえた水音はすぐさま闇に飲みこまれた。

　青年は見えるはずもない水面を見やる──瞳にその闇を映し取るかのように。

　そして無言で踵を返すと青年の姿は闇へと消え、あたりはふたたび静せい寂じやくにつつまれた。
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「──へぇ、けっこうな利り益えき率りつだな」

　翌よく日じつ、朝食を終えたあとマィヤが昨日報ほう告こくしそびれていた外商売上書を渡すと、サフィードは目を落としただけで内容を汲くみとった。

「でしょ」と返すマィヤの声こわ音ねも自然とあかるくなる。

「今回の品は捌さばけたようだが次の仕入れはどうする？」

「皇こう宮ぐうのお客さまはそれなりの宝石であることは大だい前ぜん提ていで、あとは値段よりも先に好みかどうかなのよね。だから意匠デザイン性せいに力を入れて幅はばひろくそろえてみるのがいいと思うの」

「王おう侯こう貴族級の大粒の宝石は売り先がかぎられる。売れ残ったときはどうする」

「それはほかの国に……意匠性を考えたら北の国々へ持っていくとか？」

「北への陸りく路ろの危険率を考えると現実的じゃないな」

「それなら海かい路ろでどう？」

「海路で再販するとサラフから直接卸おろしている商人に関かん税ぜい分で売り負けないか」

「じゃあ……」

　次の案を出そうと口を開いたマィヤだったが言葉がつづかず、

「それが次までの宿題だな」

　と、はらりと売上書を返されてしまった。

（ううう、今回は褒ほめてもらえると思ったのに……）

　今回売上と利益が出ていても次も売れるとはかぎらない。仕入れを考える際は、売れなかったときの別の販路も考えておかなければいけなかった。

　宝石だからこの程度の駄だ目め出だしで済んだが、食品や季節品など販売期限のあるものならさらに突っ込まれただろう。

（三年前のサフィードならどう答えたかしら）

　サフィードとの年の差は三つ、だがサフィードが自分の年ねん齢れいのときにはより多くの解答を上げていたにちがいない。

　打だ倒とうサフィードの道のりは遠そうねとマィヤはため息をつきそうになったが、

「だがまぁ、それだけ売上を積つめば今月はかなり売上上位に食い込みそうだな。大したものだ」

　その言葉にマィヤは内心でよしっとひそかにこぶしを握にぎった。

（道は遠くても目標をひとつずつ達たつ成せいしていけば大丈夫！　遠き道も一歩からってドンパパスも言ってるし！）

　今月は売上一位をもらうわ！　とマィヤが意い気き込ごんでいると、「サフィード様」と家人が寄ってきた。

　家人に耳打ちされた内容はマィヤには聞こえない。だがサフィードのまなざしがすっと真しん剣けんみを帯おび、深しん刻こくな内容だとわかった。

「どうしたの」

「なんでもない。出かけてくる」

「なんでもないって顔じゃないわ。──皇宮からの報しらせよね？」

　マィヤに視線を向けられた家人は「え、あ……」と言葉を詰つまらせたが、

「話しなさい」

　店主の娘の命令におそるおそる口を開いた。

「あの……皇宮で、商人らしき男の遺い体たいが見つかった、と……」

「おい！」

　サフィードの怒ど声せいに「もっ、申しわけございません！」と家人は逃げ去り、マィヤは呆ぼう然ぜんとしてその姿を見送ることしかできなかった。

（……いま、なんて……？）

　サフィードはマィヤの頭にぽんと手を置き「おまえは待ってろ」と言い置いて立ち去ろうとする。そのサフィードの裾すそをマィヤはとっさにつかんだ。

「マィヤ？」

「──連れていって」

「無理しなくていい」

　サフィードは努つとめて冷れい静せいな声音で告つげたが、マィヤは湧わきあがる感情で押し返した。

「皇宮に連れていって……！」
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　皇宮までどうやってたどりついたのかおぼえていない。

　サフィードの腕うでにしがみつきながら、現実感のとぼしいふらふらとした足取りでマィヤがついていくと、黒こく衣いの皇宮武ぶ官かんが人ひと垣がきをなしていた。

「────」

　彼らが取りかこむ場所──そこにあるものを思うと足がすくんで動かない。

　サフィードはマィヤの肩に手を置き、しがみつく指からゆっくりと自身の腕を抜くと、

「ここで待ってろ」

　そう言い置いて皇宮武官の人だかりへとむかった。

　皇宮武官と言葉をかわすと長身のサフィードの後ろ姿は黒衣の集団へと吞のみこまれ、やがてその髪かみも黒衣のなかへと沈しずんだ。ひざまずいて確認しているのだろう。

　いまサフィードはなにを見ているのだろう──？

　自身の鼓こ動どう以外の音が消え、息を吞むような静けさに周しゆう囲いの時が止まったかのようだ。

　そのような中でサフィードはゆっくりと立ち上がると、人ごみを抜けてまっすぐこちらに歩いてきた。

　その藍あい色いろの瞳に映ったものを自分に知らせるために。

　この場から逃げたい。けれども足が動かない。凍りついたマィヤの前で立ち止まると、サフィードはマィヤの視界を前髪で隠かくすかのように額ひたいに手を置いた。




「──旦だん那なさまじゃ、なかった」




「……！」

　殺されていたのはおそらく商人、だが東国の者で旦那さまとは似ても似つかない風ふう貌ぼうだった──そう説明している最中にマィヤの身体からだがくずれ落ち、サフィードはとっさに腕をまわして支えた。

「大丈夫か。あとは俺がなんとかするからおまえは先に帰って──」

「帰らない……っ!!」

　マィヤは凍りついた身体が砕くだけるほどの大声を張り上げた。

「わたしは父さまを捜すわ！　一日でも早く父さまを見つけるの！　もうこんな思いはしたくないから！　だから絶ぜつ対たいに帰らない……!!」

　マィヤはサフィードの胸元にしがみついて叫ぶ。

　見つかった遺体は父のものではなかった。しかし次に見つかるものが父ではないとはかぎらない──それどころか永久に見つからないかもしれない。けれども今日のような報せに怯おびえて暮らすのは絶対にいやだ。

　恐きよう怖ふか怒りか判別しがたい感情がマィヤの胸で渦うずを巻く。サフィードの衣服をぎゅっとつかんだ指がふるえる。

　──すると、ふっ、と頭上から笑みが降ってきた。

「バカだな」

　え？　と顔を上げかけたマィヤだが、サフィードの表ひよう情じようを見る前に抱きしめられた。

「……！」

「泣きながら言うことじゃねぇだろ」

　サフィードはしかたないなとばかりに幼子をあやすように背中を撫なでる。口調はいつもどおりだが触れる手がいつになく優しくて、マィヤの張っていた気持ちが緩ゆるみ、堰せきを切ったように涙があふれだした。

　変わらず撫でつづけるその手は、大丈夫、大丈夫と語りかけてくるようで、だんだん心が落ちついてくる。
















　そしてマィヤの嗚お咽えつがおさまるとサフィードはマィヤの肩に手を乗せ、宮きゆう殿でんのほうに向かせて背中を押した。

「ほら、行ってこい」







　マィヤが白の宮殿に駆かけていくのを見送っていると、背後から「申しわけございません」と声がかかった。

「使いの者には貴方あなた様にだけお伝えするよう命じたのですが……」

　弁べん解かいじみた言葉がつづいたのは怒りがにじんでいたためだろう。

　抑えていたつもりだが、手ちがいとはいえマィヤを泣かせたことには変わりない。

　しかしその怒りの半分は、昨晩泣かせてしまった自分が原げん因いんだ。八つ当たりにならないよう、サフィードはひとつおおきく息をついて心をなだめた。

「まあいい。この一件があろうとなかろうと屋や敷しきでおとなしくしているお姫様じゃないからな」

　努めて平静に告げ、サフィードは皇宮武官らの耳を避さけるために人ひと気けのない木こ陰かげにタルジュを誘いざなう。そしてここなら大丈夫だろうと大樹の幹みきにもたれかかった。

「ところであの遺体、伊い那な人じんのようだがどこの店の者だ」

「それが……」

　タルジュが懐ふところから取り出した割わり符ふに、サフィードは不ふ審しんげに目を細めた。

「……見おぼえがある図ず柄がらだな」

「はい。まちがいなくシェリーク商会のものです」

　商会には皇宮に入るための割り符が数枚与えられているが、すべてサフィードの管理下にある。つまりここにあるのは皇宮から発行されたものではない偽ぎ造ぞう品ひん、もしくは失しつ踪そうした店主ハーティが所しよ持じしていたものということだ。

「割り符の偽造は内部の人間が関わっていないと難むずかしいだろう」

「本物です。おそらく店主が持っていたものでしょう」

「あの遺体の者が店主失踪に関わっていたということか？」

「この割り符を持っていた以上なんらかの関係があったと考えられます。が……」

「あの者の身元を洗うのは難しそうだな。それよりあの者が皇宮内でなにをしていたのかという線から当たるほうが早そうだ。店主失踪当日の出入りの数が合っているということは割り符を持たない者が不ふ正せいに外に出たということ、難しいかもしれんが皇宮勤づとめで一昨日おとといから姿が見えない者も当たってみてくれ」

「かしこまりました」

「しかし伊那か……」

　考えこんだサフィードに、「なにか思い当たる節でも？」とタルジュが問う。

「ああ。厄やつ介かいな相手が絡んでいなければいいと思ってな」

　十年来関わりがなかったというのににわかに周囲にちらつきはじめた存在。偶ぐう然ぜんであればいいのだがとサフィードは厳きびしく目をすがめた。
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　マィヤが白の宮殿に向かっている途中、「おーい」とおおきく手を振る青年がいた。

「マィヤちゃん、大変だったねー」

「ラフィーカ様、どうして……」

　白の宮殿まではまだずいぶんと距離がある。このようなところでラフィーカと出くわすとは思わなかった。

「今け朝さ、死体が見つかったって聞いてさ。確認してからマィヤちゃんに使いを出そうと思って宮殿にもどってみたらもう来てるって知ってさ。ずいぶん早かったね」

「あ、はい。皇宮からサフィードに連絡があって……」

「サフィードって、あーお兄さんか。彼すごいねー。皇宮武官にも伝つ手てをつくっててすごいやり手って感じ」

「そうなんですか？」

　皇宮からの報せはシェリーク商会宛あてのものでサフィードが店主代行として受けただけかと思っていたが、その口ぶりだとサフィード個人に宛てられた報せのようだ。

「昨日もマィヤちゃんが帰ったあとタルジュと話してるのを見かけたよ。あ、タルジュっていうのは皇宮武官の隊たい長ちようでね。ほら、彼」

　ふりかえると、ラフィーカが指さす先にいたのは一昨日マィヤを呼び止めた鉄てつ面めん皮ぴの武官だった。かなりの距きよ離りがあるのでくわしくわからないが、いまもサフィードと話している。

　昨日マィヤが帰ったあとといえば港でサラフと伊那の情勢を訊ききまわっていたころだ。サフィードは自分の仕事に行ったと思っていたが皇宮にもどって彼と話をしていたのか。

（知り合いなのかしら？　でもサフィードが皇宮に上がることってあまりなかったはずだけど……）

　しかしシェリーク商会の店主代理として一度や二度は上がっているだろうし、顔見知りでもおかしくない。だがマィヤの心をよぎったのは昨日のエシャンの一言だった。

（皇宮にいた頃からの知り合い、とか……？）

　エシャンに吹ふきこまれた毒どくがマィヤの心に黒い染しみを落とす。さっきまで一いつ緒しよにいたサフィードが遠い存そん在ざいのように感じた。

「大おお店だなの商人ってすごいんだね。普ふ段だんから多くの人を仕し切きってるからだろうけど、はじめはどこかの王子かと思っちゃったよ」

（──王子）

　その一言にマィヤの鼓動がおおきく跳ねたが、まだぬくもりの残る拳こぶしをぎゅっと握って動どう揺ようを押し隠し、言葉を返した。

「ええ、うちでもそんな感じです。なぜか貫かん禄ろくがあるというか、店主の父よりもえらそうで」

「はは、えらそうか。俺は本物の王子だけど俺ってそんなにえらそう？」

「いえっ、ラフィーカ様はそんな！」

　はじかれたように答えるとラフィーカは笑みをこぼし、宮殿へと歩を進めながら言葉を継ついだ。

「ま、俺が王子らしくないだけかもしれないけどね」

「そんなことないと思います。でもすごい大国の王子様なのにラフィーカ様はお話ししやすい方ですよね」

「うん、よく言われる。でもたしかに大国だけど家族の間はそんなに格かく式しきばったものじゃないんだよ。うちは家族仲がよくてねー両親は幼なじみの身内婚だからおたがいずけずけと遠えん慮りよがないし、民や臣下の前で澄すました顔をしてるのが大変だってさ」

　絶対的権力を持つサラフ王家の実態に、「本当ですか!?」とマィヤは目をまるくした。

「ほんとほんと。ほかの王子にも聞いたけど、為い政せい者しやとしての顔と家の顔は別ってのはめずらしくないみたいだよ」

「じゃあもしかしてこの国も……？」

「あ、ごめん、アルカダルはわからないや。俺ずっと皇宮に住んでるけど皇帝陛へい下かにお会いしたことないから」

「そうなんですか？」

「うん、女帝陛下にはご挨あい拶さつに上がるんだけど皇帝陛下はいらっしゃらないな。まだお若いと聞いているし、内乱は収まったとはいえ御おん身みに万が一があったら大変だから奥おう宮きゆうにいらっしゃるんじゃないかな？　本ほん宮ぐうにいらっしゃる皇帝陛下は身代わりで、本当の陛下はずっと奥宮にいらっしゃるって噂うわさもあるくらいだし」

　マィヤも帝てい都とに住んでいながら皇帝の姿を拝はいしたことがない。だが皇宮に住んでいてもおなじ状況だとは思いもしなかった。

（まあ、これだけ広ければ何年も住んでても顔を合わせない人もいるわよね……）

「マィヤちゃんこそ王子相手でも物もの怖おじしないよね。すごく慣れてる感じ。皇宮商人だから？」

「えっ、いえ、そんなことは……」

　そう言ったものの、言われてみればそうかもしれない。自分とは異なる世せ界かいの貴き人じんばかりが住まう世界だというのにやけに落ちついている。それどころか、なぜかなつかしさすら覚える。

（どうしてかしら……？）

「そういえばマィヤちゃんのご先せん祖ぞも皇族なんだっけ。マィヤちゃんの家うちはどうなの？」

　どうして知っているのかと思ったが、姓せいを名乗ったことを思い出した。アッファードは帝位継けい承しよう権けんを失くした皇こう族ぞくが名乗る姓、アルカダルの文化に精せい通つうしていればわかることだ。

「たしかに先祖は皇族みたいですけれど、うちはもう全然関係なくて。でも家族の仲は良いです」

　そう口にすると父を思い出して胸がつきんと痛み、マィヤはあわてて話を逸そらした。

「エっ、エシャン様のところはどうだったんでしょうね？」

「エシャン？　そういえば聞いてないなあ。エシャンのことは俺もよく知らないんだよね。年が近いしわりと親しいけど、そもそも名前すら聞いてないし」

「え、お名前ってエシャン様じゃないんですか……？」

　マィヤが首をかしげると、「ああ、それはここでの呼び名」とラフィーカは答えた。

「俺たちみんな、女帝陛下から呼び名をいただいてるんだよ。だって〈ラフィーカ〉ってアルカダル語でしょ？」

（あ、言われてみれば）

「アルカダル語で〈疾しつ風ぷう〉って意味なんだってね。俺、ここに来たころまだ子どもだったからさ。広い皇宮を走りまわっているときに女帝陛下と出くわしたんだよ。それが初お目見え。元気がいい子だってこの名前をくださったんだ」

　ラフィーカは当時をなつかしむように目を細めた。

「ほかの特とく使しもみんなそれなりの出しゆつ自じだし、でも国名や地位がちらつくといらない気を遣つかいあうかもしれないから呼び名を使ってるんだ。まあ本名を伏ふせなきゃいけないわけじゃないから、たがいの素す性じようは知っているんだけどね」

「じゃあエシャン様の御名も女帝陛下から？」

「そのはずだよ。エシャンは東とう国ごくの花かなにかの名だったっけな？　昨日も言ってたけどエシャンは祖国が戦いくさになったから叔お父じさんに連れられて逃のがれてきただけで、特使じゃないんだけどね」

　でもまあ肩書きで仲良くしてるわけじゃないからと告げるラフィーカに、マィヤは思いきって聞いてみることにした。

「エシャン様とラフィーカ様ってどうして仲がいいんですか？」

「え？　どうしてって？」

「あの、性格が全然ちがっていらっしゃるのに、気が合うのが不ふ思し議ぎだなあって……」

「たしかに性格はちがうね。でもなんでだろ？　俺、国のこととか家族のこととかどうでもいいことをよくしゃべるんだけど、エシャンはそれを楽しそうに聞いてくれるんだよねー」

「そうなんですか……？」

「うん。どっちかといえばエシャンはひとりで書を読んでるほうが好みなのかなーと思うし、ほかの人たちには態度が冷たいからみんな寄ってこないんだけど、俺には気を許ゆるしてくれてるみたい。そうやって自分を肯こう定ていしてくれる人がいるっていいものだよね」

　エシャンは甘い人間に対しては容よう赦しやなく突いてくる性格で、能のう天てん気きなラフィーカなんて恰かつ好こうの的まとにされそうなものだがそうではないらしい。

「マィヤちゃんもわりと気に入られてるほうだと思うよ」

「ええ!?」

「だってエシャンが自分から声をかけるなんてまずないことだし、次の日も興味を持ちつづけるなんてすごく稀まれだよ」

（それってほかの人なんて虫けら以下の扱いなんじゃ……）

　エシャンはひどい人というのが常じよう態たいで、ラフィーカのみ人並みの付き合いができているらしい。

「エシャンがなんで俺を気に入ってくれたのかはわからないけど、俺はエシャンから多くのものをもらってるかな。なんだかんだ話を聞いてくれるし、自分とちがう見方で返してくれるし」

「仲がよろしいんですね」

「うん、大事な友だち。でもエシャンがマィヤちゃんを気に入りすぎたら困るかも」

「え、どうしてですか？」

「エシャンって大切なものをひとりで囲かこいこむ性格だから。昨日マィヤちゃんのお兄さんについて言ってたこと、まんまエシャンじゃないかって思ったよ。あのふたり、外向きの顔はちがうけど似た者同どう士しで性格合わなそうだよね」

　エシャンとサフィードが顔を突き合わせている姿を想像するとラフィーカの言うとおりで、マィヤが思わず噴ふき出していると、ラフィーカがおおきく手を振った。

「あー、スィルだ！　おーい！」

　どうやら知り合いを見つけたらしい。

　白の宮殿のほどちかくにいたのは光に透すけるような金の髪の少年で、年はマィヤとおなじくらい、まだ成せい長ちよう期きに入っていないのか身長もマィヤとそう変わらなかった。

（あの子もどこかの王子様なのかしら？）

　北国の絵かい画がの天使のように顔立ちが整っているのでそう思ったが、ほかの特使とくらべてずいぶん年が若いし、衣い装しようもアルカダルのものだ。

　少年は呼ばれたことに気づかなかったのかその場に腰を下ろし、目を閉じると、抱かかえていた竪たて琴ごとを奏かなではじめた。

（あ……）

　そよぐ風に溶けこむ自然な音。弦げんにすべらせる指はまるで流水のようになめらかで、紡つむがれる音はまるで光を織おっているかのよう。繊せん細さいな調べに引きこまれたマィヤは思わずその場に立ちすくんだ。

　やがて音は風がやむように自然にやみ、少年の瞳がゆっくりと開かれる。

　その瞳は輝く森のような翡ひ翠すい色いろで、いま微睡まどろみから覚さめたばかりの子犬のようにとろんとしていた。

「──あの子はスィルっていってね、エシャンとおなじく陛下の楽がく師しなんだよ」

　ラフィーカがこそっと耳打ちする。

「おっとりした子でね。あれはいつものことだから気にしないで」

　たしかにスィルはこちらに気づかずぽややんと周囲を見やり、ゆったりとしたその動きはまるで見えない蝶ちようを追っているかのようだ。

（天上の音を紡ぎ出す人は、普通の人と視みえているものがちがうのかしら……）

　スィルは周囲を見まわしながら、紡ぎ忘れていたかのようにぽん、ぽん、と音を生み出していたが、やがて立ちすくむマィヤに目を留とめると茫ぼう洋ようとして問うた。

「きみは、だれ……？」

「え………」

　ゆったりとした問いかけ。しかし翠すい緑りよくの瞳に魂たましいを見透かされた気がしてマィヤが答えられずにいると、次の瞬しゆん間かん、スィルはほわりと笑顔をむけた。

（かわいい……！）

　朝もやにつつまれた早朝に白い花がほころぶような笑みだった。女のマィヤにも真ま似ねできないような可か憐れんな微笑だ。

　きっとスィルが女装しても見抜かれないにちがいないと、女でありながら少年の恰好をしているマィヤは妙な親近感をおぼえた。

「あ、こっちは俺とエシャンの友だちのマィヤちゃん。皇宮商人だよ。スィルがこんなところで弾ひいてるなんてめずらしいよね。いつも陛下のお側そばにいるのに」

　するとスィルは「彷徨さまよってたから……」とおっとりと告げた。

「彷徨ってた？」

　ラフィーカがきょろきょろと見まわすがあたりに人影はない。

「だれもいないみたいだけど？」

「うん、調べにのって光に還かえったから……」

「えっ!?　それって！」

　驚きの声を上げたラフィーカに「どうしたんですか？」と訊たずねると、ラフィーカは言いづらそうに告げた。

「スィルはね、導どう師しなんだ」

「導師？」

「そう、導師として鎮ちん魂こんができるんだよ」

　人は死ぬと生者の弔とむらいを受けて神の裁さばきを受けにゆく。弔いは近親者がおこなうが、近親者がいない者、身元不明の者や戦などで多くの者が一度に亡なくなったときなどは導師が鎮魂をおこない、現世に悪あしき魂が留とどまらないようにする。

（その鎮魂をこの子が？）

　これほど若くして導師だというのも驚きだが、ここに魂が彷徨っていたということは。

（つまりここが殺人現場ってこと──!?）

　マィヤが驚きのあまり口をぱくぱくさせていると、ラフィーカがスィルに詰め寄よった。

「その魂の正体とか魂が抜けたときの状況とかわからないかな!?」

「……どう、かな……」

　スィルは思し惟いを追うように考えこむ。だがそのまま考えが霧む散さんしてしまったらしく、またちがう世界を見るようにぼんやりと視線を漂わせはじめた。

「ああああ、またかー……」

　ラフィーカは力が抜けてその場にしゃがみこむ。どうやらよくあることらしい。

「ねースィルー、昨晩も陛下の側にいたんでしょ？　エシャン見かけなかった？」

　ラフィーカは恨うらみがましそうに見上げると、スィルはこくんとうなずいた。

「いました……」

「あーやっぱりそうなんだ。マィヤちゃん、今日はエシャン捕つかまらないと思うよ」

「え？」

「昼番ならずっと奥宮だし、夜番だったならいまごろ寝てるだろうし」

　とラフィーカが言っている最中に、スィルがぽつりと言葉を落とした。

「でも……音がちがった……」

「え、音？　エシャンの？」

「………」

　ラフィーカの問いに答えることなくスィルはまた竪琴に寄り添って音を紡ぎはじめ、ラフィーカは深いため息を漏もらした。

「マィヤちゃん、行こ。ああなるとまた周囲が見えなくなるから」

　促うながされるままにその場を離れると、ラフィーカは遠い空を見上げた。

「エシャンの音がちがうなんてめずらしいなー」

「そんなにお上手なんですか？」

「うん。スィルは見たまんま感性で弾く子だけど、エシャンの笛はお手本どおりっていうかな、全然ぶれないんだよね。音をまちがうことなんてまずないよ。まあ天才だけにわかる程度のちがいかもしれないけど、いったいどうしちゃったんだろ」

「さあ……そういえば殺されたのって東国の商人じゃなかったですか？　もしかしたらエシャン様とも顔見知りだったのかも」

　顔見知りのひとりやふたり亡くなったところで動揺するとも思えなかったが、ラフィーカは「ああ、それで乱れたのかもね」と納なつ得とくしていた。

「スィルが奥宮から出てきたのもそのせいかな。普段はあまり出てこない子なんだけど、エシャンの不調の原因に感づいたのかもね。それにしても狙ねらわれたのは商人かー……」

　そう口にしてからラフィーカはちら、とマィヤを見やった。父もまたおなじ事件に巻き込まれているのではないかと危き惧ぐさせることを気遣っているようだ。

　大丈夫ですとマィヤがうなずいてみせると、

「じゃあ今日はこの事件について調べてみようか」

「はい！」
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「──やはりあの方が気がかりですか」

　タルジュの名をはばかった問いかけに、サフィードは苛いら立だちを隠さずに答えた。

「あたりまえだ。さっそくマィヤにいらないことを吹き込みやがって……十年来触れずにいたものを」

　昨日マィヤを泣かせる原因となったのは、元はといえばエシャンが元げん凶きようだ。

　マィヤはなにかと勘かんがいい。確かく証しようまではつかんでいないが自分の正体に勘付きはじめたようだ。あの者に知られた以上隠しきれるものではないとわかっていたが、よくも嫌いやな形で明かしてくれたものだと苛立ちがつのる。

「だがいまはあの者よりも店主の割り符を持っていた商人のことだ。伊那国の皇宮商人はいるのか？」

「いえ、現在はおりません。伊那国はながらく内乱がつづいておりましたし、騎き馬ば民族の新王朝とは国こつ交こうを結んでおりませんでしたので。とはいえどうやら皇弟の巻き返しにより内乱も落ちつきつつあるようですが」

「やはりこちらにも報せが入っていたか。情報が早いな」

「昨日ついたばかりの報せです。貴方様のお耳に届いているほうが驚きました」

「一応俺も大店をあずかっている身なんでな。海を行き来する商人が一番耳が早い。しかし救きゆう国こくの英えい雄ゆう、か……」

　伊那は騎馬民族に洛みやこを占せん領りようされており、南に逃げのびた皇帝は新たな洛を立てて国は二に分ぶんしていた。その騎馬民族から洛を奪だつ還かんしたのは辺へん境きようの塞とりでをあずかっていた皇帝の弟だ。

「その功績に人心が寄り、次期皇帝にとの呼び声も高いとのことです」

「伊那は血けつ統とうにこだわる国だそうだが皇帝の実弟ならばその問題もないしな。本来の皇位継けい承しよう順をゆがめることもあり得うる話か。だがその情報は止めてあるのだろう？」

「無論です」

　自分から振った話ながら、その返答にサフィードは胸に苦いものをおぼえた。

「……あいかわらずなんだな」

　その一言にタルジュははっとして、なにかを口にしかけてそのまま言葉を吞みこんだ。

　タルジュが吞みこんだものを自分は知っている。──それはここで口に出すことができない自分の本当の名だ。

「いや、いまの俺にそれを言う資格はないな。すまない」

　和わ平へいの使者という名の見えない檻おり、その裏の意味を彼らもまた理解しているはずだ。それを檻の外から論じる資格などない。

「だが俺は昔、陛下から聞いたことがある。奴を国外に逃がしたのは叔父だ、と」

　はっとタルジュは目を見開いた。

「まさか……」

　その事実が意味するもの、そしてそのことを知るこの国が取り得る方法を察さつしたタルジュを、サフィードは藍の瞳で見み据すえた。

「そこでひとつ訊ねたい。──伊那からの情報を遮しや断だんするために皇宮が商人の口をふさいだという可能性はないんだな？」

　商人殺しは皇宮──アルカダル帝国のしわざなのではないか。それもやりかねない場所であることをサフィードは知っている。

「私の把は握あくしているかぎりではございません……ですが……」

　皇宮の警けい固ごをあずかる任についていても、それよりも高位の命により動いている者がいないとはかぎらない。ただの商人殺しから国家間の問題へとにわかに事件が大きさを増し、タルジュは言葉をにごしたが、

「いや、それが確認できただけでいい」

　とサフィードは手を振って止めた。

　シェリーク商会店主の失踪に関わる犯人からは店になんらの要求もなかった。彼らの目的は金きん銭せんではない、それ以上のなにかだ。それが国に関わる問題だと考えれば得とく心しんがゆく。

「その可能性も踏まえた上でこの事件を洗え」

　その命にタルジュは「はっ」と短く答とう礼れいした。
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「殺された商人は首元に傷があったから、ここで刺さされて水路に落ちて大門ちかくまで流されたってことみたいだね」

　スィルが見えないなにかに誘われるままにふらりと姿を消した後あと、ラフィーカは水路を覗のぞきこんで告げた。

　水面までの高さは子どもの背丈ほど、水はゆったりと流れ、水みな底ぞこはどれほどの深さがあるのか見当もつかない。

「発見場所までけっこう距離がありますよね。この水路ってどうなってるんですか？」

「ごめんね。皇宮の造りは機き密みつ情報だし俺たちもよく知らないんだ」

（たしかにそうよね）

　皇宮の造りをおいそれと知らせるはずがない。城の造りを秘するために建けん設せつに携たずさわった者を殺す国もあるほどだ。

「見える範はん囲いで水路をたどっていっても遺体の発見場所までは行けないし、どこかの宮殿の下を通っていることはまちがいないんだけどね」

「じゃあもし浮き上がって来なかったら──」

「うん、水底に沈んでるんじゃないかな。魚に食べられて原げん型けいは留めていないだろうけど。意外とたくさん魚がいるしね」

　水底に点々と転がる白はつ骨こつ──思わずその光こう景けいを想像してしまい、マィヤはふるえ上がった。

「おっ、恐ろしくないんですか!?　ラフィーカ様がお住まいの宮殿の下にも転がっているかもしれないんですよ!?」

「そんなの王宮には付きものだよ。たいていの国の王宮には監かん獄ごくがあるし獄死してる虜りよ囚しゆうだっているわけだから、王子がいちいち死体を怖がってたら王宮になんて住めないって。はははー」

　あっけらかんと言ってのけるラフィーカにマィヤは啞あ然ぜんとした。

（……お、王子さまって大変なのね……）

　王子らしくない親しみやすさのあるラフィーカだが、ときに商人のサフィードにしれっと噓うそをついたり、マィヤに声をかけてきた特使を笑顔で威い嚇かくしてみたり、本当に王子なのだと実感することが多々ある。

（本来なら気安くお話しできるお相手じゃないのよね）

　皇宮商人として飛びこんできたために親しくしてもらっているが、もし街中で見かけてもラフィーカは護衛にかこまれて馬上か輿こしの上にいるべき人、一いつ介かいの商人にすぎないマィヤは遠くから見ていることしかできない相手だ。

　そのような相手と一緒にいるいまの状況を不思議に思いながらラフィーカを見つめていると、

「あ、エシャンだ」

　その名にマィヤははっと我に返った。

「エシャン、いま奥宮から帰って来たんだ？」

　ラフィーカは親しげに駆け寄るが、マィヤは思わず心の内で警戒する。すると、

「──ラフィーカ？」

　エシャンは呼ばれてやっと気づいたかのように返事をした。

「あれ？　どうしちゃったの。ぼーっとしちゃって、らしくない」

「そうかな」

　エシャンはにこやかに応えるがどこか張りつけたような笑顔で、心ここにあらずといった体ていだ。いつもの彼らしくない。

「昨晩は夜番だったんだっけ？　疲れてるのかな？」

「そうかもしれないな。君たちは朝早くからなにをしているんだい？」

「今朝、男の遺体が見つかってさ。マィヤちゃんのお父上ではなかったんだけれど、商人みたいだったから事件に関係あるんじゃないかって思って調べてたんだ」

「……ああ、大門のあたりが騒がしかったのはそのせいか」

「殺されたのは東国の──伊那の商人だったみたいです。エシャン様にお心当たりはありませんか？」

「伊那の？　さあ。祖国の商人だからって贔屓ひいきにしている者はいないな。けれどこの国で伊那の人間はめずらしいからね。一度くらいは使ったことがあるかもしれない」

　エシャンは東国の商人が殺されていたことを知らなかった。つまり笛の音ねが乱れていたのはこの一件とは無関係ということだ。

（じゃあなにが原因なのかしら？）

　いまのエシャンの様子がおかしいことはマィヤにもわかる。笑顔でいるものの黒の瞳の奥にいつものいたぶるような覇は気きがない。

「その方も災難でしたね。せっかく祖国の情勢が落ちついてきたというのにこんな遠い地で命を落とすなんて……。エシャン様もはやく帰れるといいですね」

　するとエシャンは長い髪を揺ゆらし、頭かぶりを横に振った。

「それはどうかな」

「え？」

「情勢が落ちついてきたというなら私に帰国を促す報せが来るはずだ。だが一般人の君でも知っているというのに報せはない」

　先ほどまで勤めに出ていたせいか、エシャンの一人称は公的なものに──俺から私に変わっていた。しかしそのことにも気づいていないようにエシャンはつづけた。

「なぜ私に報せが来ない？」

「それはもっと落ちついてから呼びもどすおつもりなのでは……」

　するとエシャンは口こう端たんに薄うすく笑みを浮かべて告げた。

「ちがうな──私は見み捨すてられたんだ」

「え!?」

「叔父は戦火から逃がすという名目で私を国外に追いやって、残された地位も財産も好きにしているのだろう」

「そっ、そんなことはありません……！」

　反射的に声を上げるとエシャンは目をすがめた。その目にいつものなぶるような遊びはなく、いつになく荒すさんだ目にマィヤは恐怖に鼓動が逸はやるのを感じたが、ぐっとこらえて言葉を継いだ。

「叔父上様はエシャン様を守るために戦火を避けて安全な場所に逃がされたのでしょう？　その方を疑うなんて。きっとなにか事情が」

「──おめでたい奴だ」

　低い声音でマィヤの言葉を途中で断たつと、エシャンはマィヤの背はい後ごの大樹に手をついた。

「────！」

　長身のエシャンと木の間に挟まれたマィヤは、木陰となってさらに暗さを増したエシャンの顔を見上げることしかできなかった。

「事情も知らないおまえになぜそのようなことが言える？」

　獲え物ものを検分するような肉にく食しよく獣じゆうの目。追いつめられて、どくどくと鼓動が逸る。

（だけど、いまのエシャン様はまちがっているもの）

　マィヤは腹に力を込めると、エシャンをまっすぐに見上げて口を開いた。

「たしかにわたしは事情をよく知りません。でもエシャン様はいまもその方を信じていらっしゃるからお辛つらいのではないのですか？」
















　すると意外な言葉を聞いたかのようにエシャンは眉をひそめた。

「……辛い？」

「はい。いまのエシャン様はお辛そうに見えます」

　まちがっているのはエシャンの状況分析ではない。本当の想いから目を背そむけているそのことだ。

「エシャン様はその方を信じていたからこそ、いまも信じたいからこそ苦しんでいらっしゃるのでしょう？」

　おだやかな声音が風に溶け、心を構かまえたエシャンの耳に入りこむ。

　するとエシャンの目が一瞬見開かれ、マィヤは確信した。

　届いた──と。

「エシャン様はいまもその方を信じたいはずです」

「……裏切られたならどうすればいい」

「裏切ってなんていないかもしれません」

「裏切っているかもしれない」

「そうかもしれません。けれどエシャン様の信じたい未来はどちらですか？」

「………」

「どちらが本当かなど、実じつ際さいに見なければわからないことです。まずは話し合って、ご自身の目で確認して、判はん断だんするのはそれからではないのですか」

「そのような悠ゆう長ちようなことは言っていられない。先にやるかやられるかの世界だ」

「それでもわたしは信じます。その人にもそうしなければいけない理由があるかもしれないですから」

　現実はときに残ざん酷こくで、エシャンが言うことのほうが現実なのかもしれない。けれども現に自分はサフィードを信じたからこそ、エシャンの言葉の呪じゆ縛ばくに囚とらわれずに済んだ。

　可能性を疑いだしたらきりがない。望まぬ事態の可能性などいくらでもある。そのなかでも自分の信じたい未来はなにか──信じて結果を受け入れられる未来はなにか。はじめから現実をあきらめるのではなく、自分は手に入れたい未来を信じるだけだ。

「おまえは裏切られたことがないんだろう。おまえが気づいていないだけで、おまえのまわりも偽いつわりに満ちているというのに」

「わたしは家族を信じています」

「──本当に？」

　エシャンは目を眇すがめて覗きこむと、

「あいつの真実が明かされたとき、おまえはおなじことが言えるかな」

　そう告げながら二指でマィヤの頰の輪りん郭かくをつぅとなぞる。

　そしてまるで彫ちよう像ぞうを愛めでるような手つきでマィヤの頤おとがいをかすかにもたげた。

「──！」

　その冷たい指先にぞわりと肌はだが粟あわ立だち、どくどくと鼓動が逸る。それでもマィヤは目をそらさずに見つめ返していると、

「エシャン！　やめなよ！」

　声を上げて止めたのはラフィーカだ。

　ラフィーカに手首を取られ、エシャンははっと我に返った。

「ラフィーカ……？」

「ほんとどうしちゃったのさ!?　らしくないよ！」

　エシャンは頭かぶりを振り長い髪を数度揺らすと、「疲れていたみたいだ」と認みとめた。そして正面に向き直ったエシャンの瞳には先ほどまでの暗い陰かげはなかった。

「すまなかったね。またおいで」

　やわらかな偽りの笑顔──昨日までのエシャンの顔だ。

（元に、もどったの……？）

　凝ぎよう視しするマィヤの視線を躱かわしてエシャンは踵きびすを返す。いつものゆったりとした歩み、しかしその背中にマィヤはぞくりと寒さむ気けをおぼえた。

　普段の自分を心がけていながらも警けい戒かいを解といていない。もし背後から近づけばふり向きざまに斬きり殺されそうな気配だ。

（さっき見た瞳には陰はなかったのに）

　──いや、ちがう。奥に潜ひそめていただけだ。いまもまだエシャンの中で、なにか昏くらい感情が渦うず巻まいている。

　あの深しん淵えんの闇やみをはらんだような瞳。本能的な恐怖を感じ、マィヤは身をふるわせた。

「マィヤちゃん、大丈夫だった？」

「ええ、はい……」

　そう答えるもののきっと顔色はよくない。呼吸は細く、視界がおぼつかなくなっている。

「エシャンも一晩中陛下のお側でお勤めだったからさ、気が張りつめてたんだよ。マィヤちゃんも朝早くから来て疲れてるんじゃない？　今日はもう帰った方がいいんじゃないかな。あっ、あれ、お兄さんじゃない？」

　ラフィーカの指さす方向を見やると、こちらに向かってくるふたりの青年の姿があった。

　ぼやけた視界では顔を判別できないが、その立たち居いはここに住まう王子かと思った。

（……王子）

　──おまえのまわりも偽りに満ちているというのに。

　先ほどの声音がよみがえり、マィヤはぎゅっと目を閉じると、

「おい、大丈夫か」

　あわてて駆け寄ってきたのだろう、マィヤの肩が抱きかかえられ、触れた手のひらだけでサフィードのものだとわかった。

「彼女、ちょっと体調がすぐれないみたいだから、連れて帰ってあげてくれないかな」

「かしこまりました。お見苦しいことで申しわけございません」

　サフィードはラフィーカに恭うやうやしく一礼し、マィヤを連れて皇宮を出る。

　皇宮の大門を抜けると人々の活気に満ちていて、マィヤの冷え切った身体に熱を与えてくれた。皇宮内のほうが空気は綺き麗れいなはずなのに、住み慣れた砂ぼこりが立つ往来で深しん呼こ吸きゆうすると身体に力がゆきわたるような気がする。

「よし、顔色がもどってきたな。さっきはずいぶん悪そうだったが、なにかあったのか」

「たいしたことじゃないわ」

　マィヤは努めて平へい静せいを装よそおって返した。

　言えるはずがない──サフィードのことでエシャンに揺さぶりをかけられたなど。

（サフィードはいったい何者なの）

　先ほど靄もやがかった視界に姿が見えたとき、顔は判別できなかったがサフィードとタルジュだとわかった。背恰好ではなくその立たち居いでふたりの区別もできた。

　そのとき気づいてしまった──サフィードの立居が特使の王子たちと似ていることに。

　人は育ちによってその家の空気をまとう。貴族は貴族らしく、商人は商人らしく、所作が自然と身についてその生まれに応じた存在になっていくものだ。

　サフィードはマィヤの家に来たときから商家の生まれではない気がしていた。だが一いち概がいに商人といっても皇宮御ご用よう達たしの大商人と辻つじ売うりとでは育った環境がちがう。マィヤの家より裕ゆう福ふくな育ちだったのかとも思ったが、いま実際に皇宮で見て気づいてしまった。

　サフィードは皇こ宮こで暮らしているべき人だったのだ、と。

　マィヤの家で暮らすようになって時がたち、いまではすっかり周囲に溶けこんだサフィードだが、当時のことを憶おぼえているマィヤにはわかる。

　皇宮を出るときもそうだ。サフィードは見送りにきたタルジュに一礼していたが、そのときも違い和わ感かんをおぼえた。頭を下げているのはサフィードだが、礼を受けるタルジュと立場が逆なのではないか、と。

「心配するな。旦那様のことは皇宮武官にも捜すように頼んでおいたから」

「……そう」

（命じておいた、ではなく？）

　疑心に囚われて返す言葉に心が入らない。

　サフィードは皇宮でどういう立場だったのだろう？　そのようなことに心乱されている自分はエシャンに説教できた義理ではない。

「なんだ、今日はお姫様ごっこができなくて拗すねているのか？」

「ちがうわ。そんなんじゃないってば」

　──仮にサフィードが皇宮の人間だったとして、王子がマィヤの家にいる理由などない。

　皇宮武官が潜せん入にゆう調査しているにしても店では禁きん制せい品ひんなど取り扱っていないし、税もきっちり収めている。

（じゃあどうしてサフィードはうちにいるの？　今回の父さまの失踪にも関わっているの？）

　サフィードの過去をふくめ、父の失踪には自分の知らない大きななにかが動いている気がしてならない。父の失踪、サフィードの過去、エシャンの不審な言動──自分をとりまく状況は一本の線でつながっている気がするのに、それらを結むすぶ一ひと筋すじの光こう明みようを見み出いだすことができない。

　いったいなにが起きているの──答えの出ない疑問を抱えてマィヤがとぼとぼと歩ほを進めていると、




「──そらっ」




　距離を置いたサフィードの声にはっと顔をあげると、目の前にせまっていたそれは見事にマィヤのおでこに直ちよく撃げきした。

「～～～～!!　痛いじゃないっ！」

　しかし投げた本人のサフィードは「にぶいな」と苦笑するばかりだ。周囲にいた通行人にもくすくすと笑われ、マィヤはサフィードを恨めしそうに睨ねめつけながらそれを拾った。

　ぶつけられたのは、でこぼこと尖とがった固い皮で覆おおわれた果くだ物ものだった。目の前の店で買ったらしい。

「好きだろ、それ」

「……好きだけど」

　しっかり好みを把握されている。図星をさされ、しかし悔くやしさのあまり素す直なおになれずに渋しぶ々しぶ答えると、

「腹が減ってるんだろ。それでも食べて機き嫌げんをなおせ」

「ちがうわよ！」

（食べ物で釣つるってなに!?）

　こんな尖ったものを投げつけた挙あげ句くに食べろなどと、乙女おとめ相手の所しよ業ぎようではない。

（でも……）

　サフィードは小刀を取り出して自身が持っていた果実に切れ込みを入れると、「ほら」とマィヤにさしだした。

「……ありがと」

　素直に受け取り、代わりに投げつけられた果実を返すと、サフィードはそれにも切れ込みを入れてかぶりつく。

　往おう来らいでの買い食い。マィヤには慣れ親しんだ光景だが、とても王子様のすることではない。

（いつものサフィードだ……）

　すると胸につかえていたものがふわ、と溶けていく気がした。

　父がいないこと、サフィードの正体が知れないこと、いつかいなくなってしまうかもしれないこと、不安はたくさんある。それでも自分はエシャンに告げたとおり、自分が欲しい未来へつながる道を信じるだけだ。

　サフィードが昔、皇宮に住んでいたとしてもかまわない。これからずっと、こうして買い食いをしたり他た愛わいない会話をしたりして一緒の時間を過ごしたい。

（わたしはお姫様なんかでなくていいから──だからサフィードも王子様になんてならないで）

　マィヤが果実にかぶりつくと、サフィードが選んでくれたそれは熟じゆくしていてとても甘かった。
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　薄暗い室内にただよう濃のう厚こうな香りが鼻び孔こうを満たす。

　楽師として側に上がって十年あまり、甘さは控ひかえめながら酩めい酊てい感かんのあるその香りはエシャンにとっては慣れ親しんだものだが、慣れない者は意識を奪うばわれる。

　不ふ用よう意いに部屋に忍びこんだ刺し客かくや密みつ偵ていも例外ではない。ほかならぬ彼女が侍じ女じよもおかず、控えめな灯あかりが揺れる部屋にひとりでいられるのもそのためだ。

　王族は幼いころより毒を体内に入れて耐たい性せいをつけるという。エシャンもそうだが、王族出身の彼女も例外ではなかったということだろう。彼女は食事による耐性だけではなく、女として香りで自身を守る術すべをも身につけた。

「──ではお約束どおり」

「よかろう。妾わらわはそなたを支持しよう」

　そう告げると、気だるげに長なが椅い子すに身を横たえた彼女は、南国の花よりも濃厚な紅べにをはいた唇くちびるを妖よう艶えんにほころばせた。

「ただし、取りもどせればの話じゃがの」

「尽じん力りよくいたします」

　数歩の距離をおいた楽師の席からエシャンは片手を胸に当て、恭しく頭を下げる。

　もらったのは言げん質ちだけ、約束の証あかしはなにもない。だがそれでいい。騎馬民族の新王朝に対して自分の身を売らなかった、それだけでも信用に値する。

　そして今後、自分がアルカダルの利となると判断すれば彼女は手を差し伸べることだろう。

　勝つ必要はない。五分の状況に持っていきさえすればアルカダルは自分につく──否いな、自分についたほうが利があると踏む。

　そう思わせるために身分を隠して十年ちかくも勤めを果たしてきたのだ。けして叔父の思いどおりになどさせない。

「いつ発たつのじゃ」

「ご挨拶ののちすぐに。明朝出る船がございますれば」

　叔父が送りこんでいた手の者とは別に自分で作った伝手がある。そのときはいずれ双方が力を合わせればと考えていたが、思わぬところで役に立った。

「準備のよいことじゃの。そなたらしくてよい。ただそなたは昔から智ちに頼りすぎるきらいがあるゆえの、足を掬すくわれぬようにの」

「肝きもに銘めいじておきます」

　エシャンはその言葉を心に刻んだ。

　彼女の観察眼は尊そん敬けいに値する。素直に受け入れられるだけのものがある。エシャンは女性だからという理由で蔑べつ視しはしない。ただ宮殿を訪れる貴族の娘たちは、彼女と比べるまでもないほど知識も判断力も覚かく悟ごも美び貌ぼうも足りないために関わらないようにしているだけだ。

（──だがひとり、面おも白しろい娘もいたな）

「そういえば皇宮内でなつかしい顔をお見かけしました」

　長椅子にくつろいでいた彼女の長い睫まつ毛げがかすかに揺れ、つづきを促した。

「〈公こう子し〉がまだアルカダルに滞たい在ざいしておいでとは存じ上げませんでした」

　どこの公子とは口にしない。皇宮内のあらゆるところに目と耳を持っている彼女には言うまでもないことだ。

「この国で学びたいという者は好きにさせておる」

　公子がいるともいないとも彼女は答えなかった。なにも明かす気はないらしい。

　彼女らしいなとエシャンは口端に笑みを浮かべると、

「長らくお世話になりました。陛下のご温おん情じようを胸に、皇帝陛下の御み世よが永からんことを東の地より祈っております」

　そう述のべて御ご前ぜんを退いた。

　すでに日も暮れてあたりは暗く、ぽつりぽつりと焚たかれたかがり火が行く手を示す。その闇の狭はざ間まには息を殺した警固の者が控えていることは知っているが、エシャンは視線ひとつくれることなくまっすぐ進んだ。

（公子がいることを否ひ定ていしなかった、か）

　軍事国家ファルナス──

　アルカダルの北西に位置し、アルカダルとおなじく内海に面する国。国土はさほど広くないものの諸しよ島とうを活いかした海の交こう易えきが活発で、なにより徹底した軍事教育により一市民に至るまで武器の扱いに長たけ、戦せん闘とう力りよくに優れている。勤きん勉べんな国民性もあって〈鋼はがねの国〉とも呼ばれている国だ。

　ファルナスが貴族の勢力争いの隙すきを突つかれる形で他国に侵略されたのは十年ばかり前のこと、ファルナス大公一家は戦火の中で命を落とし、いまの世界地図にファルナスという国はなく、ただ一地方としてその名を留とどめるだけだ。

　──そのファルナスの公子が生きていた、と知ったのはエシャンがアルカダル皇宮に来てからだ。

　だれに知らされたわけでもない。現にそこにいたのだから信じるほかない。

　当時まだ十歳にもなっていなかっただろう、臣しん下かの過あやまちにより国と家族を失った幼い公子は他人を寄せつけなかった。生き真ま面じ目めな民族性と聞いていたとおり、いつ見ても思いつめた眼めをしていた。

　そうして公子の姿を見なくなったのは間もなくのことだ。

　復ふく讐しゆう心しんに駆られて出しゆつ奔ぽんしたか、現実に絶望してみずから命を絶たったか。いずれにしろ自分には関係のないこと、地図の版はん図とからファルナスの国名が消えたように公子の存在もエシャンの意識から消えていた。そのころ〈特使〉という制度が導入され、さまざまな国の王族がアルカダル皇宮に住まうようになったせいもある。

　戦を知らない、平和な国からきた特使にはさして興味を抱いだかなかった。家族を失い、民を虐しいたげられ、それでも生き延びたあの者のような眼を持つ者はいなかった。

　ただひとり、サラフの王子だけが琴きん線せんに引っかかったが、それは彼とは真逆、翳かげることを知らない太陽のような存在だったからだろう。自分とおなじものを見ながら光を見出すことのできるサラフの王子に憧あこがれを感じた。

　もちろんサラフの王子のようになろうと思ったわけではない。自分の本性もまた闇、夜に生きる存在だと一目で見抜いた女帝は自分に東国の花──〈夜来香イエライシヤン〉の名を与えた。

　もっとも発音が難しいからといつの間にかエシャンと縮ちぢめられ、サラフの王子をまぶしく眺ながめながらも彼にはなれない闇の深さを思いながら、特使たちとともにこの皇宮で生き、帰国の時じ機きを窺うかがっていた。

　──ファルナス公子が生きていて、しかも商人をしていたなどとは思いもよらなかった。

　再会した公子は憑つき物が落ちたように、あのときの怒りと復讐心に駆られていた姿からは想像できないほどさっぱりとした眼をしていた。この数年の間に彼になにがあったというのだろう。

　しかし声をかけてみればやはり過去の彼は健在で、心の奥に灯ともる復讐心はまだ消えていないのだと知った。

　彼はあきらめていない。商人となったのもファルナスの現状を知り、奪還の隙を窺うためだ。ファルナスは交易の国、商いに携わっていればファルナスの情報は自然と入ってくる。

　興味を持ったのは彼だけだ。その彼が居い候そうろうしている商館や、ましてそこの小娘になど興味はなかったが、今日はじめてひとつの驚きがあった。

『エシャン様の信じたい未来はどちらですか？』

　そう告げた彼女の声音と見つめる眼──その透けるような蒼あおの瞳に吸いこまれるような気がした。

　声こわ高だかに、賢さかしらに、自身の主張をするだけの女などたくさんいる。けれども彼女の瞳には信しん念ねんと覚悟がそなわっているように感じた。

　なぜ一商人の小娘にすぎない彼女がそのようなものをそなえているのだろう。遠縁とはいえ皇族に連なる血がなせるわざだろうか。

　──思えば、父を捜したいと言ったときもその瞳に強い意思を感じた。

　未み熟じゆくながらもここに出入りしている女たちとはちがうなにかがあった。だからこそ、自分もその願いを受け入れたのではないだろうか。

　だからといってあの娘の主張をやすやすと受け入れることはできない。望みを胸に、ありとあらゆる困こん難なんに打ち克かって望みを叶かなえる、そのように甘いものではない。

　けれどもあの娘の言葉は、たしかに自分の中のなにかに響いた。

　考えれば考えるほど厳しい現実、けれどもなにか変えられるのではないか、そんな期待を抱かせた。

　──彼もまた、あの娘が変えたのだろうか？

　あの娘の側で生きた日々が、固く閉ざした彼の心を変えたのだろうか。

（このまま奴にくれてやるのは惜おしいな）

　エシャンは立ち止まり、しばし思案する。しかしその答えはすぐに出た。

　簡単なことだ。くれてやるのが嫌ならばもらっていけばいい。

　あたらしいおもちゃでも見つけたように、エシャンは目元にかすかな笑みを浮かべた。




　祖そ国こくまでの長い旅路も、あの娘がいれば暇を感じることはなさそうだ。
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　夕食を終えたのち、自室でお気に入りのクッションにもたれかかり、敬けい愛あいする大商人ドンパパス語ご録ろくを読み返していたマィヤは、くちた腹をなでてほぅと息をついた。

　今日は朝からあわただしかったが、サフィードと一いつ緒しよに温かい食事を取ったらまるでなにもなかったかのように心が落ちついた。

　サフィードがつとめていつもどおりの生活を心がけてくれたおかげだとわかっているが、悲ひ嘆たんにくれているばかりでもしかたがない。

　ドンパパスも言っている。商人はいつでも顔を上げて明日を見ろ、と。

（父さまさえもどってきたら元どおりになるわよね？）

　問題はその父の行方ゆくえだ。

　皇こう宮ぐうで商人がつづけざまに狙ねらわれたこの事件とつながりはあるのだろうか。そしてエシャンの心の乱れとサフィードの過去はこの事件に関わっているのだろうか。

（皇宮にいたとき、なにかつながっている気がしたんだけど……）

　思い出そうと思し惟いに沈しずんだマィヤだが、「お嬢じようさま」と呼びかけられて我に返る。

　見上げれば廊ろう下かに家人が控ひかえていた。

「なにか用？」

「あの、エシャン様とおっしゃる方のご使者が来ております」

「え、エシャン様の？　なんのご用かしら」

　すると人目もなかったが、家人ははばかってマィヤの傍そばに来て耳元でささやいた。

「なんでも、旦だん那なさまの失しつ踪そうに関わる犯はん人にんがわかったとか……」

「ええ!?」

　今け朝さ、勤つとめ明けのせいか様子がおかしかったエシャンだが、しっかりとマィヤとの約束を果たしてくれていたらしい。さすがに頭が切れる人だ。仕事が早い。

「サフィードは!?」

　マィヤは立ち上がって問うが、「夕食後にまたお出かけになりました」とのことだった。

（こんなときにいないなんて！　いったいどこに──）

　そう思いかけたとき、ふと脳のう裏りをよぎったのは今朝のラフィーカの言葉だった。

　──昨日もマィヤちゃんが帰ったあとタルジュと話してたのを見かけたよ。

（サフィードはまた皇宮にいるのかしら？）

　タルジュは皇宮武ぶ官かん、皇宮にいるエシャンが犯人を知ったのなら、すでにこの報しらせもタルジュやサフィードの耳に届いている可能性が高い。

「もう夜も遅いのでお迎むかえの馬車がきております」

「わかったわ。──いますぐ用意するから待っているように伝えて」
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　エシャンから遣つかわされたという馬車に乗りこんだマィヤだったが、着いた先は皇宮の大門ではなかった。

（ここって、港……？）

　港の朝は早いが、夜明けまでにまだ遠いいまは人影もない。灯あかりもまばらでほとんど闇やみ、しかしこの潮しおの香りと停てい泊はくした船のきしむ音はよく知っているものだ。

（まさかエシャン様の名を騙かたる者にだまされた？）

　かすかに吹いた海風にぞくっと身を強こわ張ばらせたマィヤだが、

「やあ、よく来たね」

「エシャン様……？」

　目を凝こらすとまちがいなくそこにいたのはエシャンだった。皇宮とおなじ黒の長ちよう袍ほうに身をつつんだ彼は、まさに闇の中から浮かび上がってきたかのように見えた。

「皇宮を出ておいでだったのですね……どうして港なんかに？」

「こっちのほうが都合がよかったからね」

　なんの都合だろう。説明の都合だろうかと納なつ得とくしてマィヤは訊たずねる。

「あの、父さまの失踪に関わる犯人がわかったとお聞きしました。誰だれだったんですか？」

「皇宮内にいた密みつ偵ていだよ」

「密偵!?　そんなものが皇宮にいるんですか!?」

「めずらしい話じゃないさ。どこの国の王宮にだっている。国もそのような素す性じようの知れない者に機き密みつ情報を盗ぬすまれるほど愚おろかじゃない。せいぜいこの国にいれば誰でも知っている情勢がわかるくらいだ。その者もろくに機密情報を得えられないまま長らく皇宮で下働きをしていたのだけれどね。機密を盗みに入っているところを君の父上に見られてしまったらしい」

「え、では父はその密偵に……」

　その先は口にするのがためらわれたが、

「父上は殺されてはいないよ」

　その言葉にほっとした。

「ただ無事とも言えない。水路に落ちて行方知れずだそうだ」

（水路……）

　その響ひびきにマィヤは不安を呼び起こされた。今朝、商人の遺い体たいが見つかったのも水路だ。あの水路は複雑で、どこにつながっているかわからないとラフィーカは言っていた。

（じゃあ父さまももしかしたら水みな底ぞこに……？）

　昼に想像してしまった光こう景けいを思いだし、マィヤは身をふるわせた。

「そのことはラフィーカに伝えておいたから明朝にも捜そう索さくがはじまるだろう。そして父上を襲おそった犯人だけれどね、こちらにも事情があって片付けさせてもらった」

「片付け……？」

　その意味を問うたマィヤに、エシャンは妖よう艶えんな笑みを浮かべる。闇の中に浮かび上がる笑みに、マィヤはぞくりとした。

「君には感謝しているよ。君が外界の様子を知らせてくれたおかげで私は密偵の裏うら切ぎりに気づくことができた。その密偵は私と祖そ国こくとの連絡役だったのだけれど、何者かに買ばい収しゆうされて偽いつわりの情報を私に吹き込みつづけていたんだ。特とく使したちは外がい交こう上じよう知られてまずい情報は遮しや断だんされているからね。〈特使〉なんて体ていのいい呼び名をつけていても、国が敵対するようなことがあれば取引材料にされる──要は人ひと質じちだ」

「そんな……」

　人質──その不ふ穏おんな響きにぞわりと総そう毛けだった。

（でもたしかにラフィーカ様も言っていたわ。外の情報がないから皇宮商人から聞いているって……）

　つまり情報の遮断は国が意い図と的てきにおこなっていたということだ。

「君には上流階級の優ゆう雅がな楽園に見えたのかもしれない。けれどその実じつ態たいは、出ることのできない檻おりなき監かん獄ごくだ。籠かごの鳥であることを悟さとった特使たちは籠の中で享きよう楽らくに溺おぼれることにした。そうしない者もいたけれどラフィーカをふくめごく一握にぎりだね。

　私は特使ではないけれど彼らとおなじ立場に置かれ、そして彼らのようにあきらめるわけにはいかなかった。そこで叔お父じが遣わした密偵を使って外と連絡を取り合っていたのだけど、結局その密偵が何者かに買収されていてね。私に届ける情報を歪ゆがめていたというわけだ。

　君が伊い那な国の情勢を教えてくれなかったら、私は偽りの情報と気づかずその者を信じつづけるところだった。君の父上の失踪原因をつくったのは私が使っていた密偵だ。私が謝る筋ではないと思うけれど、裏切りの制裁もかねて処しよ分ぶんしておいた」

　父ハーティはエシャンの使っていた密偵によって水路に落とされ、密偵はエシャンを裏切っていたことにより処分された──

　父の失踪原げん因いんがわかった。犯人もわかった。そしてその犯人は裁さばかれたというのに、このわりきれなさはいったいなんなのだろう。そしてマィヤの脳裏ではいまも警けい鐘しようが鳴りつづけている。

「私はこれから祖国へ帰る。私をアルカダルの皇宮という名の檻に幽ゆう閉へいしつづけようとした犯人を捜すために。それにこれ以上、私の国をほしいままにされるわけにもいかないしね」

「私の国……？」

「皇宮では王家の遠い末まつ裔えいと名乗っていたけれど、本当は伊那の太たい子しなものでね」

　なんでもないことのようにエシャンはさらりと言ってのけたが、その肩書きは口ぶりほど軽いものではない。

「太子って、まさか伊那国のお世よ継つぎですか!?」

「ああ、長ちよう子し相そう続ぞくのさだめに従いそうなっている。騎き馬ば民族が洛みやこを攻めてきて、私は叔父に連れられて国外に逃がされた。血をつなぐために皇ち帝ちとともに討うたれるわけにはいかなかったからね。幸いほかの城ま市ちに逃げこんだ父もまだ存命らしいが、祖国にもどった叔父が洛を奪だつ還かんし、帝てい位いに望まれている──そう教えてくれたのはほかならぬ君だ」

（あのとき……！）

　思い返せばエシャンの様子がおかしくなったのは伊那の情勢を伝えたときからだった。

　太子と知らなかったとはいえ、自分は祖国でのエシャンの立場を脅おびやかすことを口にしていたのだ。

「怯おびえなくていい。さっきも言ったとおり私は君に感謝しているんだ。たしかに私を裏切っていたのは叔父の手の者だった。しかし真犯人は叔父ではなくほかの者かもしれない。その可能性に気づかせてくれたのも君だ。──君の言うとおり、叔父とは一度話をすることにしたよ。望まぬ結果になるかもしれないけどね。そうではない可能性をはじめから否ひ定ていしたくないから」

　そう告つげるとエシャンは一歩踏み出し、間合いを詰つめられたマィヤの鼓こ動どうが跳ねた。

「君も一緒に来てくれないか」

「え……？」

「君は私とちがう考え方をし、可能性を示し唆さしてくれた。ほかの令嬢のように迎げい合ごうするだけではない芯しんもある。君の才を買いたい」

　どうだ？　と問われ、その意味を理解するのにマィヤはしばしの時を必要とした。

（わたしが伊那に……？）

「伊那で商売をするもよし、ほかの地位を望むならそれでもいい。伊那国太子の名に懸かけて君の望む待たい遇ぐうを約束しよう」

　望む待遇を約束する──これ以上ない好条件だ。自分の才を買ってくれているのはうれしい。

　しかしマィヤはゆっくりと首を横にふった。

「いいえ、お売りすることはできません。わたしは商人ですが、わたし自身は商品ではありませんから」

　するとエシャンはふっと笑みを浮かべた。

「だろうね。そう言うと思ったよ。けれども、はいそうですかと引く気はなくてね。君は商売が成り立つ大だい前ぜん提ていを知っているかい」

「え？　大前提、ですか？」

「そう。商売、つまりなにかと引き換えに商品を渡すという行こう為いを成り立たせているものだ」

　突とつ然ぜん切り出された問題に思し案あんしていると、エシャンの口こう端たんに薄うすい笑みが浮かんだ。

　一見優しい、しかし底冷えするような笑みにマィヤはぞくりとした。

「それは商品と引き換えに対たい価かの支払いが行われるという秩ちつ序じよだよ。秩序がないなら売買するまでもない。ただ強ごう奪だつすればいいのだから。こんなふうにね」

「──！」

　エシャンに手首を摑つかまれ、マィヤは怯ひるんだ。

「いまこの国の秩序は安定している。対価を踏み倒されたなら組合や国に訴うつたえれば代わりに取り立ててくれる。けれども秩序の崩ほう壊かいした私の国ではそうではないんだよ。君は話し合えばいいと言った。それで済むならいいけれど、言葉だけで叶かなうとはかぎらない」

　エシャンはマィヤの主張を甘い理想だと真っ向から斬きってきた。

「だから秩序の崩壊した世界では戦い、勝者が望みを叶えることになっている」

「力ずくで奪うばわれてもわたしは従いません」

「そうだろうね。けれどもいつまでそう言っていられるかな。意に沿そわぬ現実でも人は慣れて受け入れるものなんだよ。支し配はいされることをね」

「──！」

「私も君を屈くつ服ぷくさせることに興味がないわけではないけれど、唯い々い諾だく々だくと従う人形がほしいわけでもないんだ。時に信じたくなるんだよ、力の支配だけではない優しい世界をね。君には私の側そばで綺き麗れいな理想を語りつづけてほしい」

　──だから一緒に来てくれないか。

　耳元でささやかれ、マィヤはとっさに手を広げておおきく回し、逆にエシャンの腕うでをひねり上げる形で戒いましめから逃のがれた。

「わたしはあなたのために歌うカナリアではありませんから！」

「ならしかたないね。どちらが望みを叶えるか勝負するとしようか」

　突とつ如じよくり出された掌しよう底ていをマィヤは飛びすさって躱かわした。

「なにをいきなり……！」

「うん、なかなかいい動きだ。基本は身につけているということかな。いきなり──そう、奪われるときはいきなりのものだよ。強者は相手の了承を得ることなく根こそぎ奪っていく。土地も財産もそれこそ命までもね」

　エシャンはとんとんと軽く布ぬの靴ぐつで跳ねると、一いつ足そく飛とびに距きよ離りを詰めて打ち込んできた。

　その一撃は、先ほどの速さと比べものにならない。反はん射しや的てきに避よけたものの、エシャンの構かまえは型ができている。あのような掌底をまともにくらえばひとたまりもない。

　次々にくり出される掌底と手しゆ刀とうをマィヤは半歩ずつ引きながら躱す。速さはいつもサフィードに仕掛けられていた拳こぶしと差はない。いつものケンカがこのようなときに役に立つとは思わなかった。

（ううん、偶ぐう然ぜんじゃ、ない？）

　サフィードはこのような事態を想定して自分に訓くん練れんをつけていたのだろうか。

　──けれどもサフィードは、自分に武術を教えながらも、けっして物事の解決手段だとは教えなかった。

「エシャン様は叔父様ともこうして力を交まじえるつもりですか」

「必要となればそうするだろうね。畢ひつ竟きよう、最後は力の勝負だから」

　サフィードはいつも自分をからかってきて、些さ細さいなケンカもたくさんした。自分の過去を隠かくして話してくれなかった。──それでも彼の根底にあるのは優しさだ。そう知っているから自分はいまもサフィードを信じている。

（だからこんな方法じゃ駄だ目め）

「はじめから相手を信じていなければ伝わる言葉も伝わらないと思います」

「それはまた難しいことを言うね。人は裏切るものだよ」

「そうかもしれません。けれどもエシャン様は人を信じられない人じゃありません」

「……どういうことかな」

「エシャン様がわたしの言葉が甘いと、綺麗ごとだと言いながらもわたしを側に置きたいのは、わたしの言葉を心のどこかで信じたいと思っているからでしょう？　わたしが欲しいと言うなら、綺麗ごとの現実が欲しいとおっしゃるなら、まずエシャン様が信じてみてください。エシャン様は力だけの支配ではない国を作れる人だと信じていますから」

　するとなにかが琴きん線せんに引っかかったのだろう。手を止め、心奪われたようにマィヤに見入ったが、やがてふっと口端に笑みを浮かべて告げた。

「やっぱり君は面おも白しろいね……ますます欲しくなったよ」

　エシャンの声こわ音ねが深さを増す。こわばるマィヤの前でエシャンは構えを取った。手のひらを天に向けたマィヤの知らない構えだ。

　同時にエシャンの動きが変わった。舞うようななめらかな動き。直線的な速さはないが、予想もしない方向から手刀が飛んでくる。

　サフィードから手ほどきを受けていたものとは動きがちがう。流線状の動きに翻ほん弄ろうされて足元が乱れたところを、すかさず胸元に掌底を打ち込まれた。

「────！」

（しまっ……）

　吹き飛ばされそうになるのを踏ん張ったものの、息が詰まって視界が暗くなる。

　──本当の戦いには規則ルールもへったくれもない。なにをやろうとなにを使おうと相手が倒れるまで立っていた者が勝者だ。

　そんな声音が暗闇に包まれた視界の向こうでよみがえる。

　──〈後宮ハレム〉の王子たちもこれくらいの護ご身しん術じゆつは会え得とくしているぞ。

（だからあんなに心配し、て……）

　サフィード──その声は音にならないまま、マィヤの意識は途切れた。







　足を踏ん張ったまま膝ひざをついてくずれ落ちるマィヤを見て、ようやくエシャンは構えを解といた。

「一いつ介かいの商人娘にしては大したものだ」

　彼女を指導していただろう男を思うと、自然と微び笑しようが浮かぶ。

（だがあの者も存ぞん外がい甘い）

　反射神経や敏びん捷しよう性せいは高いが、実じつ際さいに打ち込まれたときの力の逃がし方がなっていない。実戦はまだまだといったところ、おそらく実際に拳を打ち込んでもかなり手加減していたのだろう。

（まあこれだけ使えるなら市し井せいの荒事は回かい避ひできるか）

　ただ相手が悪かった──相手が太子として一流の師がついていた自分だったのが不運だっただけだ。

　エシャンがくずれ落ちたマィヤの身体を抱き上げると想像以上に軽かった。

　こんな細い身体からだだというのに、少年姿で皇宮に乗りこんできたかと思えば淑しゆく女じよよろしくドレスを着こなし、小娘の甘い理想を訴えてきたかと思えば現実的に武術のたしなみもある。いろいろ驚かせてくれる娘だ。

　なにより驚いたのは、昼に闇に染そまりかけた自分に語りかけてきたときの染しみ入る声音、そしていまもマィヤの叫びは自分の心のなにかを揺ゆさぶった。

　──わたしを側に置きたいのは、わたしの言う綺麗ごとを心のどこかで信じたいからでしょう？

　そのときエシャンの脳裏に呼び起こされたのは昔、女帝からかけられた言葉だ。

　──そなたは夜に咲さく花のようじゃの。光の下で咲きたかろうになにを怯えておるのかのう？

　そう告げて〈夜来香イエライシヤン〉の名を与えられた。

　女帝が一目で自分の本性を見抜いたように彼女もまた人を見る目に長たけている。自分をじっと見つめる蒼あおの双そう眸ぼうはとても得がたい宝ほう玉ぎよくのように感じられた。

　伊那国皇帝はよく竜りゆうに喩たとえられるが、天に昇のぼる竜は竜玉を手にするという。これは竜が得るべき竜玉だ。彼女の言は竜玉の託たく宣せんにちがいない。

　祖国に着いたなら、彼女の言葉どおりまず叔父と話し合いの場を持ってみよう。たとえ望まない現実が待っていたとしてもこの目で見届けたい。その上で正統な太子として決断を下すまでのことだ。

「殿でん下か、こちらへ」

「ああ」

　船から呼ぶ男の声に応じてエシャンは足を向ける。これから小船で沖に出て、停泊中の遠えん洋よう航海用の大船に乗りかえる。明日の日の出とともに出港の予定だ。

　エシャンは傷つきやすい宝玉を運ぶかのようにゆっくりと歩を進める。だが不ふ意いに、静けさにおおわれた夜闇に似つかわしくない音を感覚が捉とらえた。

　──引き絞しぼる弓の音。

　なぜ、と思う前にエシャンは本能的に飛びのく。反応の遅れた男に矢が刺ささり、叫び声とともに海に落ちた。

「何なに奴やつ!?」

　先に小船に乗りこんでいた男たちが抜ばつ刀とうし、エシャンを守るように取り囲む。

　目を凝こらすとその者は弓を手に姿を現した。

「──やはり来たか」

　夜闇から現れたのはファルナス公こう子し、いまはサフィードと名乗っている青年だ。

　敵がただ一人と知った配下の者たちが一歩踏み出し、サフィードは弓を捨て剣を抜きはらった。アルカダル流の湾わん曲きよく刀とうではなく、エシャンの配下たちが抜いているのとおなじ長剣だ。

「次は俺と勝負してもらえませんかね？」

　いつから状況を探っていたものか、その好戦的な口調にエシャンは苦笑を漏もらした。

「お嬢様のお守もりも大変なことだ」

「この仕事もわりと気に入ってますよ」

「へぇ、そんなに楽しい仕事なのかい」

「ええ、まあ。とんだじゃじゃ馬で元気すぎるきらいもありますけど、荒あら馬うまも慣れると可か愛わいいもので」

「その可愛い馬を黙って譲ゆずってくれる気はないのかな」

「もちろん。──大事なお姫様だからな」

　不意に凄すごみを増したサフィードに、エシャンは目をすがめた。

「……それはますます欲しくなったな」

　エシャンは意識を失ったマィヤを配下にあずけ、「手出し無用」とするりと剣を抜く。

　そしてどちらからともなく蹴けりこんだふたりの刃やいばが重い音を立てた。

　刃が嚙かみ合ったのは一いつ瞬しゆん、立てつづけに甲かん高だかい金属音が闇を切り裂さく。

「さすが軍事大国ファルナス、腕は鈍なまっていないようだ」

「大国伊那の軍事力には敵かなわないけどな！」

「言ってくれる！」

　エシャンが横よこ薙なぎにはらった剣は刃でいなされ、跳ね上げられたところにサフィードはすかさず斬り込んでくる。エシャンは手首を反かえして柄つか近くで刃を受けたものの、重い衝しよう撃げきが腕を伝った。

　しびれが残る腕から力を削そぎ落とすかのように、サフィードは数合立てつづけに打ち込んでくる。その剣けん先さきは剣の重さを感じさせず自在に舞っていた。

（鈍っていないどころか……！）

　鍛たん錬れんを重かさねていたのだろうことは、その太た刀ち筋すじを見ればあきらかだ。

　一体どこで鍛錬を──そう思ったが、常に人目のある皇宮とはちがい、一商人がどこでなにをしていても気に留とめる者などいない。ひさびさに再会してずいぶん気安い性格になったと思っていたがやはり〈鋼はがねの国〉ファルナスの民、この十年あまり手を抜くことなく実じつ直ちよくに鍛錬を積み重ねていたらしい。

　太刀筋はファルナスの正統な型どおりながら、ときどき変へん則そく的てきにひやりとする打ち込みがある。
















　サフィードが押し出すとエシャンは防ぼう戦せん主体となり、引き際ぎわを読みはじめたのを悟った配下がマィヤを連れて先に船にもどろうと動き出した──そのときだ。

　小舟と港をつなぐ渡し板に一本の矢が撃うち込まれた。

「なにっ!?」

　射いたのはもちろんサフィードではない。だがサフィードひとりだと思っていたところに飛ひ来らいした矢に、配下たちが動どう揺ようしてあたりを見わたした。

　すると周囲に次々と灯とう火かが点ともり、闇におおわれていた港を照らし出す。

　照らされた港にいたのは数百もの兵、その者たちは距離を置いてエシャンたちを取り囲んでいた。

（いつの間に……）

　足音と気配を消し、息を殺す。その統制の取れた一軍が雑ぞう兵ひようの群むれであるはずもない。

　兵たちの中心で弓を引いていたのはよく知る皇宮武官タルジュだった。タルジュが引き絞る次の矢は、あやまたずエシャンの身を狙っている。

　そしてタルジュの率ひきいるその軍は。

「アルカダル軍……!?」

　配下から悲鳴にもちかい声が上がった。

「アルカダル軍がなぜ……」

　かつてサフィードの──否いな、ファルナス公子の配下にあった部隊がいまはアルカダル軍に組み入れられていることはエシャンも知っていた。

（しかしすでにファルナス公子に指し揮き権けんはないはずだ）

　いくら昔の配下といえども、公子の一いち存ぞんで勝手にアルカダル軍を動かすなど許されることではない。

「彼女を置いて立ち去れ。追つい撃げきはしない。それで手打ちだ」

「なにを愚おろかな……娘ひとり奪い返すためにアルカダル軍を動かすなど。ファルナスはアルカダルと事を構えるつもりか？」

　するとサフィードは鼻で笑った。

「まさか。これも俺に与あたえられた仕事だ。貴様がどうしても彼女を連れてゆくというなら、ファルナスではなく伊那国がアルカダルを敵に回すことになるだろうな」

「……なに？」

　サフィードの立場はもはや国とは無関係のはず──

（──いや、そうではなかったということか？）

　ファルナス公子がサフィードと名を変えて商館で働いているのは、情報の早い商館でファルナス奪還の機を窺うかがうためだと思っていた。しかし自分とおなじように──女帝より楽がく師しに任ぜられ、ひそかに側近くに仕えて国政の助言をし、まっとうした暁あかつきに祖国奪還の後うしろ盾だてとなることを約束されたように、彼もまた別の任務を負っていたというなら。そのために商人として生活していたのだとすればすべて辻つじ褄つまが合う──合ってしまう。

（その任とはなんだ。彼女の護ご衛えいか？）

　そう思い浮かんだものの、一介の商人娘になぜ護衛が必要だというのか。軍事大国ファルナスの公子を護衛につける相手がただの商人娘であるはずがない。

　護衛の任というのが誤あやまりなのか。それとも対象が間違っているのか。しかしこの状況と彼の言葉からはそれ以外の答えは出てこない。

「彼女はいったい何者だ……？」

　呆ぼう然ぜんとつぶやくと、ファルナス公子は微笑を絶たやすことなく告げた。

「俺はちゃんと言ったはずだがな？　大事なお姫様だ、と」

「────！」

　まさかと思った。しかしサフィードの言葉、そしていまここで起きている状況を勘かん案あんすると導き出される答えはただひとつ。

（彼女が姫……だと……？）

「はっ……」

　エシャンの口から笑いにも似た息がこぼれた。それはしれっと商人のふりをしていたファルナス公子と、公子にすっかり騙されていた自分に対する嘲ちよう笑しようだ。

　見た目や性格は変わろうと彼の本質はなにも変わっていなかった。昔も今も戦うことで国を守るファルナス人だったということだ。

「彼女が欲しくば国を挙あげて全力で取りに来い」

　商人姿でありながらアルカダル軍を従えたあまりに堂々とした宣せん戦せん布ふ告こくに、エシャンはふっと笑みをこぼし、

「ではそれまで大事なお姫様とやらを預かっていてもらうとしようか」

　そう言い残すと踵きびすを返した。







　エシャン──伊那国太子が小船を出し、弓の届かない距離まで漕こぎ出したことを確認すると主あるじはひとつ息をついた。

　そしてこの事態になにも気づかぬまま眠りつづける娘に、タルジュが渡した皇宮武官の外がい套とうをかけて抱き上げた。

「くーすか寝やがって。まったく手のかかるお姫様だな」

　しかたない奴だと言わんばかりの口ぶり、しかし娘を見下ろす瞳には慈じ愛あいのようなものを感じる。

　それはもはや仕事の域のものとは思えず、タルジュは苦いものを感じながら口を挟はさんだ。

「──殿下、よろしいのですか」

「なにがだ？」

「その娘を自由に動きまわらせて、また今回のようなことになればいかがなさるおつもりです」

　意い図とせず非ひ難なんめいた声音になったが、

「そのときはまた取りもどしにゆくだけさ」

　と至し極ごくあたりまえのように主は告げた。

「手伝ってくれるんだろう？」

「無論です。しかしこの任は殿下のご負ふ担たんが大きすぎます。万が一の時には殿下の責任問題ともなりましょう」

「責任のない仕事なんてないだろ」

「殿下が負われるべき責めではないということです」

「それはおまえの意見か？」

「みなの総そう意いです」

　この場にいるのは十年あまり前のファルナス内乱の際、公子を護衛してアルカダルに来た者だ。公子はサフィードという名とともに任務を受けてシェリーク商会にひとり移り住み、残された者はアルカダル軍に組み込まれた。時が経たち、公子の側そつ近きんであったタルジュが皇宮警けい護ごの任につくとともにばらばらにアルカダル軍に組み込まれていた元ファルナス兵はすべてタルジュの配下にもどされ、現在に至いたる。

　ファルナスの者は女帝の命とはいえ公子が商人に身をやつしていることに納得していない。せめて他国の特使と同等の暮らしむきであるべきだと憤いきどおっている。

「なるほどな。──俺はいまのこの生活、けっこう気に入っているんだがなあ」

「殿下、そのようなおっしゃりようもまた公子らしくないと言う者もおります。このまま商人として市井でお暮らしになるおつもりではないのでしょう」

　すると主は「べつに目的を忘れたわけじゃないさ」と苦笑した。

「だがこの国に厄やつ介かいになっている以上、女帝の意向には逆らえない。護れと言われたから護る、それだけのことさ。ファルナスは元々傭よう兵へい集団の国だしな、らしくていいだろ」

「宝物庫でおとなしく鎮ちん座ざしている宝玉である分には、どれだけお護りいただいてもかまいません」

「それは無理な話だな。こいつはそこらの女よりもよほどよく動く。けれども俺はこいつに関してさほど心配していないんだ。心のままに動くべきときに動く、俺があれこれ指示しなくたって自分から動ける女だ」

　逆に俺が動くなって言ったところで聞きやしないんだけどな、とごちるものの、そう告げる口ぶりもまたどこか嬉しそうだ。

「──信しん頼らいしておられるということですか」

「さあな。俺はただ、いまのこいつをそのまま判断しただけだ。

　そりゃ深しん窓そうの令嬢として育てていれば波風立つことなく、俺も楽できるだろうさ。けれどこいつは商館の奥でひっそり一生を送れる奴じゃない。世の中がこいつを放っておいてくれないだろうしな」

　その言にタルジュははっとした。

　アルカダル皇宮内では暗殺が横おう行こうしており、それで命を落とした歴代皇帝も少なくない。いまの女帝や皇帝も安全とは言い切れず、いまは隠されているとはいえ彼女もまた正体を暴あばかれて命を狙われないともかぎらない。

「いまは穏おだやかに暮らしていても、こう生まれついてしまった以上、きっといつか嵐あらしに巻きこまれる。だから俺はこいつに屋や敷しきの奥で守られるだけではない生き方を学んでほしいし、俺もできるだけのことは伝えたいんだ。その上でこいつがどうするかはこいつ次第だな」

　そう告げる主の目は、この者次第と突き放すにしては優しすぎる光があった。

（姫にご自身の境きよう遇ぐうをかさねていらっしゃるのか……）

　公子という生まれ、出しゆつ自じにいやおうなく付ふ随ずいする務つとめを負う主にとって、同類を見ているようなものなのだろうか。

　それは同情なのか、それともほかの感情なのか。

「──そのうち本気で目が離せなくなりますよ」

　牽けん制せいするように告げて、タルジュは注意深く表情を探るが主の本心を摑むことはできず、

「今日は大たい儀ぎだった」

　返答を躱すような労ねぎらいの言葉に、タルジュは「はっ」と敬けい礼れいで応えた。
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「なるほどな……そういうことか」

　船は海風を切って進む。

　船尾に流れゆく飛沫しぶきを眺めていたエシャンのつぶやきもまた、だれに聞かれることなく海風に乗って流れていった。

　女帝は自分に楽師兼軍師としての任を与えたのとおなじように、ファルナス公子に護衛という任を与えていた。そのため公子は商人として皇宮の外で生きることになった。

　──問題は、その護るべき対象は何者なのかということだ。

　皇宮に長く住み、かしましい貴族令嬢の相手をしていればさまざまな噂うわさが耳に入ってくる。

　いわく皇帝陛下はご病弱らしい、いわく女帝陛下は皇帝陛下を幽閉しているらしい、いわく女帝陛下が産んだのは女児だったらしい、いわく皇帝陛下は実は女らしい──

　さすがに最後四つめの噂については、皇帝と面識はないがそれはないと判断した。歴代アルカダルの皇帝は男のみ、それはアルカダルの長い歴史の中で一度として例外がなく、皇帝の生活には多くの者が関わっており、その禁きん忌きを隠しきれるものではない。

　そして三つめの噂、現皇帝が女児と入れ替えられたとも考えていない。どこの王宮でも王家の血けつ統とうを保つために外から赤子を連れ込むことは難しくなっている。特に皇宮内になんの伝つ手てもなかった異国の王女にそのようなことは不可能だ。手伝って得をする貴族もいない。

　しかしファルナス公子が守護する娘は実じつ在ざいし、その娘をファルナス公子は〈姫〉と呼んだ。

　そのことを勘案すると、もっとも真実にちかい答えはこれだ。

　女帝はたしかに女児を産んだ──皇帝となる男児とともに。

　皇帝は今年十五歳、マィヤも奇くしくもおなじ十五歳。双子だったとすれば辻褄が合う。

　しかしなぜ女児は出生を隠され外で育てられることになったのだろうか？

（……まあそれはいいか）

　理由は気になるが、彼女が女帝の娘だというのであれば伊那国太子の地位を確立したあとで正式に求めればいいまでのこと。真実はそのときにでも訊きけばいい。

（あの者も竜玉を望むか）

　ファルナス公子が女帝の任を受けているのは、自分とおなじく祖国奪還に力を貸してもらうためだ。あの者はファルナス奪還をあきらめていない。

　だが彼女に対してはどうだろう？　ただ与えられた任務をまっとうしているだけなのか、それとも──

（いずれにせよ戦うだけか）

　任務にせよ情にせよ、素直に負けてくれる相手ではない。まさかあの者と女をめぐって争うことになるとは思ってもみなかったが、また面白いことが増えた。

　あの娘は本当に楽しませてくれる──

「殿下、いかがなされましたか」

　側に控えていた男が問う。エシャンの表情がやわらいだのを見て取ったのだろうが、面おもてに出るほどだったのだろうか。

　だが事実、祖国に待ち受ける困こん難なんを思っても以前ほど重おも荷にに感じていない。まるで心が光に解放されたかのようだ。

　見えない檻の皇宮暮らしで闇に落ちそうだった自分、それを支えてくれていたのはラフィーカだった。逆境にあっても闇に染まらない存在、それを標しるべに自分の心は光の下で生きることができた。

　彼女はそれに等しいかそれ以上の指針を与えてくれた。

　まぎれもなく、王たる者が手に入れるべき〈竜玉〉だ。

（手に入れてみせる）

「殿下？」

「──いや、これからが楽しみだと思ってね」

　視線を上げると、浅あさ瀬せを抜けて勢いを増した船のむこうには大おお海うな原ばらがひろがっていた。
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　翌晩、マィヤが目を覚まして怪け我がも異常もないことを確認したのち、サフィードは皇宮に上がった。

　皇宮でタルジュが用意していたのは見覚えのある衣い装しよう、しかしサフィード自身ははじめて袖そでを通すものだった。

　西国の白軍服にも似たそれはファルナスの正装だ。

　最後に父である大公の正装姿を見てから十年、そのときはひたすら大きく見えたそれを自分が着られる年になったのかと思うとその年月を重く感じた。

　通された先は私室らしく、天てん女によの羽は衣ごろものような薄はく紗さの天てん蓋がいの下、長なが椅い子すでくつろぐ相手にサフィードはひざまずき、顚てん末まつを述べると、

「ならばよい。忠ちゆう勤きん大儀であった」

　あざやかな紅こう唇しんから労ねぎらいの言葉がつむがれた。

　だがその唇は、守護対象について元気にしているかとも大事ないかとも問うことなく話を移した。
















「しかしそれにしても久ひさ方かたぶりじゃ。何年ぶりかのう」

「闇夜にまぎれても足跡は残るもの。不要な災いを呼びこまぬためとご理解ください」

「責めておるわけではない。そなたの働きぶりはよう知っておる。そなたの配下もしかり、ファルナス人は実に勤勉よのう」

「は、身に余るお言葉にございます」

「〈特使〉のほうも上う手まくいっておるぞ。そなたの進言は誠に役に立つ」

　心強いことじゃと笑みをこぼす彼女に、サフィードは深々と頭こうべを垂たれた。

「……お役に立てて光栄にございます、陛へい下か」







　──内乱に乗じて異国に攻め滅ぼされたファルナスより逃のがれ、アルカダル帝国に庇ひ護ごを求めたのは十年ばかり前のことだ。

　当時まだ十歳にも満たない子どもだった自分に、彼女はおなじように紅唇に楽しげな笑みを浮かべて告げた。

「突き返せば高く売れそうじゃのう？」

　庇護を断りファルナス公子を突き返せば、ファルナスを併へい吞どんし新たな隣りん国ごくとなった国に恩を売ることができる。

「そなたを庇護して妾わらわはなにを得る？」

　恩おんを売る以上に利り益えきをもたらすものを示せと告げられ、自分はただ一言答えた。

　平和を──と。

「アルカダルは大国といえども八方を敵に囲まれれば国力の疲ひ弊へいはまぬがれません。しかし周辺諸国と不ふ戦せんを約することができたなら、内乱で得た傷を癒いやしつつ国力を回復することが適かないましょう」

「ほう？」

「我が国の諸将は侵略者に従うことをよしとせず、諸国に客きやく将しようとして迎えられました。彼らが私の滞在する国を攻めることはありません」

「亡ぼう国こくの公子が大した自信じゃの？」

「それが数百年来のファルナスの伝統です」

　ファルナスの将が他国に請こわれて客将として赴おもむくことはいままでにも数多くあった。しかし客将を迎えている国はファルナスに対して戦いくさを仕掛けない、そういう不ふ文ぶん律りつがいつしかできあがっていた。

　今回は身内争いの火事場泥どろ棒ぼうで国を乗っ取られた形だが、諸将は新君主に従わずに各国に散った。新君主はファルナスという土地は得たが、そこにあったはずのファルナスの将という名の財宝に逃げられ、逆に八方を敵に囲まれた形だ。

「私はこの身をもって各国との友好の証あかしとなりましょう」

　ファルナスは遠からず取りもどす。そして奪還するまでの間、周辺諸国にアルカダル帝国との不戦を約束させる。

　そう告げた自分に「なるほどのう」と漏らした女帝はしばし観察していたが、やがて口を開いた。

「その話、買ってやってもよい」




　自分は諸将に対してアルカダルの庇護を受けたことを報せ、それと時をおなじくして女帝は周辺各国に対し〈特使〉制度を打だ診しんした。

　固い同盟関係でも絶対的な服ふく従じゆう関係でもない、すくなくとも敵にならなければそれでいいという協調路線は周辺諸国に好意的に受け止められた。客将として迎え入れたファルナスの将軍たちがこぞってアルカダルに対する戦には従わないと表明したせいもある。

　アルカダルは内乱で疲弊しているとはいえ経済的に群を抜く大国、交こう易えきの税率が下がるだけでも利益になると各国は〈特使〉を送りこんできた。

　──そうして十年ばかりの時が経ち、現在にいたる。

〈特使〉制度のきっかけを作ったのはサフィードだ。今回のエシャンの件は〈特使〉という制度がなければ起きなかった事件、みずから引き起こした一件だったとも言える。

　自分は檻なき監獄の囚しゆう人じんを創つくり出してしまった。けれども彼らの犠ぎ牲せいのうえに成り立つ平和、それがどれほどの民の生活を支えているか──それを思うと廃はい止しを進言することはできない。

　タルジュは自分に特使並みの待遇を望んでいるようだが、サフィード自身はまっぴらごめんだ。特使たちの務めは重い。そして彼らのように享楽的日常を送るのではなく、危険が伴ともなおうとも日々現実と向き合っているほうが自分の性しように合っている。

「そちらの暮らしぶりはどうじゃ」

「ええ、健すこやかに伸びやかにお育ちです」

　問われたのは自身のことだとわかっていたが、サフィードはあえて彼女の暮らしぶりを答えた。

　女帝の反応を見たかった、というのが正直なところだ。

　しかしアルカダル帝国を手中に収める女帝にそのような揺さぶりが通用するはずもなく、彼女は表情ひとつ変えることなく「左様か」と述べただけだった。

　──思えば、サフィードに娘の守護の任を伝えるときも感情を覗のぞかせることはなかった。

　彼女が娘に対してどのような想いを抱いだいているのか、人の親ではないサフィードには計り知れない。だが娘に軍事大国ファルナスという後ろ盾をつけている──それはすくなくとも愛情なのだろうと判断した。

「陛下のお見立てはたしかでございました。私はこちらのほうが合っているように思われます」

「ほう、だからといって本業を忘れてもらっては困るのだがの？　そなたには良き隣りん人じんとなってもらわねば困るゆえ」

「ええ、もちろん。よりよい形で奪還するために時機を読んでいるまでのこと」

「それは頼もしいことじゃ。これからも頼りにしておるぞ」

　女帝はこの会見中、にこやかな顔をいっさい崩さなかった。

　いまだ若い美貌を誇ほこる女帝は、見た目は女め狐ぎつねだが中身は古ふる狸だぬきだ。あのじゃじゃ馬もいずれ狐か狸になるのかと思うと興味深い。あれこれ素そ質しつを伸ばしてみたくなる。

（──さてどう化けてくれるかな）

　そんな期待を抱きつつ、サフィードは雇やとい主に深々と頭を下げた。







　ファルナス公子が下がったのち、彼女はほうと息を漏らした。

　娘について語られたとき、かすかに心が動いたのをあの者は見抜いただろうか。それとも十数年来被りつづけている仮か面めんが防ふせいでくれたか。

　生まれて間もなく手放した我が子に対し、ずっと手の届く場所にいる息子むすことおなじだけの情があるかと問われれば、彼女自身わからない。

　すくなくとも娘を侍じ女じよに託たくしたとき、そこにあったのは母としての感情ではなかったように思う。

　──アルカダル帝国に攻め込まれ、祖国はなくなり、亡国の王女であった自分は皇帝の後宮に収められた。

　後宮の女は数千人、元王女という肩書きがある娘だけでも両手では足りない。皇帝の訪おとないもないまま、自分は閉ざされた後宮でひっそりと生を終えるのだと思っていた。

　しかし思いもよらず天てん寵ちようを享うけて子を宿し、生まれた娘の瞳を見たときに悟った──生まれたばかりの焦点の定まらない娘の目にあったのは、亡き国の王家に伝わる色だった。

　息子はアルカダル皇帝とおなじ翠すい緑りよくの瞳を、娘は亡き祖国の蒼そう穹きゆうの瞳を。

　たとえ国がなくなっても王家の血けつ統とうはまだつづいている。そう悟ったとき、自分の中に使命感が生まれた。

　──この娘を生かさなければ。

　皇宮にいれば安心というものではない。双子の男子はいずれ帝位を継ぐやもしれない第一皇おう子じ、その者と血を分けているということは厄やく災さいを背負って生まれたようなもの、政治的敵対者にその身と命を狙われつづけることになる。

　──けっして失うわけにはいかない。

　そう思った自分は、祖国から共に後宮に収められ、亡国の王女である自分によく尽くしてくれた娘シェリークに生まれたばかりの娘を託した。

　運よく皇宮を抜け出したシェリークは商人の妻となり、シェリークの夫は彼女の連れ子を我が子として育てくれた。

　このまま市し井せいで命をつないでくれればそれでいいと思っていた。だが皇帝が亡なくなって我が子が新皇帝となり、自分がその後こう見けん役やくとなったころ、ひとつの欲が生まれた。

　ひとりの少年と会った日のことだ。

　少年は自分に対し祖国奪還について語った。自分が祖国を失ったときよりも幼い少年が、祖国ファルナスを取りもどすことを疑っていなかった。

　──自分は後宮に収められたとき、もう祖国は失われたものとあきらめていなかったか。

　皇帝が亡くなり、アルカダルは内戦状態となり、結果的に第一皇子の母である自分がアルカダルを手しゆ中ちゆうに収めることになった。祖国を滅ぼした国の頂いただきに立つなど、想像もしなかったことだ。

　あきらめなければ望みはつづく、そう知った自分は祖国再さい興こうを望む少年を娘の許もとに行かせた。

　自分が手放してしまった祖国再興の希望、それを娘がつないでくれることを期待したわけではない。ただ、祖国どころか本当の出自を知らない自分の娘は国を奪われたあの少年の許でどのように育つのだろう──そう思ってしまった。

　それは母親としての情ではなかっただろう。母ではない、しかし王家の血を継ぎ、つないだ者としての愛情だ。

（そなたの望むように生きよ）

　彼女が生きているかぎり祖国は生きつづけている──そう信じることができる。

「──陛下、お目覚めにございましょうや。朝にございます」

　室外から奥侍女の声がする。もう夜明けの時じ刻こくらしい。

　天蓋に薄紗がかかった寝しん台だいから降り立ち部屋を出ると、控えていた侍女たちが自分にアルカダルの紋もん章しよう入りの上着を羽は織おらせた。

　──今日もまたアルカダル帝国の〈女帝〉としての一日がはじまる。

　しかしこの日の朝は、なぜかいつもよりも晴れがましい心地ここちがしていた。
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　エシャンの一件から目覚めた翌よく日じつ、マィヤが皇こう宮ぐうに上がるとラフィーカの指示の下、大おお掛がかりな水路捜そう索さくがはじまっていた。

「ラフィーカ様、ありがとうございます」

　マィヤが深々と頭を下げると、「そんな、俺はエシャンの言葉に従したがっただけだよ」とラフィーカは手を振った。

「いまだに俺には水路の造りも知らされてないし、エシャンがどうやって犯はん人にんを知ったのかすらわかっていないしね。……エシャン、祖そ国こくに帰っちゃったんだってね」

　ラフィーカは水路を眺ながめたままぽつりと告つげた。

　先日の港での出来事はラフィーカには知らせていないし、今後も知らせるつもりもない。そのためマィヤは「そう、みたいですね」とあいまいに返すことしかできずにいると、「駄だ目めだね、俺」とラフィーカが薄うすく笑った。

「エシャンがいつか帰ることはわかってたし、国に帰ることができたんだから喜んであげるべきなんだよ。でも帰る前に挨あい拶さつくらいしてくれると思ってた。一言もないなんて、仲が良かったと思ってたのは俺だけだったのかな……」

　そう言うとラフィーカは寂さみしそうに眉まゆを下げた。

「しかたないね。あんなに近くにいたのにエシャンのこと、全然わかってなかったんだから」

　するとマィヤは反はん射しや的てきに声を上げた。

「そんなことはありません……!!」

「マィヤちゃん……？」

「だって興味がない人とは会話ひとつしようとしない人ですよ？　あの人が表面的な付き合いなんてするはずないじゃないですか。話しかけるなって笑顔で威い圧あつされて終わりですって！」

　エシャンは綺き麗れいごとが欲しいと言っていた。自分の本ほん性しようが闇やみにあることを知りつつも、美しい理想と優しい現実を欲していた。

　それに対してラフィーカは光を信じている人だ。皇宮という檻おりなき監かん獄ごくの中で、それでも祖国のために前向きに生きているラフィーカは、エシャンの心の支ささえだったのではないだろうか。

「エシャン様はなにか事情があって急きゆう遽きよお帰りになったんだと思います。でも最後に父のことをラフィーカ様に託たくしてゆかれたのは、ラフィーカ様を信頼しておられたのではないでしょうか」

　外そと面づらだけではない、自分の心すら偽いつわるような偽りだらけの人だった。けれどもふたりで過ごした時間はけっして偽りではなかったはずだ。

「おふたりはとても仲が良かったと、わたしはそう思います」

　そう確信をもって告げると、豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったようにきょとんとしていたラフィーカだったが、やがてふわりと微笑ほほえんだ。

「そう言ってくれるだけでうれしいよ。──ありがとう、マィヤちゃん」







　そうしてはじまった水路捜索だが、進展が見られないまま数日がたった。そんなある日のこと、サフィードとともに朝食を取っていたマィヤの元に、思いがけない報しらせが飛び込んできた。

「父さまが帰ってきたですって……!?」

　一いち縷るの望みにすがる毎日に突とつ如じよもたらされた報せに、あわてて屋や敷しきを飛び出したマィヤだったが、

「父さま！　お帰りなさ……」

　言いかけた言葉がつづかなかった。

　屋敷の前にいたのはまぎれもなく父のハーティだ。怪け我がをしている様子もなく、いつもと変わらぬにこやかな表情で、いたって健康的に見えるのはいいとして。

「……なんなのその恰かつ好こう」

　ここ数日の皇宮通いでさまざまな国の衣い装しようを見たマィヤだったが、ハーティの衣装は知らないものだった。

　獣じゆう皮ひやヘビ革がわを多用した衣装はおそらく東方、伊い那なとシンドゥーラの間あたりの民族衣装だと思われるが、槍やりでも手にすればそのまま密林で狩しゆ猟りよう生活をはじめられそうだ。当然帝てい都との往おう来らいでは浮きまくっている。

「いやあ、皇宮で足を滑らせて水路に落ちてしまってねえ。気がついたら海に流されて交こう易えき船せんに拾われていたんだよ」

　この衣装はその船の人にもらったものなんだ、と父は自じ慢まんげに告げた。

「……じゃあその後ろのものはなに？」

　奇き抜ばつな恰好のハーティの背後には、どん、と荷物が積つみ上がっていた。広い往来の邪じや魔まになるほどのとてつもない量だ。

「交易船で宝飾品の鑑定をしてあげたら報ほう酬しゆうをもらえてね。その船の積つみ荷にで思わぬ買い付けができてしまったんだよねえ」

　啞あ然ぜんとしてなにも言えないマィヤの前でほくほく顔で交易船での長旅について語りつづけるハーティに、マィヤの怒りが爆発した。

「父さま！　わたしたちがどれだけ捜しまわったと思ってるの!?」

「ご、ごめんよマィヤ。あまりにめずらしいものがたくさんあったものでね、つい……」

「つい、じゃないわよ！　遠くまで買いつけに行くなら連絡くらいしてくれればいいじゃない！　皇宮で行方ゆくえ不ふ明めいになったって聞いてわたしたちがどれほど心配したか……!!」

　父がいない日々を思い出し、思わず涙ぐみかけたマィヤだったが、

「ああすまなかったね……皇宮で女帝陛へい下かのお気に入りになって帰してもらえないとでも思ったのかい？」

　その言葉に思わず涙がぴたりと止まった。

（え……？　女帝陛下のお気に入り……？）

　この数日、父を心配して心配して心配してあれほど駆かけ回まわったというのに──その発想はなかった。

　たしかに女帝陛下の後宮ハレムで失しつ踪そうしたというならまず疑ってみるべきことだ。ハーティだってまだ四十ばかり、腹も出てないし髪もふさふさだし外見もそう悪くはない。だがあれだけ熱心に捜していたにもかかわらず、マィヤもサフィードもその可能性を一度も指し摘てきしなかった。

（だ、だって父さまが女帝陛下のご寵ちよう愛あいとか、ねえ……？）

　そぐわないにもほどがある。可能性があるとしたら茶飲み友だちがせいぜいだ。

「特とく使したちに交まじって暮らすのも楽しそうだけどねえ、若い彼らの話についていけるかなあ」

　などとのほほんとつづける父に、マィヤはどう相あい槌づちをうったものかとサフィードに助けを求めてみたが、微び妙みように目を逸そらされてしまった。

（裏切り者────!!）

　しかしそのような空気に気づいているのかいないのか、ハーティはにこやかな表情のままサフィードに向き直り、

「私が留守にしている間なにもなかっただろうね？」

「ええ、旦だん那なさま。仕事も滞とどこおりなく流れております」

　問うたハーティにしれっと答えるサフィードがすこし卑ひ怯きよう者ものに見えた。

「ならいいんだ。大事な店と娘を任せているんだからこれからもよろしく頼むよ」

　肩に手を置かれたサフィードは、「心こころ得えました。旦那さま」と完かん璧ぺきな一礼をしてみせる。外面と愛あい想そについてはサフィードに一いち日じつの長ちようがありそうだ。

（わたしだっていつか立りつ派ぱな猫ねこをかぶってやるんだからね!?）

「それにしても父さま！　またこんなに買っちゃって！」

「本当にいい品なんだよ。見てごらん」

　促うながされて箱をあけて見ると、そこには見たこともないような彫ちよう像ぞうや木像、陶とう磁じ器き人形がたくさんつまっていた。

「なにこれ……」

「東方のね、呪じゆ術じゆつに使うものらしいんだけど」

（呪のろいの人形!?）

「それがずいぶんといい出来でねえ」

　さすが気持ちがこもっていると気迫がちがうねえ、などとつづけるハーティの声はマィヤの耳に届かなかった。

（どこに売るのこれ……）

　これらにいくら注ぎこんだのかと訊きくのも怖い。しかし仕入れてしまったものはしかたがない。偉い大だいなる商人ドンパパスも言っている。金言、商人は商品を捌さばいてなんぼだ。

「わかったわ。きっちり売ってみせるわ。サフィードも手伝ってよね」

「だれに向かって言っている。売るに決まってるだろ」

　いつもどおり強気なサフィードは、さっそく白はく磁じの人形を取り上げて検けん分ぶんをはじめた。
















「たしかに出来がいい……呪術というよりは縁えん起ぎ物ものの類たぐいだな。東国の白磁器は人気がある。ほとんどが皿か壺つぼばかりだからこういう人形はめずらしいしな」

「え、そうなの？」

「ああ。北の上流階級では東国文化が流行しているらしいから、その路線で捌けるかもしれない」

「たしかにそうね。でも……」

　北国の東国趣しゆ味みは聞いたことがある。しかし記憶になにかが引っかかり、額ひたいに手を当ててしばし考え込んでいたマィヤだが、はじかれたように面おもてを上げた。

「そうよ！　ラフィーカ様のお部屋だわ！」

「──は？」

「ラフィーカ様のお部屋で見かけたのよ、東国趣味のお皿！　サラフでもね、北国を真ま似ねて東国文化が流は行やっているんですって。サラフの王族は北国の上流階級より格段にお金持ちだし、北より先に持っていけば喜ばれるんじゃないかしら!?」

　思いがけない販売先にマィヤは目を輝かせる。

「たしかにサラフとの販はん路ろ拡大は魅み力りよくだが、いきなり王族相手に売るっておまえな……」

「それならラフィーカ様にお話ししてみるわ！」

「はっ!?　あんな目にあっておきながらまた行く気か!?」

「だってあんなに上流の伝つ手てよ？　商人として見み逃のがすわけにはいかないじゃない！」

「それはそうだが、伝手を使うかどうかは話が別だ」

　皇宮には行かせないとばかりに威圧するサフィードだったが、「なんだい、サラフの知り合いでもできたのかい？」とハーティもくわわってきて、皇宮の一件は黙りとおすことに決めたらしいサフィードがマィヤに向き直った。

「どうしても行きたいというなら、俺から一本とれるようになってから行くんだな」

「望むところよ！　なんとしてもあの人形を売るわ！　そしてわたしはこのお店を都一番の大おお店だなにするんだから！」

　はじかれたように答えたマィヤは、太陽の下に蒼あおの瞳をきらめかせた。










　ハーティが仕入れたこの人形、やがてサラフ国の王族の収集するところとなり、シェリーク商会に莫ばく大だいな利り益えきをもたらすことになる。

　そしてこの取引は、のちに商売を通じて国々をつなぎ、世界中に名をとどろかす伝説の皇宮商人の第一歩となった。
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　こんにちは。はじめまして、もしくはお久しぶりです。九く月つき文あやです。

　今作はビーズログ文庫様からの初シリーズになります。万年雪の山中からうってかわって今作の舞台は活かつ気きあふれる海沿ぞいの港街、帝てい都との皇こう宮ぐう商人のお話です。




　陸りく路ろと海かい路ろの交まじわる交こう易えき都市、帝都パイダリエーサ。皇宮御ご用よう達たしの大商人の娘マィヤは深しん窓そうの令嬢であるはずなのですが、ぽややんな父を支え、都一番の大おお店だなをめざして少年アティルとして店先に立つ毎日。そんなある日、父が皇宮で行方ゆくえ不ふ明めいになり、捜さがしに乗り込んでみるとなぜかそこにいたのは美形の王子様ばかり。幼き皇帝と後見役である〈女帝〉が治める帝国、その皇宮にはさまざまな国の思おも惑わくが交こう錯さくしているようで──？




　と、人には言えない理わ由けありな皇宮商人と王子様たちのお話です。よろしければお付き合いくださいませ。

　イラストはすがはら竜りゆう先生です。すがはら先生の描かかれる王子がかっこいいはもちろんのこと、マィヤがもう可か愛わいくて可愛くて！　ふわふわな髪かみをわしゃわしゃっと撫でたくなりました。素す敵てきなイラストをありがとうございました！




　〆切修しゆ羅ら場ばに備そなえて体力をつけないとなーと思い、スポーツクラブに通いはじめました。運動ですこしでも血行がよくなれば、と軽い気持ちで行ったのですが、近所のスポーツクラブはガチでした……すばらしき肉体美の世界。むきむきの筋肉からダンサーのしなやかな体まで、実に眼がん福ぷくでございました。

　一方ろくに運動をしていなかった私は、へろへろになりながらもなんとか通いつづけているうちに肩こりや頭痛がマシになった気がします。勉強や仕事で首や肩がばっきばきの方、ぜひ肩けん甲こう骨こつをぐるぐる動かしてみてくださいませ。固まる前にこまめに動かしておくのも効果ありです。

　

　さて、担たん当とうさまには大変お世話になりました。鋭するどいご指し摘てきをいただきながらも、流は行やりの漫画、アニメ、小説やゲームなどのお話をしながら、趣しゆ味みや嗜し好こうの話が通じる方はありがたいなあと思いながら楽しくお仕事させていただきました。お声こえ掛かけくださりありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします。

　デザイナーさま、すがはら先生の素す敵てきなイラストを華はなやかに仕上げていただきありがとうございました！　ロゴのデザインも色しき彩さいもとても可愛らしくてお気に入りです。

　また校こう正せいさまや営業さまをはじめ、制作や販はん売ばいに関わってくださったみなさまに御礼申し上げます。




　最後に、本作をお手に取ってくださいました皆さまに感かん謝しやを申し上げます。

　皇宮に滞たい在ざいしている事情は複ふく雑ざつながらも、かっこいい王子様満まん載さいの本作を気に入っていただければ幸いです。また今巻は初回特とく典てんでＳＳペーパーも付いているそうで、ネタバレがありますので本作読どく了りよう後ごにお楽しみくださいませ。




　それではまた、皆さまとお目にかかれることを祈りつつ。





九月　文　拝　　
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こちらでもよろしくお願いします。

さて今作は、王子様だらけの皇宮に潜入した少年商人（実は女の子）のお話です。彼女だけでなく王子様にも商人にもみな秘密があるようで…？　人には言えない「理わ由け」ありの彼らによろしければお付き合いくださいませ。
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